
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue






　リオランド王国の平へい穏おんは、あまりにも唐とう突とつに崩ほう壊かいした。

　人々と獣けものが魂ソーラを交かわし、ともに生きる世界ハローズ。

　そんな世界に突とつ如じよとして現れたのが、異なる世界からやって来た者たちである。

〝雫しずく人びと〟と呼ばれる彼らは、地球という星から墜おちてきたと聞いた。

　地球からやって来た者たちから、この世界ハローズへもたらされた最初の一いち撃げきは──。

　数百年の歴史を持つ大国、リオランド王国の王都へと振ふり下ろされた。

「あ、ああ……」

　しがない家政婦にすぎないローリィは、震ふるえる脚あしで立ち尽つくしていた。

　王都の一画にある、平民街である。

　ローリィにとって見慣れた光景が、一変していた。

　つい昨日、彼女が野菜を買ったばかりの露ろ店てんが、無残にも崩くずれ落ちていた。顔なじみの雑貨屋は、中央区の職人に彫ほらせたと自じ慢まんしていた木製の看板もろとも、跡あと形かたもなく全ぜん焼しようしていた。路地のいたるところに、兵士たちの遺体が転がっている。

　子供が、泣いていた。

　壊こわれた荷車に繫つなげられたままの獣も、鳴いていた。

　ローリィの頰ほおに、涙なみだが伝った。アルク人という種族特有の尖とがった耳や整った眉び目もく、まだ十代ながら豊満な体つきも今は何の役にも立たない。当然ながら、普ふ段だんから失敗ばかりの家事や裁さい縫ほうの技術も同様だ。

「う、うぅ……ど、どうして、こんなことに──ひゃうっ！」

　涙するローリィの尻しりを、大きな音をたてて小さな手が叩たたいた。

「何を、ぼうっとしている！　それでもキャバレッティ家の人間か！」

　後頭部で二つに結んだ金きん髪ぱつは、煤すすに塗まみれても鮮あざやかな輝かがやきを失っていなかった。地味な部屋着姿にあっても、凜りんとした顔立ちと佇たたずまいの気高さは全く損そこなわれていない。

　リザマーロ・キャバレッティ。ローリィが仕える男だん爵しやく家の息女である。

「脚が動くなら、我が家にある血止めの薬や包帯を全すべて持ってこい！　怪け我がをして動けない者たちに配るのだ！　火の勢いがまた強まりつつある！　急げ！」

　普段は三度の食事と自己鍛たん錬れんが何より大好きな貴族令れい嬢じよう、リズ。

　まだ十四歳の少女が、いつの間にか避ひ難なんする人々の先頭に立っていた。

「動ける男たちは、女子供と年寄りの避難を手伝うのだ！　火が恐おそろしいなら、さっさと逃にげるだけでもいい！　じっとしていることだけは、許さんぞ！」

　リズが叫さけび、助けを求める声に向かって駆かけ出した。倒たおれた家屋の下した敷じきになった婦人を助けるべく、火の粉が舞まう中、折れた柱を持ち上げようと踏ふん張る。

「このような時に動かずして、何のための鍛錬か！」

「オレたちは兵隊や貴族さまみたいに、べつに鍛きたえちゃいねぇが……！」

　平民街の住人が、リズの手助けに加わった。何とか瓦が礫れきを持ち上げ、婦人を救出する。

「アンタみたいなガキに尻を叩かれなきゃ動けねぇほど、腰こし抜ぬけでもねぇ！」

「よくぞ言った！　私について来い！」

　リズが大勢の男たちを引き連れ、次なる救助活動のために走っていった。

　被ひ害がいを抑おさえようと動き出したのは、リズだけではなかった。

「──〝雫人〟の追撃は、中止する！　これより平民の避難誘ゆう導どうを最優先とする！」

　一いつ般ぱん的な騎き乗じよう用の獣である、汎はん用ようラース種に乗った騎士が叫んだ。

　いや、よく見ると騎士が騎乗しているのはラース種ではない。鮮やかな衣い装しように身を包み、一回り大きな体たい軀くをした獣は、爵しやく獣じゆうと呼ばれる特別な獣だ。

　騎士と爵獣は互たがいの魂を共鳴させることで、儀ぎ法ほうという特別な力を使うことができる。

「良いいのですか？　〝雫人〟を捕とらえるという任務を放ほう棄きすることになりますが……」

「言うな……！　今は、王国民の命を一人でも多く救うことが肝かん要ようだ……！」

　騎士と兵士たちが、いっせいに動き出した。リズが先導して行われていた被ひ害がい者しやの救助や避難誘導を、統とう率そつのとれた動きで後押しする。

　ローリィは、ハッとした。脚をもつれさせながら、キャバレッティ邸ていに向かう。

　リズの指示を思い出したのだ。

　火の粉と煙けむりが立ちこめる細道を駆け抜け、彼女が住み込みで働く邸宅に飛び込む。

　すると──。

「……ッ！」

「ああっ？　男爵が戻もどってきたか！」

「いや、女だ！　確か家政婦のアルク人！」

　見知らぬ男たちが、キャバレッティ邸にある簞たん笥すや棚たなを漁あさっていた。

　冷静に考えてみれば、当然のことかもしれない。立派な邸宅とまではいかないものの、平民街では珍めずらしい貴族の自邸である。災害の混乱に乗じて盗ぬすみを働こうとする輩やからにとっては、真っ先に思いつく場所だろう。

「そ、それ、は──」

　ローリィは男の一人が持つ小こ瓶びんを見て、顔色を変えた。血止めの軟なん膏こうである。

「おわっ！　なんだ、こいつ……！」

　ローリィは男から小瓶を奪うばい盗とり、床ゆかに転がった。棚に頭をぶつけるのも構わず、周囲に散らばった包帯や布をかき集め、身体からだを丸める。

　金になるものであれば、いくらでも持って行っていい。家宝である宝ほう槍そうが外へ持ち出されている今、どうせ大した資産はない。

　しかし、薬品はダメだ。

　ローリィに指示したリズ、そして彼女の雇やとい主である現当主は、今、最も大事なものを失うことを許さないだろう。そして、それは決して金などではない。

　薬品や包帯を抱だきかかえるローリィを見て、男たちが嫌いやらしい目つきに変わった。

「よく分からねぇが……アルク人か」

「そうだな、アルク人だ」

　ローリィは顔を強こわばらせた。

　男たちのその目つきは、彼女が今までに嫌というほど見てきたものだった。

「こんなしみったれた屋や敷しきじゃ、こいつが一番、金になりそうだ」

　男たちが伸のばした手が、ローリィに迫せまった。

　恐きよう怖ふのあまり、彼女が目を堅かたく閉とざした時だった。

「──兵士さん！　ここです！　火か事じ場ば泥どろ棒ぼうがいますよー！」

　外から響ひびいた声が、ローリィに迫りつつあった男たちの手をピタリと止めた。

「ここです！　早く来てくださーい！」

　大声を上げながら玄げん関かんに姿を現したのは、長身のアルク人だった。尖った耳と整った顔立ちは種族の特とく徴ちようだが、頰に彫り込んだ入れ墨ずみはそうではない。

　デルフォーンという、知ち己きの青年である。

「ちっ！　兵士どもは敵を追いかけていったんじゃねぇのかよ……！」

　窓から逃げ出していく男たちを見て、デルフォーンがニコニコと微笑ほほえんだ。

「自分たちの幸運を喜びたまえ。この家を血で汚よごさなかったのは、ローリィさんに後片付けをさせたくなかったからだ」

　盗人ぬすつとたちを見送り、デルフォーンがローリィに歩み寄った。手をとって彼女を起こす。

「急いで駆けつけて良かった。こんな状じよう況きようでこそ、我々、アルク人は狙ねらわれやすいですからね。一人で行動するなんて、無む茶ちやなことを……」

　そう言うデルフォーンこそ、一人に見えた。兵士たちが現れる気配もない。

　迫はく害がいされがちなアルク人の人権を守るというのが、彼の所属する組織の使命である。自分で口にした通り、ローリィの身を案じて単独でやって来てくれたのだろう。

「同どう胞ほうから報しらせがありました。先ほど、男爵が敵を討うち取ったようです。さすがですね」

　敵、〝雫人〟は討たれた。

　ローリィの主人が勝利したのだ。喜ばしい報告である。しかし──。

「さあ、ローリィさん。あとは兵隊に任せて、我々は一刻も早く避難しましょう。中央区に我々の同胞が集まっています。そこまで行けば、もう安心ですよ」

　デルフォーンが、ローリィの手を引いた。

　だが彼女は申し訳なくも、彼から手を離はなした。

「あ、ありが、とう……ございまし、た……！」

　たどたどしく礼を言い、目め一いつ杯ぱいに頭を下げる。そしてキャバレッティ邸から飛び出す。

　去り際ぎわのデルフォーンは、微び笑しようを苦笑に変えただけだった。彼女がそうすると分かっていたのだろう。穏おん健けん派の彼は、力ずくで彼女を引き戻そうともしない。

「はあっ……はあっ……！」

　急いで焼け跡あとの残る通りに戻り、怪我人の応急処置に取りかかる。

　彼女が持ち込んだ医薬品は、しかし、すぐに尽きてしまった。それでもローリィは住民の避難を手助けすべく、脚を痛めた老ろう婆ばに肩かたを貸す。

　ローリィは、王都の空を舞う火の粉を目で追った。

　風が流れていく方角は──北。

　リオランド王国の国境にあたる北方に、其それが出現したことから全てが始まった。

　異なる世界の空を繫ぐといわれる〝天てん穹きゆう門もん〟。

　そして〝天穹門〟から現れた、空から地上に向かってぶら下がる巨きよ大だいな杭くい。

　エチカという〝雫人〟の少女曰いわく、それは〝軌き道どうエレベータ〟というものらしい。

　学のないローリィに、その正体を推おし量ることはできないが──。

「どうか──どうか……ご、ご無事に、お戻り、ください……」

　涙をこぼす彼女にとって、願うことはたった一つだけだった。

〝雫人〟、いや地球人という人々が何者なのか、彼女には分からない。

　勝利や敗北というものの価値すら、彼女には意味がない。

　家政婦ローリィが願うのは、彼女にとっての恩人にして主人でもある少年──。

「ミカド、様……」

　ミカド・キャバレッティ男爵。

　十七歳にして辺境第三騎士団の団長となった少年の、無事の帰き還かんだけだった。
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Chapter 1










>>　Section 1






　ミカド・キャバレッティは、殺風景な部屋で三さん人にん掛がけの椅い子すに座っていた。

　リオランド王国の王都セラス。

　その王城の一角にある待合室である。

　王城に潜せん入にゆうし、王都に大きな被害をもたらした〝雫しずく人びと〟──シジェンコ＝Ｏオー・Ｆエフ・３スリーという地球人をミカドが討ち果たしたのは、つい先ほどのことである。

　ミカドが着き替がえた正装の内側は、包帯だらけだ。

　満まん身しん創そう痍いなのは、ミカドの隣となりに座ったエチカ・ユーソラも同じだった。シジェンコと同じ〝雫人〟である彼女は、敵性の可能性ありとして儀法による回復が許されなかったのである。そしてそれは〝魂たましいの双ふた仔ご〟という儀法によって心身が結びついたミカドもまた、治ち癒ゆが許されないということでもあった。

「──まさか、あのタイミングでワームホールに吞のみ込まれちゃうなんてさ」

　シジェンコ討とう伐ばつ後、ミカドとエチカには即そく座ざに王城へ招集命令が下された。王都騎き士し団による連行と言ったほうが正しいかもしれない。

　招集の理由は、当然ながら、王都内で行われた戦せん闘とうの詳しよう細さいを報告することと──。

　エチカ・ユーソラに、彼女と同じ〝雫人〟であるシジェンコがリオランド王国を襲しゆう撃げきした真意を問いただすためである。

「この星……ハローズと地球って、何万光年離れてるんだろ？　同じ銀河系なのかも分かんないや」

　評議会からの迎むかえが来るまでの間、ミカドは待合室でエチカから長い話を聞いていた。

　地球という、ミカドが住む世界ハローズとは異なる星のことだ。

　その惑星ほしが、どのようにして高い文明を築くに至ったか。

　地球人類は恐おそろしく精せい巧こうな技術を獲かく得とくしながら、しかし増え続ける人口や資源の枯こ渇かつといった問題はなくならなかったという。国どうしの争いは止とどまる所を知らず、ついには世界大戦のきっかけとなる兵器が誕生したのだと彼女は言った。

〝Ｂｒｉｚｚブリズ〟システム。

　無限の兵隊を生み出すという、大量殺さつ戮りく兵器である。

「せめてあと一ヶ月、地球にいられれば終戦できたはずなのに……」

　本人の口から語られた、エチカ・ユーソラという少女の人生は壮そう絶ぜつなものだった。

　祖国を〝Ｂｒｉｚｚ〟システムによって蹂じゆう躙りんされ、彼女は家族を失った。

　そうした中でエチカは自ら〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを無力化するプログラムを作成し、世界各地で開かい催さいされる競技レースを走るレーサーとなってまで、世界中で生み出され続ける〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを無力化して回り──。

　ようやく世界大戦を終戦に導きかけたところで、〝天てん穹きゆう門もん〟によってこの世界へとやって来てしまった。

　終戦式典が行われるはずだった軌道エレベータごと、である。

「一秒でも早く地球に戻もどらなきゃ……あの軌道エレベータにいるＥＩ軍の人たち──シジェンコだって同じ考えだと思ったのに、どうしてこんなことを……」

　シジェンコが行った虐ぎやく殺さつは、明らかにエチカの心をも傷つけていた。少女の双そう眸ぼうからは普ふ段だんの輝かがやきが失われ、耳にかかった髪かみすらも生気を失ったかのようにほつれている。

〝雫人〟の急襲は、リオランド王国に大きな傷きず痕あとを残していった。多くの騎士や国民の命が奪うばわれただけでなく、住居区の一角が火災によって被ひ害がいを受けたのだ。

　ミカドが王城に戻る道程で見た、住民たちの動どう揺ようも大きかった。兵士を動員して事態の収しゆう拾しゆうを図はかっているが、この騒そう動どうが簡単に収まることはないだろう。

　うなだれる少女を一いち瞥べつし、ミカドは言う。

「お前が〝天穹門〟に吞み込まれたというのは──地球における戦争を終わらせたくない勢力が、お前を排はい除じよしようとしたという可能性はないのか？」

　エチカが驚おどろいた様子で彼を見た。

「わたしの話、信じてくれるの？」

　確かに、突とつ拍ぴよう子しもない話だった。

　聞いたこともない兵器による世界大戦と、それを止めようとした少女の物語。

　正直を言えば、彼女の話は彼の想像力を超こえていた。未知の単語や世界観を含ふくめ、半分以上は今のミカドでは理解できないものばかりだ。

　しかし彼は、実際にその光景を見てしまったのだ。

「──〝魂の双仔〟の儀ぎ式しきの中で、恐るべき光景を見た」

　おそらくは、エチカの記き憶おく。少女の魂に刻まれた光景なのだろう。

「不気味な兵隊を生み出す塔とうと、それを阻そ止しするお前の姿だ。あれが〝Ｂｒｉｚｚ〟システムであり、それを阻はばもうとするお前だったのであれば辻つじ褄つまが合う」

「……わたしも、ミカドの記憶を見たよ」

　エチカが弱々しく笑えんだ。

「何を見たのか、聞きたい？」

　ミカドは首を横に振ふった。彼の過去で心から誇ほこりに思える出来事など、皆かい無むに等しい。

　彼の反応は想定済みだったのだろう。エチカが笑みを消し、話題を戻す。

「誰だれかの陰いん謀ぼうだったとは──思えない。前にも言ったけど、わたしの星でもワームホール、つまり多次元下における時空の歪ゆがみについては完全に解明されてなかったから。こじ開けるだけでも、理論上では途と方ほうもないエネルギーが必要だし。そんなエネルギーがあれば……考えたくないけど、戦争そのものに使って勝とうとする人のほうが多かったと思う」

　エチカの言葉の端はし々ばしに、彼女がいた星の文明度の高さが窺うかがい知れた。

　この星、ハローズが自然に発展していったとして、同じ水準に到とう達たつするまでどれほどの時間を要するだろうか？　百年？　二百年？　いや、もっとかかるに違ちがいない。

「それくらい、ギリギリの緊きん張ちよう状態で辿たどり着いた終戦宣言だったんだよ。だからこそ早く地球に帰らなきゃいけないのに……シジェンコ──ううん、きっとリッチマン＝ＯＦ５の命令に決まってる。あの人たちが何を考えてるのか、ぜんぜん分かんない……！」

「考え方は、お前と同じなのかもしれないぞ。地球になかったもの──儀法や獣けものについて知り、元の星に戻る方法を探す。ただしお前と違うのは、我々と親しくすることでそれらを学ぶよりも、はるかに安全で早いと判断したのかもしれない」

　ミカドは淡たん々たんと言う。

「殺し、奪うほうがな」

「そんな……！」

　言葉を失うエチカを、ミカドは凝ぎよう視しする。

「〝Ｂｒｉｚｚ〟システムとやらを使えば、可能なのだろう？」

　少女が苦しげに顔を歪め、沈ちん黙もくした。その無言が彼の問いを残ざん酷こくに肯こう定ていしていた。

「そしてそのために必要なものが、〝ギデオン〟の中に収まっていたのだな」

「……〝Ｂｒｉｚｚ〟プログラムを無効化するためのウイルス・プログラムは、絶対に誰の手にも渡わたっちゃいけなかったの。だから、わたしは一度使ったらそれを削さく除じよして、また使う時はオリジナルの〝Ｂｒｉｚｚ〟プログラムを元にして一からそれを作り直すようにしてた……だからこそ、わたしの生体認にん証しよう以外では絶対に〝ギデオン〟をいじれないようにしてたはずなのに！」

　エチカが拳こぶしを握にぎりしめた。俯うつむく少女の肩かたが、小刻みに震ふるえていた。

「地球じゃ、どんなハッカーにも破られたりしなかったのに！　〝ギデオン〟の人格を盗ぬすまれたのも、魔ま法ほうなんかじゃない……完かん璧ぺきに近いプログラム技術で分ぶん離りさせられてた！　あんなことができる人なんて、わたしは知らない！」

「落ち着け、エチカ」

　ミカドはエチカの肩に手を置いた。細い肩を支え、その震えを鎮しずめる。

「今の私には理解できないことも多い。だがお前の言葉通りなら、やはり以前から〝ギデオン〟に細工がなされていたと考えたほうがいいだろう。宝物庫に出入りしていた人物がいないか調べるよう、評議会に協力を求めよう」

　王城内に内通者がいる。その懸け念ねんは、すでにミカドの頭の中にあったことだ。

「おかしなことは、それだけじゃないの、ミカド……」

　ミカドの手を、エチカが摑つかみ返した。

「シジェンコが消えた、あの技術……あれは──」

　躊躇ためらいがちに、エチカが言おうとした時だった。

「評議会の準備が整いました、キャバレッティ卿きよう」

　待合室の出入り口が、騎士によって開かれた。

　エチカが、ぎゅっとミカドの手を握りしめる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。シジェンコを止めようとしたお前の行動は、私が証言する」

「私のことよりも──」

　少女が唇くちびるを嚙かみ締しめた。彼女が本当に懸念していることを、ミカドは理解していた。

「地球人とリオランド王国が争うことを、お前が望んでいないこともだ」

「……ありがとう」

　目を潤うるませ、エチカがようやく手を放した。二人揃そろって、立ち上がる。

　待合室を出ると、十人以上もの騎士たちが廊ろう下かに集まっていた。

「──どうして、貴方あなたがここに？　お休みを差し上げたはずですが」

　騎士たちの中心にいるのは、優やさしく微笑ほほえむ女性だった。ふわりと柔やわらかそうな髪は色素が薄うすく、凹おう凸とつのある体型は革かわ鎧よろいよりもドレスのほうがよっぽど似合うことだろう。

　女性と向かい合っているのは、青年の騎士だ。

　シジェンコを追う途と中ちゆう、平民街で出会った兵隊の隊長である。彼は結局、ミカドの要よう請せいに従って住民の避ひ難なんを優先したと聞いた。青年が受けた命令に背そむいて、である。

「命令を聞かない悪い子は、私の騎士団に要いりません」

　耳元に口を寄せ、しかし周囲にも聞こえる声量で言う女性。

「──失礼、キャバレッティ卿。会議室まで、我が王都予備騎士団がご案内しますわ」

　女性がミカドに向き直った。

　青年騎士も、ミカドを見た。その目は怒いかりと悔くやしさの色がはっきりと滲にじんでいる。

「光栄だ」

　ミカドは青年の視線を無視した。女性が率いる騎士団に囲まれて廊下を歩く。

　青年の姿が見えなくなると、女性が世間話のように言った。

「お手て柄がらですね、辺境第三騎士団長さん。自らの手で外敵をやっつけたんですって？」

「失態だな、王都予備第一騎士団長どの。外敵を逃にがし、騎士団員も数名失ったと聞く」

「頭が痛いですわ。このままでは、降格もあり得るかも」

「──手柄を譲ゆずってもいい。私が戦った時、敵はすでにファンファ騎士団長……卿の騎士団によって重傷を負っていて、私はトドメを刺さしただけ、というのはどうだ？」

「あら、素す敵てき。おいくらほど、ご所しよ望もうかしら？」

「金はいらない。先ほどの騎士の騎士団復帰と名めい誉よ回復──それで、どうだ？」

「……」

「そうなるよう見込んで、私に先ほどのやり取りを見せたのだろう？」

　そう言うミカドの小指に、ファンファがこっそりと自らの小指を絡からませた。輪を作った小指で、ミカドの小指をゆっくりと上下にしごく。何かを絞しぼり取るかのように。

「追加で──一晩、〝木もく獣じゆう卿きよう〟どのを我が家に招待できるのなら」

「承知した」

　王都に住む人間は皆みな、魂に飢うえている──。

　国母プラシリキアが逝せい去きよしたことで、彼らは欲よく望ぼうを剝むき出しにしている。

　ミカドがそれを非難しても、何も変わらないだろう。ならばせめて、その欲望を利用して、国難ともいえる現状に役立てるべきである。

「苦痛に歪むことがない〝木獣卿〟のお顔も、気持ちが良い時だけは……なんて、どれだけの人間が知っているかしら。今度は私の気が先に果ててしまわないよう、手加減して頂ちよう戴だいね？」

　もはや話すこともなくなったミカドの後ろで、エチカが「ひえぇ」と声を上げた。小指から伝わる淫いん靡びな感かん触しよくから逃のがれようとして必死に手を振り回す。

「偉い大だいな親を持つ若手どうし、これからも仲良くしましょう？　──さあ、ご到とう着ちやく」

　ファンファの導きによって、ミカドとエチカは大きな扉とびらをくぐった。

　飾かざり気のなさとは裏腹に、厳選された調度品ばかりが置かれた会議室だ。大きなテーブルを覆おおうクロスは染しみ一つない最高級品で、一席に一杯はいずつ置かれたカップはそれ一つで汎はん用ようラース種の騎獣を買えるくらいの価値があるだろう。

「辺境第三騎き士し団長キャバレッティ男だん爵しやくと、〝雫しずく人びと〟エチカをお連れしました」

　ファンファが一礼し、壁かべ際ぎわに下がった。

「──疲つかれているところ、済まないな。座りたまえ、キャバレッティ卿、エチカ姫ひめ」

　テーブルの中央に座るタルルカ議長が、下座の二席を手で指し示した。

　十二人いる評議員のうち、すでに十人が座席についていた。

　一方で、王族が座るべき別席には誰の姿もなかった。現げん況きようを鑑かんがみて、安全な場所に避難しているのだろう。その避難を警護しているのが、空席の評議員に違いない。

「このままで、結構。労ねぎらいのお言葉だけ、有り難がたく頂戴します」

「そうか。では早さつ速そく、話に入るとしよう」

　タルルカ議長以外の面子めんつは、ミカドに目を向けようともしなかった。

　評議員の大半が、上級貴族である。ぴったりと密着した幼姿の夫ふう婦ふや、大きな帽ぼう子しをかぶった豪ごう奢しやな麗れい人じん、喉のどに入れ墨ずみを施ほどこした大男、奇き妙みようなマスクをしたアルク人など、異質な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる者ばかりだ。

　国母不在の今、リオランド王国で実権を握っているのがここにいる評議員である。

「報告は聞いた。まずはキャバレッティ卿、評議会は卿の働きを大いに評価する。〝雫人〟を排除したという功績は、我が国の威い光こうを国内外に示すことだろう」

　タルルカ議長が言った。ミカドの背後で、ファンファが咳せき払ばらいをする。

「予備第一騎士団の助力によるものです。報告では要点のみでしたが、私が対たい峙じした時、敵はすでに予備第一騎士団によって重傷を負っておりました」

「ほう、そうだったのか……分かった、王都予備第一騎士団の功績を再考しよう」

　タルルカが議事録を記す書記係に目配せをした。記録に新たな一文が加わる。

「ところで、男爵。卿の働きを評価する一方で、その判断を咎とがめる声も上がった」

　ミカドは微び動どうだにしなかった。すでに予想されたことだ。

「貴公が王都での戦せん闘とう行こう為いを許可されていない辺境騎士団であるにも拘かかわらず、独断で敵の排はい除じよのために動いたことだ」

「リューリリリィ姫の予言が、我が騎士団員に下されました。敵に備えよとのお言葉を、我が騎士団に下された王族命令であると判断したまでです」

「ふむ……」

「それだけではありません。敵となる〝雫人〟が現れた以上、最優先で確認すべきことがあると考えたからです」

「確認すべきこと？」

　ミカドは、隣となりにいるエチカを一いち瞥べつした。

「この少女が〝雫人〟──地球人に対し、人ひと質じちとしての価値があるかどうか」

　エチカが俯き、下した唇くちびるを嚙んだ。

「……それで、答えは得られたのかね」

「シジェンコという地球人は、私とエチカが〝魂たましいの双ふた仔ご〟によって結びついていることを知っていました。その上で、最終的には私を殺害することを躊躇いませんでした」

「エチカ姫には、人質としての価値はないということか」

　ミカドに対して、敵であるシジェンコ＝ＯＦ３ははっきりと言い放った。

　──こんな星に墜おちた時点で、地球のプリンセスなんて何の価値もねーだろーが。

　同じ地球人に見放されたことに、エチカは衝しよう撃げきを受けたようだった。

　だからミカドは、こう言い返したのである。

　ならばエチカは、私が貰もらい受ける──と。

「ここにいるエチカが、リオランド王国と平和的な関係を望んでいます。一方で──シジェンコら〝天てん穹きゆうの雫〟にいる地球人はそうではないようです。実際にシジェンコは我が国への侵しん攻こうをほのめかす言葉を残しています。かくなる上はエチカを捕ほ虜りよとしてではなく協力者として保護し、〝雫人〟と戦うための助けとすることを提案──」

　言いながら、ミカドは会議室に漂う異様な雰囲気に気づいた。

　評議員たちの反応が、あまりにも薄かった。タルルカだけが沈ちん痛つうな面おも持もちでミカドを見つめる中、他ほかの評議員たちは誰だれ一人ひとりとしてミカドの訴うつたえを耳に入れようとすらしない。

　ミカドが評議員から毛け嫌ぎらいされていることは自覚している。だが今回は異常だった。

「提案、します。我々がシジェンコを討とう伐ばつすることができたのも、彼女から得た情報があったからこそです」

　反応がないからといって、訴えをやめるわけにはいかない。

「さらに、もう一つ。──〝母の迎むかえ〟の中止、あるいは延期を提案します」

〝母の迎え〟。

　前の国母であるプラシリキア亡なき後、次なる国母を定めるための儀ぎ式しきである。

　ハローズの空に浮うかぶ二つの月が重なる時、それは行われる。

　リオランド王国の守護獣じゆうである〝母なる獣けもの〟を、新たな国母が爵獣とするのである。

　人と獣は、〝母なる獣〟の前で誓せい約やくを交かわすことで爵獣と爵獣騎士となる。

　つまり国母不在の現状では、リオランド王国は新たな爵獣騎士を生むことができないのだ。それはすなわち王国全体の戦力低下に繫つながる。

「〝雫人〟による侵攻が危き惧ぐされる中で、〝母の迎え〟を執しつ行こうすることはあまりに危険すぎます。万が一、〝母なる獣〟とリューリリリィ姫に何かがあっては──」

「男爵。卿の言いたいことは、分かる。だが、それだけは──できない」

　タルルカ議長が首を横に振ふった。

「今、王都の民たみが口々に何と言っているか、知っているか？　〝国母様がご不在だから、王国に厄やく災さいが降り注いだのだ〟、〝リューリリリィ様が国母となられれば、王国に平和が戻もどるだろう〟──誰もが、新たな国母の誕生を支えにしているのだ。今の状じよう況きようで〝母の迎え〟を延期すれば、国民の混乱を抑おさえることはできなくなるだろう」

「しかし……！」

「次なる約定の日まで、爵獣騎士を生むことができなくなることも避さけなければならない。これは我が国の安全保障のみならず、他国との外交にも関かかわることである。良いな？」

　タルルカ議長の言うことは、もっともだった。

　王国内、そして王国外に対しても、我が国は揺ゆるぎない姿勢を見せなければならない。そうでなければ無用の混乱や争いを生むということは、ミカドでさえ理解できた。

　だが実際に〝雫人〟と戦った身としては、かの脅きよう威いを軽視することができなかった。

「国民の混乱を抑える術すべは、いくらでもあります。一方で〝雫人〟に対しては──」

「話を次に移そう。──卿からの最初の提案についてだが」

　食い下がろうとするミカドを、タルルカ議長が手で制した。

「残念だが、キャバレッティ男爵。そこにいる〝雫人〟、エチカ姫についてはすでに処しよ遇ぐうが決定しているのだ」

　評議員たちが、合図をしたようにエチカを見た。

　その不気味な視線に、少女が身を竦すくませる。

「我がリオランド王国は、〝天穹の雫〟と〝雫人〟を敵性勢力と見なす決定を下した。従って彼らと同じ〝雫人〟であるエチカ・ユーソラを──禁固刑けいとする」

「……！」

　ミカドとエチカは、同時に目を見開いた。

　そのような判断が下ることも、あり得るとは考えていた。だからこそミカドは協力者としてのエチカの価値を訴えかけたというのに──評議員たちは聞く耳を持たない。

「……意味が、ない」

　ミカドは評議員たちが座るテーブルに、両りよう拳こぶしを置いた。前のめりになって説く。

「先ほど申し上げた通り、エチカには人質としての価値などない！　閉じ込めたところで〝雫人〟の動きは何も変わることがないし、むしろ我々が後手に回るのみ！」

　居並ぶ評議員たちは、微動だにしなかった。

「エチカから得られる情報だけが、〝雫人〟──地球人の襲しゆう撃げきに対たい抗こうするための唯ゆい一いつの手段といえるのです！　我ら辺境第三騎士団とともに〝雫人〟を討うち倒たおしたことで、彼女自身がそのことを証明したではありませんか！」

「……それが、一番の問題なのだ。キャバレッティ男爵」

　評議員たちに変化が生じた。

　エチカを凝ぎよう視ししていた視線が動き──ミカドへと移ったのだ。

「卿はエチカ姫を監かん視しすべき立場にありながら、彼女に単独で敵を追わせたという。その事実に基もとづくと、貴公の任務放ほう棄き──それどころか〝雫人〟による洗脳をすでに受けており、結けつ託たくする危険性すらあるという意見が上がった」

「──」

　言葉を失う、ミカド。

「我々、評議会はその意見を無視できないと判断した」

「そんな……！　違ちがう、ミカドはわたしを信じてくれただけで……！」

　エチカが抗こう議ぎするが、当然のように彼女の言葉は無視された。

「ミカド・キャバレッティ男爵。卿を〝雫人〟と共きよう謀ぼうする可能性ありとして、エチカ・ユーソラと同様に身み柄がらを拘こう束そくするものとする」

　何か、おかしい──。

　普ふ段だんは優ゆう柔じゆう不ふ断だんともいえる評議員の決定が、今回ばかりは早すぎる。

　シジェンコとの戦闘を終えたのは、つい先ほどのことだ。これではまるで、あの黒くろ兜かぶとと戦う前からミカドとエチカの扱あつかいが決まっていたかのようだ。

「また騎士団長の拘束にともなって、辺境第三騎士団に課された国境警備の任を解くものとする。同騎士団は後任に任務を引き継つぎ次し第だい、王都に帰き還かんし、全すべての兵を王へとお返しするように」

　任務の解任と、軍の解体。

　それはすなわち──辺境第三騎き士し団の解散を意味していた。

「馬ば鹿かな──」

　常に冷静であるよう努めているミカドですら、絶句せざるを得なかった。

　彼が命令違い反はんともとれる行動をとったことは、確かだ。だがリューリリリィの予言という口実があったし、実際、エチカに一人で追わせたことがシジェンコ討伐に繫がったことも事実のはずだ。

　それなのに、こうも矢継ぎ早にミカドとエチカに処しよ罰ばつが下るとは──。

「……私が〝雫しずく人びと〟に洗脳されているなどと、言い出したのは」

　ミカドは押し殺した声で呻うめくように言った。空席の評議員席を睨にらむ。

「今、ご不在の評議員ではありませんか？」

　思い当たる点は、一つしかなかった。

　何かと問題ばかり起こすミカドを、評議員は嫌きらっている。──だがその中でも特に一人の評議員に、目をつけられていることは知っていた。警けい戒かいされていると言ったほうが正しいかもしれない。

「そのような理り不ふ尽じんな命令に──私がおとなしく従うと思ったのですか？」

　黙だまったままの評議員たちを、薄うす暗ぐらい炎ほのおを灯ともした双そう眸ぼうで睨みつける、ミカド。

　衛兵たちが動いた。いっせいに槍やりでミカドを押さえつけようとする。

「ミカド……！」

　エチカがミカドに触ふれようとするも、彼女もまた衛兵に制される。

「抵てい抗こうするな、ミカド君……！　これは、あくまで一時的措そ置ちなのだ。今は我々の判断におとなしく従うことで、王国に対する忠誠を示す時だぞ！」

　衛兵の槍にもびくともしないミカドに対し、タルルカ議長が言った。

「それとも今の君には、リオランド王国に対して魂から敬礼することはできないかね？」

　今、軽けい率そつな行動をとれば、ますます足あし下もとをすくわれるぞ。

　タルルカ議長が、目でそう警告していた。──彼は評議員の中では珍めずらしく、ミカドを感情的に嫌っていない人物である。ただしミカドを積極的にかばうことはないし、本当の実力者に抗あらがうような力もない。

「──」

　ミカドは歯は嚙がみし、隣にいるエチカと目を合わせた。

　異なる星から墜ちてきた少女、エチカ・ユーソラ。

　その少女の煌きらめく瞳ひとみは、ミカドとエチカという互たがいの身を案じながらも──なお諦あきらめない強い意志が宿っていた。

　──リオランド王国の危機に、備えて……。

　異星の少女に、なぜかミカドが忠誠を捧ささげた女性の姿が重なった。

「……私の忠誠心は、永遠に変わりません」

　王国の危機に、備える。

　それこそがミカドにとって唯一にして最大の使命であり──。

　これもまた、その使命を果たすに至る試練なのだとしたら──。

　ミカドは自らの胸に手を当て、堂々と宣言することに躊躇ためらいはなかった。

「ソーラ・オー・リオランド！」

〝魂なしアンソーラ〟で、〝木獣卿〟。

　ミカド・キャバレッティという若き騎士の宣せん誓せいが、王城に響ひびいた。





>>　Section 2






　リオランド王国の王城にある地ち下か牢ろうは、貴族階級にある者を収しゆう監かんするための場所だ。

　罪状は政治犯や横領など、国家に対する背反の容疑が多い。一いつ般ぱん市民や外国人を収容するための監かん獄ごくとは異なり、最低限の尊厳を保つための設備が整っている。鉄てつ格ごう子しはともかく、清潔なベッドや椅い子すと机、書しよ棚だな、カーテンを備えた便所などがそれだ。

　そんな王城の地下牢にまつわる噂うわさ話ばなしは、絶えることがなかった。

　謀ぼう略りやくにより獄死した旧王族の亡ぼう霊れいが徘はい徊かいしている、とか。

　不死の呪のろいを受けた死し刑けい囚しゆうが今も最さい奥おう部に幽ゆう閉へいされている、とか。

　とある牢に入れられた囚人は姿なき魔ま獣じゆうによって必ず発はつ狂きようさせられる、など。

　ようは王城を居にした王族や上級貴族たちが、退たい屈くつしのぎに囁ささやき合う怪かい談だんである。あるいは同じく城じよう壁へきの内側にある、王立学院の学生たちによる創作も数あることだろう。

　そして、新たにまた一つ──。

「男だん爵しやく様、朝食のお時間です」

　ミカド・キャバレッティとエチカ・ユーソラ。

　新たな二人の投獄者を迎え、地下牢にまつわる怪談が増えることとなった。

「ひっ──」

　朝食を運びにやって来た牢番と給きゆう仕じ係が、目まの当たりにした光景。

　それは異なる牢屋内で、うり二つの凄せい惨さんな姿で横たわる囚人たちの姿だった。

「エチカ・ユーソラ。朝食の──うっ！」

　ミカドとエチカが半はん裸らの状態で、血ち塗まみれになって倒れていたのだ。

　壁かべによりかかった状態で、うなだれる二人。その両者ともに左半身に無数の切り傷──リオランド王国には存在しない記号が刻み込まれていた。

　その姿は不気味な呪じゆ文もんによって、呪い殺されたかのように見えたことだろう。

　あるいは怨おん念ねんを身に刻み、自ら命を絶った者の成れの果てか。

「お、王都第二騎士団を呼べ！　キャバレッティ卿きようと〝雫人〟が──自害した！」

　こうして〝全く同じ姿で命を絶つ二人の囚人〟なる新作の噂話が誕生し──。

　しかし実際は、駆かけつけた騎士団によって、すぐに混乱は収しゆう拾しゆうされることとなった。

「貴公が自害したと聞いて、私は紅茶を噴ふき出してしまったぞ」

　王都第二騎士団、副団長ポーレ卿が牢屋の外で憂ゆう鬱うつそうに腕うでを組んだ。長い白はく髪はつと隈くまの浮ういた眼め、そして瘦そう身しんという外見はミカドよりも地下牢という場所が似合っている。

「──衣服の留め具を尖とがらせ、皮ひ膚ふを切り裂さいたのでしょう。命に別状はありません」

　牢内でミカドの容態を診みた女性騎士が、冷静に言った。その傍かたわらには全身を白い体毛で覆おおった四つ脚あしの爵獣が控ひかえている。

「説明してくれたまえ、キャバレッティ卿。貴公にかぎって自害などはあり得ないだろう。しかし牢番がそう勘かん違ちがいしたのも無理がない奇き行こう──その傷の、意味を」

　傷だらけになったミカドの左腕を、女性騎士が優やさしく持ち上げた。その顔面を白い体毛が覆い、獣けもののように鼻が高く尖った。女性騎士の手先が輝かがやき、彼の傷が癒いえていく。

　治ち癒ゆの儀ぎ法ほうを使える騎士は、非常に稀まれである。王国公こう認にんの回復儀法に至っては、その使用目的に厳密な査問を必要とすることも多い。

「──エチカ・ユーソラの尋じん問もんを行っただけのこと」

　自らの身体からだから消えていく切り傷を見つめながら、ミカドは口を開いた。

　彼が尖った金具を使い、自ら切り刻んだ記号や文字。それはミカドが昨日まで──いや、リオランド王国が昨日まで決して知ることのなかったものだ。

「尋問、だと？」

「〝天てん穹きゆうの雫〟がもたらす〝科学〟という力は、リオランド王国にとって脅きよう威いとなり得る。その脅威を理解するために、エチカ・ユーソラから知識を聞き出していた」

　出血の影えい響きようで青ざめた顔を上げ、ミカドは抑よく揚ようのない口調で言った。

「彼女がいる牢は離はなれていて、声は聞こえるが文字は見えない。さらに〝耳と口〟では会話は可能だが、文字は理解できない。真に地球人の知識を理解するには、その基き礎そとなる考え方を学習する必要があると考えた。ここを見ろ、ここからここまでが一から十までの数字だ。地球ではリオランドと同じ数え方が一般的で、十進法と呼ばれているらしい。こればＡ──エー、と発音するのだ。地球における一般的な言語の」

　彼の説明を聞き、なぜか第二騎士団の団員たちが表情を強こわばらせていった。

「……キャバレッティ卿、そのエーという文字は私には見えない。もう、消えている」

「ポーレ卿、どうかリューリリリィ姫ひめに伝えてほしい」

　ミカドは確固たる意志を込め、言った。

「〝敵に備えよ〟というご命令……この辺境第三騎士団団長ミカド・キャバレッティが忘れることはありません。私は備えます。愛する母国、リオランド王国を守るために」

　実際に彼の口から漏もれた声は弱々しかったが、関係ない。右手を胸に当てる。

「ソーラ・オー・リオランド──と」

　黒ずんだ瞳でポーレを凝ぎよう視しし、掠かすれた声で言うミカド。

　牢外にいる騎士団員、そしてミカドの傷を癒やす女性騎士までもが、その姿を見て青ざめた。ぞっとした表情で、団員の一人が呟つぶやく。

「狂くるったか……」

　ポーレが額を押さえた。周りの制止を無視して牢内に入り、ミカドに囁きかける。

「言いたいことは山ほどあるが、まず……私の部下を怯おびえさせるのは、よしてくれたまえ。前にも言ったが、貴公の愛国心は見慣れぬ者にとって狂きよう気きと映るのだ」

「……」

「次に、〝魂たましいの双ふた仔ご〟の使い方だ。貴公とエチカが魂と傷を共有するという件くだんの儀法については、評議員以外には秘ひ匿とくされるべき禁きん忌きの事じ項こうである。このような場所で、それもこのような馬鹿げた使い方をして、周囲を混乱に陥おとしいれるのは論外だと知りたまえ」

「……」

「さらに貴公は尋問と言ったが、これは拷ごう問もんである。敵である可能性が高まったとはいえ、彼女は〝雫人〟側の貴人だ。評議会から拷問の許可は下りていないし、当然ながら貴公にその権限が与あたえられることは永遠にない。我が第二騎士団を差し置いてはな」

「拷問ではない。これは合意の上で行ったことだ」

　ミカドは、はっきりと言った。治癒のおかげか、ようやく意識が鮮せん明めいになってきた。

「エチカ・ユーソラは、リオランド王国に協力的だ。評議員にも伝えたが、我が王国が最優先すべきは彼女の助力の得ることだと、私は確信している」

「そのエチカ・ユーソラが、リオランド王国に偽いつわりの情報を流さないという確信は？　〝雫人〟に関する知識が皆かい無むに近い以上、我々には真実と噓うその区別すらつかんのだよ。儀法によって精神を支配しようにも、それだけの大儀法に彼女が耐たえられるはずもない」

「……」

「……何か望みがあるなら、言うだけ言ってみたまえ。一体、どうすればミカド・キャバレッティ男爵は、これ以上手を煩わずらわせない存在になってくれるのだ。今のリオランド王国が、貴公に構っていられる状じよう況きようではないことくらい分かっているだろう」

　心底、疲つかれきった顔で、ポーレがため息をついた。

　ミカドは母国に絶対の忠誠を誓ちかっている。だがポーレの言う通り、これまでにも多くの問題を起こしてきたことも確かだ。

　それでもプラシリキア王おう妃ひが目にかけてくれていたから、かつては騎き士しでいられた。

　彼女の庇ひ護ごがなくなったことで、牢屋に入れられる立場まで身を墜おとすこととなったのは──当然の結果なのかもしれない。

「……エチカを、私の隣となりの牢に」

　だが、ミカドがここで諦めることはない。

　諦めることを、彼の魂が許さない。

「善処しよう。それで貴公が、〝魂の双仔〟を無む闇やみに使うことがなくなるなら、な」

「それと、我が騎士団員と……ハァミアと、面会する許可を」

「それは容認できない。辺境第三騎士団は他ほかの騎士団に任務を引き継つぎ次し第だい、王都に帰き還かんし、全兵力を王に返へん還かんする。そして軍の再編制……という名の解散が行われるのだ。この決定は覆くつがえらない。貴公が今、彼らと接せつ触しよくすればまた勝手な行動を取りかねない」

「それでは、リズと……義妹いもうとのリザマーロと面会を」

　ポーレが黙だまり込んだ。ミカドは声を落とし、できるかぎり同情を誘さそうよう懇こん願がんする。

「頼たのむ。唯ゆい一いつの家族で、ただの学生だ。私が二度と牢から出られないことでもあれば、彼女が家か督とくを継ぐこととなる。キャバレッティ家としての心構えを伝えておきたい……」

「……貴公の演技力は噴ふん飯ぱんものだが──ふむ。その願いを叶かなえれば、もう騒さわぎを起こさないと誓うかね？」

「誓おう」

　ポーレが呆あきれと安あん堵どが入り交じった息を吐はいた。立ち上がり、ミカドに背を向ける。

「会話は監かん視しさせてもらう。これは絶対条件だ」

「構わない。──ところで、最初の頼みは聞いてくれるのだろうな？」

　牢から出ようとしたポーレが振ふり返った。露ろ骨こつに顔をしかめる。

「貴公の図ずう々ずうしさには、本当に呆れるな。一体、何の話だね」

「リューリリリィ姫に、伝言を」

「ああ……それは残念ながら諦あきらめてくれたまえ。リューリリリィ姫は今、〝母の迎むかえ〟に備えての準備と禊みそぎによって誰だれともお会いにならない」

　その言葉を聞き、ミカドは無意識に拳こぶしを握にぎりしめた。治癒儀法を使う女性騎士が、少し警けい戒かいしたように身を引く。

「やはり──〝母の迎え〟は、行われるのか」

「予定通り、十日後に」

　ポーレが言い残し、地下牢から去って行った。

　実際、ミカドの行動には相当、うんざりしていたのだろう。王都第二騎士団による主導の下もと、すぐにエチカがミカドの隣の牢屋に移動させられた。

「──すまない」

　石壁一枚を隔へだてて、開口一番にミカドは謝罪した。

「えっ？　わたしは平気だよ」

　隣の牢屋を塞ふさぐ鉄格子から、細い腕が伸のびた。

「ほら、傷もすっかり治っちゃったし。魔ま法ほう……じゃなかった、儀法ってスゴイね」
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　明るい声で言い、エチカの手が動物の頭を真似まねた。指先を口に見立てて、動かす。

「ワンワン！　閉じ込められるのも、怪け我がするのも慣れっこだワン！　わたしたち地球人のことを知りたいからって、科学の知識を一から教えて欲しいって言われた時は少し驚おどろいたけどね！　真っ先にＥＩ軍の武器とかについて聞きたがると思ったのに」

「何事も基礎というものがある。それを理解せずに応用技術を見聞きしても、これまでの常識が邪じや魔まになって対応を誤るだけだからな。──だが私が謝罪したのは、そのことではない。身体の傷に関しては、お前の協力に敬意を抱いだくことはあれ、謝ることではない」

「じゃあ、何のことカニ？　あ、これ、蟹かにっていう地球の生き物だよ。美味おいしいよ」

「お前に──〝母の迎え〟を見せて自じ慢まんしたいと言った」

　気き丈じように明るく振る舞まうエチカに対し、ミカドは壁によりかかった状態で言う。

　この壁一枚を隔てたところに、異なる星からやってきた少女がいる。

　その温ぬくもりは壁かべに遮さえぎられて感じられずとも、彼女の魂が燻くすぶっているのが分かる。

　胸が締しめ付けられるほどの焦しよう燥そうと──足下から忍しのび寄る、絶望のせいだ。

「お前を地球に帰す、とも誓った」

「うん」

「その二つを叶えるには──もう少し、時間がかかりそうだ」
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　今のミカドは、無力だった。

　自らの騎士団を取り上げられ、地下深くにある牢ろうに監かん禁きんされた。ここには彼を支えてくれる戦友の獣けものもいないし、仲間の騎士たちとともにやり遂とげるべき使命もない。

　これほどの無力感と孤こ独どく感かんを味わうのは、実に久しぶりである。

　幼い頃ころ、極ごく貧ひん街で放ほう浪ろうしていた頃のミカドも、同じように無力で孤独だった。

　あの時、ただの汚きたない虫ケラにすぎなかった彼を救い出してくれたのは、二人の恩人。

　この世で最も美しい女性と、この世で最も頼もしい男性──。

　プラシリキア王妃と、義父ちちの前キャバレッティ男だん爵しやくだった。

「諦めてないなら、良し！」

　隣の牢から伸びたエチカの手が、親指を立てた。

　今、無力感と孤独に苛さいなまれているのは、隣にいる少女も同じはずだ。

　いや、故郷から遠く離はなれた、見知らぬ土地で監禁された彼女は、ミカドよりも何倍も苦しんでいるに違ちがいない。同どう胞ほうに見放された境きよう遇ぐうでもある。

「今は焦あせっちゃダメだよ！　ゆっくりとお互たがいの信しん頼らいを築いていこう！」

　それでも一点の曇くもりもなく言い放つエチカに、ミカドは驚きを覚えたが──。

　すぐに彼の感情は、呆れに変わった。

「……ふっ」

「あっ、今、笑った？　ミカドが笑った顔、レアすぎる！　見せて！」

「笑っていない。愚おろかだった昔の私を思い出して、ため息をついただけだ」

　ミカドは口元を手で覆おおいながら、言う。

「昔のミカド？」

「──今の部下、ハァミアと出会った時、私は十二歳だったか……」

　ミカドは本来、己おのれのことを語るのは好きではない。

　それでも彼の口が動いたのは、地下牢の陰いん鬱うつな静せい寂じやくのせいだろう。薄うす暗くらがりに理性を吞のみ込まれないための気晴らし程度にはなる。どうせ、大した話でもない。

「ハァミアは公爵家の血筋だ。王族に婚こん約やく者しやもいた。本来ならば、私などとは顔を合わせるようなこともない身分だが、あろうことか私と同じ本の虫で……王立図書館で人気の蔵書を競きそって借り合うような関係だった」

　当時の情景が、ミカドの脳のう裏りに蘇よみがえった。

　あの頃のミカドは、今にも増して〝魂なし〟だった。貴族の作法や槍やりの扱あつかいを学ぶ一方で、感情を全く面おもてに出すことがなかった。義妹のリズも彼に懐なつこうとしなかった。

「だが、ある日から、ハァミアが図書館に姿を現さなくなった。調べたところ、彼女は禁忌とされる秘蔵の書を読んだらしい。その中で自らの家系に関かかわる重大な問題を発見し、告発しようとしたそうだ。──公爵家はすぐに彼女を捕とらえ、折せつ檻かんした。家から逃にげ出さないよう、両りよう脚あしが二度と動かなくなる呪のろいをかけてまで」

「……ひどい」

「気がつけば、私はループとともに公爵家に乗り込んでいた」

「えっ」

「少々手て荒あらな手段を用いて使用人や騎士を何人か打ち倒たおし、ハァミアを見つけ出すと──彼女を抱かかえて逃とう亡ぼうしていた」

　エチカが押し黙った。「ええ……」と呆れたような声だけが聞こえた。

「当然、義父上は大いに怒おこった。訓練という名の激しい折檻も受けた。公爵家を完全に敵に回したのだ。騎士としての立場よりも私情を優先した私の行いは──孤こ児じだった私を拾い、育ててくれたプラシリキア様と義父上の両方を裏切る行こう為いに他ならなかった。今でも、激げき怒どする義父上と、泣き止やまないリズをはっきりと覚えている……」

「……」

「私は、自分がとった行動の意味を、うまく説明できなかった。だから、私に言える本心だけを語った。〝私の魂たましいが、そうしろと言ったのです〟と」

　何を言っても、ただの言い訳でしかなかった。

　だから、心のままの思いを口にしたのだ。

「すると義父上はそれまでで一番、強力な一いち撃げきで私を打ち倒し、言ったのだ」

　義父の槍は、〝魂なし〟のミカドの魂さえ震ふるわせる力を持っていた。

「〝ならば、良し〟と」

　ミカドは赦ゆるされたのだ。

　彼が〝魂なし〟ではないと言ってくれた、たった二人の理解者によって。

「義父上から話を聞いたプラシリキア様が、私たちを救ってくださった。公爵家との仲ちゆう裁さいを買って出てくださったことで、私やキャバレッティ家に下された罰ばつは想定よりもずっと軽く済んだ。公爵家から絶ぜつ縁えんされたハァミアは、父が率いる騎き士し団に騎士見習いとして保護されたが……結果的に、それも良かった。公爵家の秘密を知るハァミアが暗殺されかけたことも一度や二度ではない。騎士団にいれば、彼女を守ることができる」

　義父は、ミカドを折檻した日以来、彼やハァミアを責めることは一度もなかった。

「──〝諦めなければ、良し〟、か」

　エチカが口にした台詞せりふも、彼女の魂から出た言葉なのだろう。

　いまだ〝魂なし〟と呼ばれるミカドの魂にはない、何か。

　彼の欠けた魂を満たすそれの正体を、ミカドはまだ見つけられずにいる。

「お前はたまにプラシリキア様や、義父上のようなことを言う……」

「ミカド……」

　エチカが心から心配そうに、言う。

「我が慢まんしないで、わたしをお慕したいしてもいいんだよ……？」

「言っておくが、私はまだお前の正体が姫ひめだということに納なつ得とくしていないぞ」

　気まぐれに語ったものの、やはり自分について喋しやべるのは柄がらでもなかった。

　ミカドは立ち上がり、ペンと湿し気けた紙が置かれた机を鉄てつ格ごう子しのそばまで動かした。通路に灯ともされた頼たよりない明かりが、かろうじて机の上を照らす。

「──時間が惜おしい。地球に関する勉強を再開したい」

「オッケー。簡単な数学はもうできそうだし、いったん別の科目をやろうか。化学、ううん、理科レベルの物理法則を一から……」

　朝も夜も分からない地下牢は、永えい劫ごうに続く静けさに支配された空間だ。

　深い闇やみは、人の魂を引きずり込み、狂きよう気きへと導く。

　これまでに多くの囚しゆう人じんを吞み込んだ静寂も、そして闇すらも、しかしミカドとエチカにはその触しよく手しゆを伸ばせずにいた。

「──質量保存の法則、か。質量という概がい念ねんや、力の分類……エネルギーという考え方は、とても興味深い。地球では、根本たる力の概念が魂以外にも多くあるのだな」

「むしろ地球じゃ、魂っていうものが概念でしかないけどね。こっちの星じゃ、魂が実際のエネルギーとして扱われてるんだよね？」

　いまだかつて見聞きしたことのない、異なる星について学ぶ。

　時間は、いくらあっても足りなかった。二人は運ばれた食事を口に運びながらも、片手はペンから離さなかった。

「我々の考える魂も、法則がある。魂は世界を満たす力であり、ただの肉でしかない人や獣を動かす力でもある。それは時もまた同じこと。人々は魂によって動き、魂によって生み出された時の流れに沿って生きる。それを運命と呼ぶのだ」

「……やっぱり、わたしにはそれは法則的なものじゃなくて、宗教観に近いように思えるけどな。循じゆん環かんするエネルギーと同じとは思えないけど」

「いいや、循環している。人や獣が死ねば、その魂はしばらくその場に留とどまり、生きる者を見守るのだ。時、自然、あるいは新たな生命、その次なる形に変わるまで」

「目で実際に見えたり、センサーで存在を証明できるなら、話は別だけどさあ」

「──目で見て、その存在を証明できる者もいる」

「ホント？　誰だれ？」

「……いや。科学の知識について、もっと教えてくれ」

　エチカは、地球における様々な知識をミカドに与あたえてくれた。

　基き礎そとなる計算式。それらを用いて導き出される、物理法則という名の世界の成り立ち方。複雑な力とエネルギーの関わり方と、それを利用し、人類が生み出した科学技術という文明の利器など。

　まだ見ぬ世界、はるか遠くの星で発展したミカドの知らない人類文明の進化だ。

　それは彼にとって、今までに読んだどの本よりも心が揺ゆさぶられる情景だった。

　現時点で彼が理解できた範はん囲いなど、地球では子供の常識にも劣おとるものだろう。だが彼は皺しわだらけの紙を数字と記号で埋うめながら、地球という星に住む人々を夢想する。

　一体、どんな人物が、大地に引き寄せられる力という発想を得たのだろう？

　一体、どれだけの数の人間が、月の上に立つために力を合わせたのだろう？

　エチカという少女が生まれるまでに、どれほどの争いを乗り越こえてきたのだろう？

「……電力と磁力の関係は、応用の範囲が大きそうだな。だが、この法則では場に働く電でん荷かを計算できても、磁場まではうまくいかない。どうするのだ？」

　仄ほの暗ぐらい静寂だけが支配する地下牢では、昼夜の区別もつかない。

「……エチカ？」

「──ああ、ごめん……ちょっと、寝ねてた、みたい」

　隣となりから聞こえた、ガタン、という物音は椅い子すを引き直した音だろう。

　少女の涎よだれをすする音を聞いて、ミカドは運ばれた食事の回数を思い出す。二人が隣り合う牢に配置されて、すでに数日分のそれを口にした覚えがあった。

「少し、休むことにしよう。次は──」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。今、ちょっと寝たし──楽しいから」

　そういうエチカの口調は疲つかれきっていた。だが笑えみをこぼす気配も伝わった。

「懐かしいな。わたしはほとんど学校に行けなかったから、毎日こうやって〝ギデオン〟と勉強したんだ。わたしは教えられるほうだったけど……」

「〝ギデオン〟は、優ゆう秀しゆうな教師だったようだな」

「まあね。ミカドは、優秀な生徒だよ。すごく吞み込みが早い……わたしの次くらいの天才だね。ミカドのほうこそ、大丈夫？」

「私は、何ともない。こんな状じよう況きように置かれながら、不ふ謹きん慎しんではあるが──」

　エチカに悟さとられないよう、こっそりと口元に笑みを浮うかべる。

「私も、楽しいのだ。この時間を、眠ねむりに遮さえぎられたくない……」

　思い出したように、自分の手からペンが滑すべり落ちた。睡すい眠みんを欲ほつし、隙すきあらば力を抜ぬこうとする己の身体からだを無む理り矢や理りに動かしてペンを拾う。

「学ぶのは、好きだ。私の知らない知識や、私の知らない世界を知ると……魂が震える。〝魂なし〟の私にも、少しずつ色がついていくかのようで──」

　槍を振ふるい、敵味方で血みどろになって戦う戦場などよりも、ずっと──。

　などと言ったら、彼を鍛きたえてくれた義父ちちに叱しかられるだろう。

　彼に使命を与えてくださった、プラシリキア様を落らく胆たんさせるだろう。

　だから彼はそのようなことを口にしたことはないし、常に戦場で戦い続けた。

「戦場よりも自宅に引き籠こもり、木もく獣じゆうの玩がん具ぐで戯たわむれるのが好きな〝木獣卿〟……そう嘲あざけられても、机の前で学ぶことだけはどうしても止められなかった」

「……地球に生まれてたら、ミカドはきっと先生か学者になってたかもね」

「己の生き方を自ら決めるなど、考えられないな。魂が導く運命を生き抜くまでだ」

「地球なら、自分で決められるかもよ」

「誘ゆう惑わくしても、無む駄だだぞ。私は栄はえあるリオランド王国の騎士である」

　戯ざれ言を交かわしながらも、二人は壁かべ一枚隔へだてた授業を続けた。

　さらに加えること一日分、空の食器を牢ろう番ばんが回収した頃ころだった。

「──義兄にい様さま」

　ミカドの義妹いもうと、リザマーロ・キャバレッティが地下牢に姿を現した。

　ポーレが約束通り、面会の許可を与えてくれたのだろう。二人の騎士に左右を固められた状態だが、王立学院の学生服に身を包んだリズが鉄格子の前に佇たたずんでいた。

「リズ、か──」

　義妹の表情が一いつ瞬しゆん、動どう揺ようで揺れたのは、彼の変わり果てた姿を見たからだろう。

　ほぼ不眠不休で学習を続けた自分の姿は、鏡を見ずとも想像がついた。両りよう眼めには隈くまが浮かび、髪かみを整えることもせず、インクで汚よごれた衣服を着き替がえもしない。睡すい魔まと戦い続ける彼の表情は、身内の目にも狂気を孕はらんでいるように見えたかもしれない。

　だが気き丈じような義妹は、それ以上の困こん惑わくを見せなかった。背筋を伸のばし、敬礼する。

「変わらず壮そう健けんのようで何よりです、義兄様！」

「お前も変わらずで安心したぞ」

　噓うそではなかった。ほんの数日前に見たばかりとはいえ、義妹の元気な姿を見て、朦もう朧ろうとしていた頭が晴れていくのを感じた。椅子を動かし、リズと向き直る。

「──外の状況を、教えてくれ」

　ミカドが真っ先に尋たずねたのは、自らが率いる騎士団のことではなかった。

　リズがわずかに目を伏ふせた。言うべきか迷ったようだが、やがて顔を上げて言う。

「〝雫しずく人びと〟が、我がリオランド王国に侵しん攻こうを開始しました」

　息を吞のむ気配が、隣の牢から伝わった。

「──えっ……」

　ミカドとリズは同時に隣の牢を一いち瞥べつした。だがすぐに兄妹きようだいで顔を合わせる。

「辺境第三騎士団が、後任の連合騎士団に国境警備を引き継ついだ直後のことです。〝天てん穹きゆうの雫〟から金属でできた獣けものとも虫ともつかない異形の集団が出撃。恐おそろしく統とう率そつのとれた動きで国境を越えたところで、連合騎士団と戦せん闘とうを開始しました」

「……それで？」

「ひとまずは、我が国の勝利です。連合軍に被ひ害がいは出たものの、敵軍は撤てつ退たい。金属の獣たちも〝天穹の雫〟へ撤退していったようです」

　恐れていたことが、現実のものとなってしまった。

「シジェンコという女や、他ほかの〝雫人〟の姿は？」

「私が得たかぎりでは……人らしき敵てき影えいを見たという情報はありません」

「……まず、こちらの戦力を確かめたのだろうな。侵攻は、一度では済まないだろう」

「王国も同じ考えです。すぐに評議会が連合軍の兵員補ほ充じゆうを決議しました。王都予備騎士団が大たい儀ぎ法ほうによって戦場に急ぎ、緊きん急きゆう参戦する模様です」

「我が辺境第三騎士団は──」

　ミカドとリズの間に、控ひかえていた騎士が割って入った。

「失礼、キャバレッティ卿きよう。ここから辺境第三騎き士し団に指示を与えることはできません。もし撤退命令に反する命令を下した場合、騎士団長のみならず騎士団員にも厳げん罰ばつが下されることでしょう」

「分かっている。ただ、どうしているか聞きたかっただけだ。私のせいで団員を苦しませていることだろう……私を頼って集つどった者たちなのに、全く情けない……」

　ミカドは自らの身体を抱だきしめるように丸くなり、鉄格子に頭をもたせかける。

　二人の衛兵に見えないよう、懐ふところで人差し指を二回、くいくいと動かす。

「ああ、義兄様……どうか、お気を確かに」

　リズが地面に膝ひざをつき、鉄格子を摑つかんだ。ミカドと額を合わせる。

　兄妹は間近で、ジロリと眼を合わせ──。

「団員には評議会の決定に従うように伝えてくれ。これ以上、迷めい惑わくはかけたくない……」

　ミカドは懐の中で、右手を複雑に動かす。

　──撤退、遅おくらせよ。王都、帰き還かんするまで、時間稼かせぎ。

　キャバレッティ家に伝わる手信号で、密ひそかに伝える。

「ご心配なく。義兄様の投とう獄ごくに動揺しておりましたが、今は私が宥なだめております」

　エチカが二回、まばたきした。了りよう解かいの合図である。

「私のことは、もう諦あきらめるようにと。今の私たちにできることは、もう何もない……」

　──騎士団員、全員、集合。集合場所、王都。

　了解。

「お可哀かわい想そうに、義兄様。無力な私たちをお許しください……」

　──で・る・ふぉ・ー・ん。協力要よう請せい、評議員、買収。

　了解。

「いいや、私が不ふ甲が斐いないばかりに家名を落とすことになる……本当にすまない」

　──命令伝達後、リズ、学院、戻もどれ。お前、騎士団、無関係。しばらく、離──。

　拒きよ否ひ。

「……〝母の迎むかえ〟が、中止される気配は？」

　ミカドは鉄てつ格ごう子しから頭を離はなした。身を寄せ合い、励はげまし合う兄妹の演技をやめる。

　リズも身を離した。立ち上がる。

「……全く。リューリリリィ姫ひめが国母におなりになることを待ち望む声で、王都は持ちきりです。それどころか戦場でも、新たな国母の誕生を希望として士気が高まっている状態だと聞いています」

　リューリリリィ姫と〝母なる獣〟が連れ立ち、〝一つの回かい廊ろう〟を歩く。

　その行進は、もはや誰にも止められない。

　未知なる敵に侵攻されつつあるという状況にあっても──否いな、王国の危機だからこそ、これまでリオランドを護まもり続けてきた国母という存在に期待が集まっているのだろう。

「キャバレッティ卿、もうよろしいでしょうか」

　二人の騎士が、悲劇の兄妹を引き裂さこうとした。だがリズが抵てい抗こうする。

「待て！　我が友との面会が、まだである！」

　どこから出したのか、義妹が白い枕まくらを持って隣の牢屋の前に立った。

「エチカ・ユーソラ！　お前の境きよう遇ぐうには同情するが、くじけるなよ！　友情の証あかしとして、キャバレッティ家の家宝である枕をお前に貸してやろう！」

　キャバレッティ家の家宝は宝ほう槍そうプラサスであり、ただの枕に変えた覚えはないが──彼女なりにエチカを元気づけようとしているのだろう。

「あ、うん、ありがとう……いいの？　大事にしてたのに」

「む、だいぶ弱ってるようだな？　さてはお前、鍛たん錬れんを怠おこたっているな！　ともに鍛錬したことで、我々の友情は成立したのだ！　私との友情を失いたくなければ、細かいことはどうでもいいから、とにかく身体を鍛えるのだ！　鍛錬で魂たましいを清く磨みがくのである！」

「えぇ……この状況で……？　まあ、うん、がんばる……痛い、痛いよぉ……」

　リズは牢内に手を伸ばし、バンバンとエチカを叩たたくことで満足したようだ。

「お前が枕を返しにくる時を待っているぞ！」

　そう言い、去ろうとした義妹の脚あしがピタリと止まる。

「……義兄様を、頼たのむ」

　なぜエチカに頼むのか、ミカドにとっては心外極きわまりない。

　だが同年代の少女どうしで、通じるところがあるのだろう。

「……うん」

　二人の少女が頷うなずき合い、別れた。

　ミカドは騎士に連れられていくリズと、別れの視線を交わす。

「ローリィにも、心配するなと」

「伝えます！」

　義妹が地下牢を去り、ミカドとエチカは再び陰いん鬱うつな静せい寂じやくに抱いだかれることとなった。

　隣の牢にいるはずのエチカは、無言だった。リズとの再会で緊きん張ちようの糸が途と切ぎれて眠ってしまったのだろうかとも思ったが、そうではなかった。

「──どうして」

　少女の絞しぼり出すような声が、地下牢に響ひびいた。

「リオランド王国を攻せめ込むなんて……どうして、そんなこと！」

〝雫人〟による、リオランド王国侵攻が開始された。

　同じ〝雫人〟、地球人であるエチカにとって最も避さけたかったことに違ちがいない。

「始まってしまったな」

　最悪の事態を避けたかったのは、ミカドも同じだ。

「我がリオランド王国と〝雫人〟……地球人との戦争が」

「早く、やめさせなきゃ……！」

　エチカの奥歯を嚙かみ締しめる音が、ミカドの下もとまで聞こえた。

「敵は……地球人は、〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを使ったのか？」

　焦しよう燥そう感かんを募つのらせるエチカに対し、ミカドは問いかけた。

　地球人による侵攻が開始されたと聞いて、最も気になったのがその点だった。

　エチカの故郷、地球全体を巻き込む世界大戦のきっかけとなった〝Ｂｒｉｚｚ〟システムについては、簡単な説明を受けていた。もしそれが本当に使用されたのであれば、王国側が義妹から聞いた程度の被害で済むとは思えなかった。

「……ううん、たぶん使ってない。というか、使えないんだと思う」

「使えない？　なぜ？」

「まだそこまで詳くわしく教えてなかったよね……〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの起動には大量のダイラタント金属が必要なんだよ。あらかじめ準備していたダイラタント金属を量子テレポーテーションを使って、信号塔ビーコン──〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーを設置した場所に送り込んで兵器を生成するのが〝Ｂｒｉｚｚ〟システムなんだから。でもこの世界に、複雑な作製技術が必要なダイラタント金属があるわけない……」

　確かにミカドにはまだ早い知識のようだ。だが以前と違い、想像はできる。

「無から有を生み出すことはできない。大量の兵器を戦場に送り込むことができるとはいえ、そのための素材がないということか」

「うん。ダイラタント金属を作るためには大量のエネルギーも必要だし……」

「しかし使うことができないなら、なぜヤツらは〝ギデオン〟を奪うばおうとしたんだ？　起動に必要なプログラムは、実際に盗ぬすみ出されてしまったのだろう？」

「それが、分からないんだってば……！　いくらプログラムを盗んで、もう一つの革かく新しん技術──〝祝福ブレツシング〟プログラムと合わせて完成させたって、ダイラタント金属がなきゃ意味なんてないのに……」

　エチカが珍めずらしく苛いら立だった様子で唸うなった。ただでさえ寝ね不ぶ足そくで頭が正常に働かない状態で、戦争勃ぼつ発ぱつのショックが響いているのだろう。

「それでは今、王国軍と戦っているという兵器は、どこからやって来たのだ？　それはダイラタント金属で出来ているのではないか？」

「もちろん、ダイラタント金属製だよ。平和式典が開かい催さいされる予定だった『ツリーＢＸ』に最初からそんな兵器があるはずがないから、エラプターっていう三次元プリンタで生成したものを──」

　エチカの言葉が、ピタリと途切れた。

「ならば、そのためのダイラタント金属は、どこから？」

　尋たずねるミカドに対し、エチカが呻うめいた。

「そんな……ウソ、ウソ、あり得ない」

　少女は何かに気づいたようだ。ミカドは鉄格子を摑み、問い詰つめる。

「答えろ、エチカ。地球人はどうやって兵器を生み出している？」

「まさか──『ツリーＢＸ』そのものを、材料に……？」

　エチカが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「でも、そんなことをしたら、『ツリーＢＸ』の重量バランスが崩くずれて──惑わく星せいの遠心力に振ふり回されて、すぐに崩ほう壊かいしちゃう。ただの自殺行こう為いでしかないのに」

　ミカドたちが〝天てん穹きゆうの雫しずく〟と呼ぶ巨きよ大だいな杭くい。あれがダイラタント金属という素材で出来ていることは、すでにエチカから聞いていた。

「地球人が、あの杭そのものを素材にして兵器を作っていると仮定した場合、〝Ｂｒｉｚｚ〟システムも同じように杭を使って起動することができるのか？」

「とんでもない！　それこそ自じ爆ばくみたいなもんだよ！　〝Ｂｒｉｚｚ〟システムはダイラタント金属があるかぎり、戦場に兵器を生成し続ける。ツリーを材料なんかにしたら、ビーコンを建てた時点であっという間に短くなって自壊しちゃう！」

　ミカドの脳のう裏りに、彼が対たい峙じした地球人たちの表情が思い浮うかんだ。

　リッチマン＝ＯＦ５、ＤＤデイー・デイー、そしてシジェンコ＝ＯＦ３。

　彼らは一様にミカドたちを見下しており、余よ裕ゆうさえ見せていた。王との謁えつ見けんを行った時には、すでに今に至る計画が始まっていたはずだ。

　あの男たちは、地球人の勝利を確信しているのだろう。

　間違っても──自爆して華はな々ばなしく散ることを望むような人間の表情ではなかった。

「学習を続けよう」

「え？」

　ミカドは椅い子すを机の前に引き戻した。再びペンを握にぎる。

「知識が、まだ足りない。私も〝Ｂｒｉｚｚ〟システムとやらを理解できるようになれば、お前が思いつかない考え方ができるかもしれない。──私が地球人の意図を推おし量るには、まだまだ知識が必要だ」

「でも……」

「私たちが動くべき時は、必ず来る。なぜなら現時点で、互たがいの星について知ろうとしているのは私とお前だけだからな」

　リオランド王国は、未知の相手を知る前に防衛で手て一いつ杯ぱいになってしまった。

　地球人は、最初から王国を野や蛮ばん人じんと見なし、話し合いをするつもりもない。

　いずれが勝利し、あるいは窮きゆう地ちに立つのかは分からない。だが、一方が本当に追い込まれた時に必要となるのは、結局は敵を知る者──つまりは王国にとってのミカドであり、地球人にとってのエチカに違いない。

「もっと教えてくれ、地球のことを。私がリオランド王国を護るために」

「……」

「私は教えよう、この王国のことを。お前が地球人を護るために」

　ミカドは、言う。

「どちらかが窮地に晒さらされた時、私たちがそれぞれの同どう胞ほうを護ることができるように」

　それが今の二人にできる全すべてであり、備えるということでもあった。

「……そうだね。うん、分かった」

　あらゆる感情を吞のみ込み、エチカが応こたえた。

　それから二人は、全身全ぜん霊れいを込めて互いの知識を吸収することに励はげんだ。

　さらに集中するために休息を取り、リズに言われた通り、運動の時間も取る。食事だけは時間を惜おしんで胃に詰め込み、すぐに机と向かい合う。牢ろう番ばんが紙の支給を渋しぶるようになると、また自傷するぞと脅おどしては学習に必要な筆記用具を入手する。

　配はい膳ぜんの回数だけが、日にちを数える手段だ。

　投とう獄ごくされてから日が経たち、六日、七日とあっという間に時間が流れていく。

「──地球の科学技術は、電力と電気信号の重要性が異様に高いな。素材やプログラムの質が高度化しても、それらを動かすエネルギーは電力に頼たよるものが多い……」

　ミカドが地球の現代兵器を議論するに至ったのは、八日目のことだった。汗あせとインクに塗まみれた自分の姿がどうなっているのかは、想像する気も起きない。

「熱や粒りゆう子しの移動によって動力を得てるものも多いけどね。結局はそれを発生させたりしてるのは電力の場合が多い。──〝Ｂｒｉｚｚ〟システムも同じだよ」

　ミカドが科学の知識を得るごとに、エチカの声は活いき活きとしていくようだった。

　彼女から、焦あせりが消えたわけではない。単純に知識を共有できるのが嬉うれしいのだろう。

「〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの兵器を送り込む仕組み、物理的テレポーテーションを引き起こすのも電力だしね。ただビーコンも兵器だから、簡単には破は壊かいされないように外部からの干かん渉しように強く出来てるけど」

「ふむ」

「でも──〝祝福〟プログラムは、違う」

　エチカが言う。

「地球は技術の転てん換かん期きにあったの。大きなエネルギーを必要とする技術を使い続ければ、いつか必ず地球が干ひからびると分かってたから。だから全く新しい、それでいて科学とは全く違う技術を必要としてた。そこへ〝Ｂｒｉｚｚ〟システムが現れた」

「……」

「〝Ｂｒｉｚｚ〟のオリジナル・プログラムには二つの構想が組み込まれてたの。一つは物理的なテレポーテーションによって、兵器をビーコンの下に出現させる機能。それだけでも充じゆう分ぶんに脅きよう威いだったから、それが機能の全てと思われることも多いけど」

　エチカの口調がだんだんと重苦しくなっていった。

「でも、本当はもう一つの機能のほうが革命的だった。物理法則とは違う、人間の思考能力を転送する技術──思考テレポーテーション技術。離はなれた場所に作製した複製有機体、つまりクローン体に人間の思考を送り込んで動かすこと」

　ミカドは黙だまって、エチカの話に耳を傾かたむける。

「クローンが死亡しても、拠きよ点てんにいるオリジナルの人間は傷一つつかない。つまり──死なない兵士をいくらでも遠くへ送り込めるってこと。物理的テレポーテーションで兵器を、思考テレポーテーションで不死の兵隊を戦場に転送させる。それが〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの完成形……」

　ミカドは、目の前で消えていったシジェンコを思い出した。

　エチカの話が本当ならば、彼が討うち果たしたはずの相手は、ただのクローン──本体の思考を飛ばしただけの容いれ物にすぎなかったということだ。

「もちろん、そんなの完成するはずもなかった。でもＥＩ軍は〝Ｂｒｉｚｚ〟の脅威を止めるために、そのプログラムを研究し続けた。その結果、副産物として別の技術を確立させつつあったとは聞いてる」

「別の技術？」

「思考力の強化と、そのエネルギー化──ミカドも会ったよね？」

　ミカドは眉まゆをひそめた。エチカからは見えないだろうが。

「ＤＤだよ。彼はＥＩ軍が開発した最新兵器でもあるの。実際には見たことないけど……あの人は思考力で兵器を動かす、ＥＳＰサイキツクなんだってさ」

　ＤＤ。ミカドと似て表情の変化が乏とぼしい少年を思い出す。

　科学技術だけでも複雑極きわまりないのに、そこへ新たな技術の登場である。いかに勉強好きなミカドとはいえ、少々飽ほう食しよく気味だった。

「まあ、それは最新型のＤＤだけだから、対応のしようもあるかもしれないけど……」

　エチカが、急に声を落とした。

「問題はやっぱり〝祝福〟プログラム……あんなの、どうやって完成させたんだろう？　一体、誰だれが……少なくともわたし以上のプログラマーがツリーに居たなんて……」

　エチカの自問自答を正解へと導くには、まだまだミカドの知識が足りなかった。

　また一日が経ち。

　夕の配膳をかき込み、その後も二人は勉強を続けた。

　エチカが疲ひ労ろうの混じった嘆たん息そくを漏もらしたことをきっかけに、二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。

　休きゆう憩けいの合図をしたわけではない。だがミカドがペンを机に置くと、その音を聞いた隣となりの牢からも同じ音が響ひびいた。椅子を机の前から引くと、隣からも同じ音が聞こえた。

　ミカドは何となく鉄てつ格ごう子しの向こうを向いて、大きく息を吸った。目一杯に空気を──酸素という気体を肺に溜ため込み、次に二酸化炭素を吐はく。

　エチカが隣で彼と同じ行動をとっているのが分かった。〝魂たましいの双ふた仔ご〟がなくとも、彼女の行動は手に取るように分かる。エチカもまた同様に彼の行動を感じているだろう。

　静せい寂じやくと闇やみに支配された地下牢には、二人以外の存在は何もない。

　ミカドとエチカは、隣の牢にいるはずの互いの姿を鉄格子の向こうに見て向かい合う。

「──『ツリーＢＸ』は、とっくに崩壊し始めてたのかもしれない」

　エチカが言った。

　地上はすでに深夜になっているはずだ。

　だが今の王都からは明かりが消えることなく、人々の声で賑にぎわっていることだろう。

　なぜなら、彼らが待ち望んだ時が、いよいよ明日に迫せまったからだ。

〝母の迎むかえ〟である。

　リューリリリィ姫ひめが〝母なる獣けもの〟を爵しやく獣じゆうとし、リオランド王国の国母となるのだ。

「だからリッチマンたちは、破れかぶれで何かをしようとしてるのかも……」

「その何かが分からなければ、意味はない」

　この夜が明けた後、本当に〝母の迎え〟は行われるのだろうか？

　リオランド王国と地球人による戦争は、どうなっているのか？

　ミカドは何も知ることができないまま、湿しめった地下牢で貴重な時間を浪ろう費ひしている。

「まさに災難……いや、災さい厄やくだな」

　ぽつり、とミカドは呟いた。

「──ゴメン。わたしたちが来たせいで……」

　エチカが謝った。ミカドが彼女を責めたものと勘かん違ちがいしたようだ。

「いいや、お前たち、地球人のことではない」

「え？」

「地球には、在るのか？　災厄というべき存在が」

　ミカドの問いかけに、エチカは戸と惑まどったようだった。

「災厄……？　それなら、やっぱり〝Ｂｒｉｚｚ〟かな。あれのせいで、地球は滅め茶ちや苦く茶ちやだよ……」

　地球全体を戦火に包み、エチカの家族の命までも奪うばった最悪の兵器。

　それがエチカの故郷における、災厄だと言う。

「ミカドの星、この国にも……わたしたちのことじゃないなら、他ほかの災厄があるの？」

「ある。このリオランド王国において、それは人の形をしているのだ」

　ミカドは、今となっては彼以外に知る者がいなくなった秘密を口にした。

「その災厄を取り除くには──リューリリリィ姫の力なくしては、不可能だろう。あの方以外には誰にもできない。そのことを、誰も知らない」

　そう、もはやその災厄を知るのは、ミカドただ一人となってしまった。

「プラシリキア様も、義父ちち上うえも、もう去っていってしまった。その災厄を知り、備えようとする者は、私以外には誰もいなくなってしまった……」

「人……なの？　その災厄って」

「ああ。きっと──〝ギデオン〟に細工した内通者も、おそらくは」

　彼の台詞せりふに、エチカが椅い子すから立ち上がる音が聞こえた。

「えっ？　知ってるの？　なんで？　誰？」

「最初から、心の底では気づいていたのだ。今、王国がこのような状じよう況きように置かれたのも、結局はその災厄のせいで……だからこそ私はリューリリリィ姫と会わなければならなかった。プラシリキア様が仰おつしやった通り、あのお方だけがリオランド王国を救──」

　ミカドの心臓が、凍いてつく槍やりによって貫つらぬかれた。

　そう錯さつ覚かくしたのは──眼前に現れた光景が、あまりに唐とう突とつ、かつ現実離ばなれしていたからだ。騎き士しの端はしくれであるミカドが、その気配に気づきもしなかった。

「──」

　人生で最大級に見開いたミカドの瞳ひとみに、白い人ひと影かげが映った。

　一歩、また一歩と。

　ゆっくりと彼の前に進み出るたびに、衣きぬ擦ずれの音がした。最上級の布が擦こすれ合う、その音すらもたった今まで気づくことができなかった。

「ミカド？　どうしたの？」

　エチカの能天気な声も、ミカドの耳には入らなかった。

　彼の眼前、鉄格子の向こうに、この世で最も美しい生き物が佇たたずんでいた。

　小さな頭に戴いただいた略りやく冠かんは、国王に次いで尊ばれる存在の証あかしだ。冠かんむりから垂れ下がった幾いく重えもの布は、顔を隠かくすためのヴェールだろう。細い手て脚あしを覆おおうタイツには神聖な古代文字が描えがかれている。前まえ掛かけのような純白のドレスは、今にも折れそうな細い腰こしに吸いつくかのようだ。神聖なはずの衣い装しようを、所々小さな花で飾かざっているのは本人の趣しゆ味みだろう。

　怪かい談だんで聞いた、地下牢を彷徨さまよう亡ぼう霊れい──ではない。

　少しだけヴェールを横にずらし、ミカドを見つめる少女の顔立ち。

　無む邪じや気きな笑えみを浮うかべるその少女は、亡霊と呼ぶにはあまりに神こう々ごうしかった。

「リューリリリィ──姫──」

　少女が手招きをした。ミカドは抗あらがいがたい引力によって、鉄格子に顔を近づける。

　手て袋ぶくろをした細い手が、鉄格子越ごしに彼の襟えりを摑つかんだ。彼の頭を下げさせる。

「……んむっ？」

　まともに声を発することができないミカドに代わって、隣の牢ろうでエチカが呻うめいた。

　焼けた鉄のように熱く、どんな花の蜜みつよりも甘い口づけ。

　唇くちびるすらも邪じや魔まであるかのように、最初からミカドの舌を貪むさぼるための行こう為いだった。彼の口の中が、弱じやつ冠かん十四歳の小さな口に弄もてあそばれる。一いつ瞬しゆんだけの息いき継つぎで香かおる吐と息いきすらも、魂を溶とかすほどに甘かった。すぐにまた少女の舌が彼の舌に吸いつき、擦り、ねぶる。

「……んむむむっ？　な、なに、これぇ……ふあっ……！」

　あまりの快感にミカドが脱だつ力りよくしたのが、気に入らなかったのかもしれない。

　リューリリリィ姫の小さな人差し指が、彼の口に飛び込んだ。小さな指が彼の口をこじ開け、少女の舌がさらに彼の舌をほじくり返す。今度は彼の舌を指先でつまみ、氷こおり菓が子しを嘗なめるように先せん端たんを自らの舌で撫なで回す。

「あ……あぁ……うああん……」

　少女のもう一本の腕うでがいつの間にか彼の手を摑み、自らの衣装の下に滑すべり込ませていた。雲よりも柔やわく潤うるんだ少女の乳ち房ぶさを、求められるままにミカドの手が鷲わしづかみにした。下着の下、その突とつ起きを指の間で挟はさむと、顔を紅潮させた少女が細い肢し体たいを跳はねさせた。掌に力を込めて小さな胸を押し潰つぶすと、一ひと際きわ大きくビクンと腰を震ふるわせる。

　執しつ拗ような口づけは、最後は初うい々ういしい恋こい人びとのように数回、口先を重ねることで終しゆう了りようした。

　リューリリリィ姫が、抜ぬけ殻がらのように立ち尽つくすミカドの前で、くるりと回った。

　衣装のお披ひ露ろ目めなのだろう。彼女が身につけた衣装は、明日の〝母の迎え〟で纏まとう正装に間違いなかった。

　激しい口づけから衣装の自じ慢まんまで、何もかも順序が逆のように思えたが──リューリリリィという少女にとっては、物事の順番など関係がないのだろう。

「──お綺き麗れいです、リューリリリィ姫」

　たったそれだけ、ミカドは言葉を発することができた。

　その一言さえも、目の前にいる姫君の魂がミカドに喋しやべらせたのかもしれない。

　彼女は、満足したようだ。弾はじけるような満面の笑みを残し、身を翻ひるがえす。

「姫──」

　彼の力ない制止の声は、少女を呼び止めることはできなかった。

　通路の奥、薄うす暗くらがりの中に白い背中が消えていく。

　ミカドはただ呆ぼう然ぜんと、その場に佇むしかなかった。もっと言いたいこと、話さなければならないことがあったはずなのに、痺しびれるような快感の余よ韻いんに埋うもれてしまう。

　ようやく身体からだが動くようになると、彼は鉄格子を摑んでうなだれた。

　妄もう想そうや、幻まぼろしではない。

　明日、国母となるリューリリリィ姫が自らの脚で、ミカドの前に現れたのだ。

「エチカ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「──あう……何、今のぉ……口の中が、すっごいよぉ……」

　エチカの声は、床ゆか近くから聞こえた。腰が抜けて立っていられなかったのだろう。

「リューリリリィ姫から、ご寵ちよう愛あいを受けたのだ。光栄に思うといい」

「ごちょうあい……えっ、もしかして、今のって、キ、キス──」

　リューリリリィ姫がどうやって、この場に現れたのか？　考えるのも馬ば鹿からしい。

　彼女の魂に触ふれ、その行く手を阻はばむことができる者など誰だれ一人ひとりとして存在しない。

　リューリリリィがミカドに会いたくなったから、彼の下もとにやって来た。

　それだけだ。そして衣装のお披露目が済んだから、帰って行った。

　当の姫本人が、ミカドが地下牢に閉じ込められているという状況を認にん識しきしていたかどうかさえ、定さだかではない──。

「──ってことは、ええっ？　二人って、そこまで進んで……ミカドが一方的にお慕したいしてるんじゃなかったの？　女の子にモテないんじゃなかったの？」

　エチカの冷やかしを、ミカドは無視した。嘆たん息そくし、ベッドの上に腰を落とす。

　隣となりの牢からも、ベッドに這はい上がる気配が伝わった。

「でも、あんまりドキドキはしなかったね」

　ピクリ、とミカドは眉まゆを動かした。

「すごい気持ち良かったけど──っていうか、わたし、はじめてだったんだけど……とにかく、前にプラシリキア様の話をしていた時のほうが、胸からこう伝わるものが──」

「くだらないことを言うな」

　ミカドは低い声で遮さえぎった。

「私はリューリリリィ姫ひめを、お慕いしている。──お慕いしなければならないのだ」

「え……」

　──ごめんなさい、ミカド。

　かつての国母、プラシリキアの涙なみだを流す顔が、ミカドの脳のう裏りに蘇よみがえった。

「姫を愛し、救うようにと──プラシリキア様が、仰ったのだ」

　隣の牢から、息を吞のむ気配が伝わった。

「この国において、誰もがリューリリリィ姫をお慕いし、愛しているのだ」

　人だけではない。

　ありとあらゆる獣けものの愛も、全すべてはリューリリリィに捧ささげられる。

　どのような存在であっても、姫が救国の希望であることを魂たましいで感じているからだ。

「私だけが、姫を愛せないはずがないだろう……！」

　気がつくとミカドは立ち上がり、エチカのいる壁かべの向こうを睨にらみつけていた。

　──リューリリリィを愛してあげて。あの子を救って。

　今際いまわの際、プラシリキアがミカドの頰ほおを撫でて言ったのだ。

　──そして、リューリリリィに愛されるの。あの子といっしょに王国を護まもって……。

　ミカドはその時、自分が何も言えずにいたことを今でも後こう悔かいしている。

　本当は、思わず口から飛び出そうとした言葉があったのだ。

　私がお慕いしているのは、姫ではなく──と。

「リューリリリィ姫を愛するために、プラシリキア様は私を騎士にしたのだ！」

　無意識に荒あらげたミカドの声が、地下牢の静せい寂じやくに吸い込まれて消えた。

　静けさを取り戻もどした空間に響ひびいたのは──。

「──ミカド」

　エチカの声と、嗚お咽えつだった。

「泣かないで……」

　鼻をすするエチカの言葉にハッとして、彼は自分の顔に触れた。

　しかし、〝魂なし〟の頰には一いつ滴てきの涙もなく。

　乾かん燥そうした表情で佇むミカドの耳に、いつまでもエチカのすすり泣く声が響いていた。





>>　Section 3






　リオランド王国、古都。

　その領内にある広大な森に、ぽっかりと切り取ったように開けた空間があった。

　風化した石柱と、石いし畳だたみによって形成された儀ぎ式しき場である。

　神を祀まつる祭さい壇だんもなければ、生け贄にえを乗せるための寝しん台だいもない。雨風に晒さらされるまま時を経た場所を、松明たいまつを持つ騎士たちが取り囲んでいた。

　未明の暗くら闇やみに包まれる森に、敵となり得る存在は虫の一いつ匹ぴきも存在しない。リオランド王国が誇ほこる精せい鋭えいの騎士たちが、数日間をかけて完かん璧ぺきに安全を確保したからだ。

　総すべては、間もなく訪おとずれる夜明けのため。

　これから執とり行われる、神聖な儀式のためだ。

　広場が輝かがやきに包まれた。光の中から一組の男女が現れる。

「──まだ暗いから、足あし下もとに気をつけて」

　離はなれた場所どうしを繫つなぐ転移の大儀法は、その秘術が解明されなくなって久しい。明かりに満たされた王城から一瞬で暗い森に飛ばされ、彼は目眩めまいにも似た感覚に襲おそわれた。

「リューリ」

　デデガンオッロ・マーシア公こう爵しやく──親しみを込めてオッロ卿きようと呼ばれる彼は、儀礼用の衣い装しようではなく、騎き士しとしての簡易鎧よろいを纏ってきて正解だと思った。薄うす地じの布鎧や籠こ手て、脛すね当あてには対儀法の力が宿されている。儀礼用に肩かたからかけた大型のコートと頭に斜ななめにかぶった大おお帽ぼう子しは、強力な爵しやく獣じゆうの毛と革かわから作られた特別製である。

　今の彼は筆頭の評議員ではなく、王都第一騎士団の団長としてこの場にいる。

　王都第一騎士団長の代々の使命は、リオランド王国の王族を守護すること。彼が今、纏った装備の全ては、王族、そして国母を護るために必要なものだ。

「さあ、往ゆこうか。こっちだよ」

　オッロは微笑ほほえみ、隣にいる少女に向かって手を差し出した。

　彼の目め尻じりには、小さな正三角形を描えがく三つのホクロがあった。リオランド王国の守護星でもある紫し水すいの星座と似ていることから、彼が〝紫し水すい卿きよう〟と呼ばれる所以ゆえんである。二十代後半と公爵の位に就つくには若じやく輩はい者ものだが、王城に居る貴族たちや国民のほとんどが彼をあだ名で呼び、慣れ親しんでくれている。もちろん、国王や王族もだ。

「さあ、往こうか。こっちだよ」

　オッロは微笑み、隣にいる少女に先だって歩き出した。

　だがすぐに違い和わ感かんに気づき、立ち止まる。少女を振ふり返ると──。

「さあ、征こうか。こっちだよ」

　オッロは微笑み、隣にいる少女を置いて、見当外れの方向に向かって歩き出した。

　かと思うと──。

「さあ、征こうか。こっちだよ」

　オッロは微笑み、隣にいる少女ではなく、部下の女性騎士の臀でん部ぶを摑つかんでいた。

「デ、デデガンオッロ様……？」

　彼の突とつ然ぜんの奇き行こうに、女性騎士が困こん惑わくした。他ほかの部下たちも同様だ。彼らの目には、オッロが森に到とう着ちやくするなり、部下に淫みだらな行こう為いをしたように見えたことだろう。

「い、今は、お許しを……貴方あなた様の魂に触れられたら、私は……」

　王都騎士団の精鋭たる女性騎士が、顔を真っ赤に上気させて両りよう脚あしを震えさせた。大事な儀式の最中であるにも拘かかわらず、彼がいつもの〝褒ほう美び〟を与あたえようとしたのだと勘かん違ちがいしたようだ。

　上書きされた運命を認識できる者は、少ない。

　もし認識できたとしても、何が何だか分からず、狂きよう気きに誘いざなわれてしまうだろう。

「……今日くらいは、素す直なおにエスコートさせてくれてもいいんじゃないか？」

　オッロは困った顔をして、ヴェールで顔を隠かくした少女を振り返った。

　彼に悪戯いたずらをした張本人は、つまらなそうに頭をゆらゆらと揺ゆらすだけだ。

　リューリリリィ・アド・リオランドは、異性との肉体的接せつ触しよくを嫌きらう。オッロの知る限り、実父のソリス国王ですら彼女に触れているところを見たことがない。

　だが、その癖くせを差し引いても、今の彼女に触れられる者など果たしているだろうか？

　略りやく冠かんや聖刻が描かれたタイツ、そして薄地の白い前まえ掛かけは、神聖な衣装である。だが衣装から覗のぞく腰こしつきや、手て袋ぶくろをはめた白い指先は、まだ十四歳とは思えない怪あやしげな魅み力りよくを放っている。今の彼女に触れようものなら──いや、近づいてそのヴェールを取り払はらっただけで、多幸感と欲よく望ぼうを処理しきれず、心身ともに果ててしまうに違いない。

　この世の全てに愛される少女を前にして平静でいられる者は、数少ない。

　リオランド王国で最も強く、清らかな魂を持つオッロは、その稀き少しような一人である。

　彼は再度、彼女の手を取るべく自らの手を差し出した。

「リューリリリィ姫。我が麗うるわしき婚こん約やく者しやどの」

　だがあえなく、今度は普ふ通つうに無視されてしまった。

　足下の草が気になったのか、少女が身を屈かがめていじろうとする。

「ああ、こら、ダメだよ。今は大事な儀式の最中なんだから、ね？」

　彼が注意すると、少女がぷいっと顔をそむけた。足早に先に歩き出してしまう。

「まったく、いくつになってもリューリは子供のままだね」

　子供だが、リオランド王国では結婚が許される年ねん齢れいだ。まだ膨ふくらみが未熟であるにも拘わらず、歩くだけで薄地の衣装の下で胸と尻しりが揺れる。どれほど柔やわらかいのか想像もつかないそれらは、紛まぎれもない性的な魅力を香かおらせ、訓練を積んだオッロの部下たちでさえ、自制心を保つために彼女の後ろ姿を直視できずにいた。

　オッロとリューリリリィは騎士団を引き連れ、森の一本道を歩いて行く。

「今日の手順は、もう覚えたね？」

　オッロがリオランド王国で最も強い魂を持つ、というのは偽いつわりではない。

　彼の実力と功績から、その事実を疑う者はいないだろう。王からの信しん頼らいも厚く、前国母のプラシリキア王おう妃ひからも「リオランドで最も強き騎士」とお褒ほめの言葉を頂いた。

　だが、それはあくまで騎士という肩かた書がきを持つ者に限った話だ。

「ちゃんと儀式を終えたら、また最高のお花とドレスを贈おくってあげるからね」

　リューリリリィが顔を上げた。上じよう機き嫌げんになり、足取りが軽快になる。

「本当に大事な儀式なんだ。リオランド王国を護るために、いっしょにがんばろう」

　リューリリリィの魂は、特別だった。

　騎士であるとか、そうではないという問題ではない。強いとか、清らかだとか、そのような言葉すら意味を持たなかった。

　その本質を知るのは、オッロを除けば──彼女の産みの親である、プラシリキア・アド・リオランドくらいだろう。他にも数名いるかもしれないが、大した問題ではない。

　彼は胸に手を当て、王国一美しい敬礼をした。

「ソーラ・オー・リオランド」

　リューリリリィはこの世界における魂を見ることができるし、干かん渉しようできる──。

　その真の意味を知る者は、もはや彼だけになった。

　プラシリキアという存在が、ついに魂に召めされたからだ。

「──ンド王国を護るために、いっしょにがんばろう」

　またオッロを、違和感が襲った。

　自分が歩いていた位置が、ほんの少しだけ巻き戻っていた。

　彼以外に気づいた者は、この世界において誰だれ一人ひとりとして存在しないだろう。後方を歩く騎士たちは歴戦の精鋭たちだが、異変に気づいた素そ振ぶりすら見せない。

　彼は苦く笑しようした。少女の耳元で、はっきりと言う。

「ソーラ」

　魂は人や獣を形作る概がい念ねんであり、万ばん物ぶつを動かす根源の力である。

　時の流れすらも、魂によって動かされている。

　人はそれを──運命、と呼ぶ。

「オー」

　リューリリリィは魂を見、干渉することができる。

　彼女が気に入らないと思えば──。

　その現実すら、リューリリリィの望む形にとって変わる。

「リオランド」

　オッロは自らの魂を強く保ち、忠誠の言葉を口にした。

　今度こそ、時の流れは──運命は変わることなく、その歯車を動かした。

　周りには一いつ切さいの獣けものがいない。騎士団員が騎乗するための爵獣もいない。この場に獣がいたら、オッロとリューリリリィの強い魂たましいに酩めい酊ていし、心を昇しよう華かされかねないからだ。

　オッロと同等の強き魂を持っていた、前国母プラシリキア王妃はもういない。

　今やリューリリリィの特異性を認にん識しきでき、制せい御ぎよできるのはオッロしかいない。このリオランド王国に彼に比類する強き魂を持つ者は、誰一人としていなくなった。

　だからといって、何がどう変わるというつもりはない。

　ただ本来の世界の在り方として、流れるままに時を刻んでいく。

　それこそが運命というものの在るべき形であると、オッロは考えている。

「さあ、着いたよ」

　オッロとリューリリリィの視界から、樹木が消え去った。

　眼前に現れたのは、山々を背にした海──に見間違えるほど、大きな湖だった。

　黒い鏡のように静かだった湖面に、光の絵の具が撒まかれた。

　夜明けだ。

　山脈の頂からこぼれる日差しが、本来の紫むらさきがかった水面を照らすと同時に──。

「最初の爵獣騎士との盟約により、〝母なる獣〟が新たな伴はん侶りよを求めている」

　湖面が、大きく盛り上がった。

　大量の水しぶきと高い波のせいで、その姿はまだ見ることができない。

「リューリリリィ、君が新たなリオランド王国の国母となるんだ」

〝母なる獣〟。

　其その名は、ザントウィール。

　リオランド王国の爵獣騎士たちの、第二の生みの親ともいうべき存在である。

　全すべての騎士と獣は、〝母なる獣〟と国母の前で忠誠を誓ちかうことで誕生するのだ。

　国母と〝母なる獣〟という、最も偉い大だいな爵獣騎士が在る限り──。

　その仔こたるリオランド王国の爵獣騎士は、新たに生まれ続けることができる。

「爵獣騎士が生まれ続けるかぎり、誇ほこりあるリオランド王国が滅ほろぶことはない──」

　今まさに〝母なる獣〟を迎むかえる、オッロとリューリリリィ。

　その背後に騎士団員が近づいた。オッロに耳打ちする。

「──団長、王都から緊きん急きゆうの報告が入りました」

　飛び散る水しぶきの中、騎士団員が告げたのは──。

「〝天てん穹きゆうの雫しずく〟が動きました。それと……気になる報告も」

　リオランド王国と〝雫人〟。

　異なる星に生まれた者たちによる、決戦の合図だった。





>>　Section 4






『ツリーＢＸ』、３３０２階にあるルーム０８２。

　六等分に分ぶん割かつされた円形のプールの蓋ふたは、その内の四箇か所しよしか開いていなかった。

　一つはすでに稼か働どう中で、残り三つは待機状態である。

　リッチマン＝ＯＦ５はプールの縁ふち、せり上がった足場の上に立っていた。屈くつ強きような身体からだにフィットしたスーツ──身体構造と思考能力の解かい析せきを行うためのスキャニングスーツを身につけた、厳いかつい顔立ちの三十代男性の姿が水面に反射する。

「〝ギデオン〟。戦せん闘とう状じよう況きようの説明を」

　プールの中央に、ツリー外部のライブ映像が映し出された。

　彼らが放った戦闘用無人兵器ドローンと、リオランド王国の兵士たちが戦う光景である。

『現時点では、我々の優勢と言えるでしょう。全兵力を投入したことで総合的な火力が32％アップ、制圧力が56％アップし、敵軍の防衛線を２キロメートルほど後退させることに成功。お互たがいの戦力の低下は、敵がおよそ８％で、我々が１％未満です。ところで私が先ほど開発した斬ざん新しんなタイプのソフトドリンクをお試ためしになりませんか？』

　リッチマンら地球人側がツリーの外に放出した戦闘用ドローンは、三種類ある。

　一つは大きな前まえ脚あしと小さな後ろ脚を備えた、四本脚タイプの制圧用ドローンだ。重火器とレーザー放出器を標準装備した歩行型の兵器である。蜘蛛くものように頭部と腹部に分かれた胴どう体たいには、少量のダイラタント金属とエラプターが備わっており、限定的ではあるが、損傷部分をその場で自己修復できる。前線の押し上げを目的とした主戦力である。

　次に二本の脚と目玉のように丸い胴体を持つ、後方支し援えんタイプだ。各種センサーで常に戦況を分ぶん析せきし、効率的な作戦行動を他ほかの二種に送信する機能を持っている。支援用とはいえミサイルやレーザー装置を搭とう載さいしているため、正確な攻こう撃げきも可能だ。

　三体目は、無人の飛行型ドローンだ。円えん盤ばんを縦に立てたような胴部と、Ｖ字形に突つき出した二筒つつのレーザー放射器で、戦闘を有利にするための狙そ撃げきを空から行う。ツリーには爆ばく撃げきタイプの設計図もあるが、今回はより省エネルギーな同タイプを選んだ。

「オレたちが動くまでもなく、勝っちまいそうじゃねえか？」

　プールの縁に座ったシジェンコ＝ＯＦ３が笑った。スレンダーな体型をスキャニングスーツで露あらわにした金きん髪ぱつの美女だが、タトゥで黒く縁ふち取どりをした目つきは好戦的である。

　シジェンコの隣となりには、トゥーリオ＝ＯＦ２が立っていた。

「そうじゃなきゃ、困ル。ツリーの寿じゆ命みようの三分の二を削けずって、質よりも量のタイプを大量生産したんダ。敵軍を殲せん滅めつしてくれる勢いじゃないと、意味がなイ」

　頭部を含ふくめ、身体の大半が細長い金属でできたトゥーリオはさしずめ棒人間である。

「その通りだ。ドローンが一体破は壊かいされるたびに、ツリー崩ほう壊かいの日が一日早まるようなものだからな。損害が大きくなる前に、敵を圧あつ倒とうする必要がある。──どうせ長くはもたないと、分かっていてもだ」

　リッチマン、シジェンコ、トゥーリオ、そしてプール内にいるもう一人。

　この四人が、現時点で戦闘に参加できる全戦力である。他に戦闘要員がいないわけではないが、それらは別の任務に当たっている最中だ。

『ツリーＢＸ』がワームホールに吞のみ込まれた時、多くのＶＩＰと護衛役の地球平和保持軍──ＥＩ軍のチームがツリー内にいた。同ツリーで第三次世界大戦の終戦式典が行われる予定だったからだ。

　突とつ如じよとして出現した時空の歪ゆがみから逃のがれるために、多くの地球人が軌き道どうエレベータから緊急脱だつ出しゆつした。その中で逃にげ遅おくれたのがエチカ・ユーソラを含む少数のＶＩＰと、彼女らを護衛していたリッチマンたちというわけである。その総人数は決して多くない。

『はい。ご覧の戦闘ですが、我々の最終的な勝率は、ほぼ０％です』

〝ギデオン〟がはっきりと断言した。

『あっ、申し訳ありません。ショッキングな情報からお伝えしてしまいました。ドリンクで気を紛らわせますか？　──今回の国境線での戦いは、１００％に近い勝率を見込んでいます。しかし、その後の消しよう耗もう戦まで想定した場合、ダイラタント金属の消費速度は加速度的に上じよう昇しようします。そうなった場合、数十日で資源が尽つきてツリーは崩壊、一転して地球勢力の戦力はゼロになります』

　悲観的な報告を告げる、〝ギデオン〟。

　だがリッチマンたちは絶望しない。シジェンコが言う。

「そうならないための、〝トランスプラネット・シナリオ〟だろ？」

「ああ」

　リッチマンは頷うなずいた。

「悪いが──リオランド王国には、滅んでもらう」

　リッチマンたちはこの星の住人ではない。

　地球という惑わく星せいで産まれた、純じゆん粋すいな地球人である。

　彼らが優先すべきこと、優先すべき人種は自おのずと決められていた。

「そのための鍵かぎを握にぎってるのが、ＤＤだナ。うまくいくといいんだガ……」

『何を言っているのですか、彼は最新型ですよ？　これほど心躍おどるワードが、この世に存在しますか？　エチカ・ユーソラも最新型のエンジンが発売されると聞いた時は、三日前から店の前でキャンプを張ったものです。特に競争相手がいなかった上に、店に営業妨ぼう害がいで通報されましたが。最新型とは人類における進化、そして成功の象しよう徴ちようなのです』

「能天気なお姫ひめ様さまといっしょにすんな、クソＡＩ。オレら軍人にとっちゃ、最新型の兵器ほど信用できねーモンはねーんだよ。肝かん心じんな時にどれだけトラブったことか……」

「ＤＤは、大だい丈じよう夫ぶだ」

　リッチマンは稼働状態にあるプールの一室を見下ろした。

　日本人の少年を素体として生み出された、ＥＩ軍による研究の実験体。

　彼の精神は今、ここではない場所にある分身を動かしている。

「ヤツの対応力は、すでに大戦の実績で証明されている」

　リッチマンの声が聞こえたのかどうか。

　ＤＤが潜もぐったプールの蓋が、真っ青な明かりを点灯させた。




　　　　＊




　ＤＤは、時速１２０キロの速度で平原を疾しつ走そうしていた。

　彼専用の二輪型のバイクは、岩や樹木などの障害物を自動で回かい避ひしてくれる。ある程度の段差も、分厚いタイヤが衝しよう撃げきをほぼ完全に吸収してくれた。

　バイクを駆かるＤＤ自身は、機動性を重視した装備を装着していた。ダイラタント金属製の軽量アーマー以外には、両りよう脚あしに加速機能を備えたブーツ、両りよう腕うでに重火器の反動を抑おさえるためのグローブ。背中から胸にかけたベルトにはナイフや投擲爆弾グレネードが貼はりついている。

　彼が顔に装着したゴーグルのレンズに、周囲の位置情報が浮うかび上がった。

　リオランド王国の国境は──すでに、はるか後方にあった。

　戦闘用ドローンが仕し掛かけた総力戦は、その任務を成功させたようだ。

　リオランド王国の注意を引くための、囮おとり──。

　今、リオランドはドローンの対応で精せい一いつ杯ぱいになっていることだろう。彼らの戦力が一部に集まったことで、ＤＤは無事に国境内部に侵しん入にゆうすることに成功していた。

　今、ＤＤの疾走を邪じや魔まする者は、いない。

　彼と彼のバイクは無傷であり、バイクが牽けん引いんする棺ひつぎのような漆しつ黒こくの物体も無事だ。前後左右を宙に浮かぶ金属球に囲まれた黒い棺が、地面すれすれの位置で砂すな埃ぼこりを上げる。

「……」

　バイクを走らせながら、ＤＤは眼球に装着したセンサーを稼働し続ける。

　周囲の地形をスキャンし、その構造を分析する。

　センサーが反応した。バイクの進路上、数キロ先を示している。

　目的地は、もうすぐそこだ。

　彼はバイクをさらに加速させ──ようとしたが、逆に減速することになった。

　どこからともなく黒い礫つぶてが飛来し、彼の進路上に突き刺ささったのだ。ＤＤがスピードを落として回避すると、地面に命中した礫から奇き妙みような文字が噴ふき出した。

　儀ぎ法ほうだ。

　この世界の住人が使う、物理法則とは異なるエネルギー体系の産物らしい。

「──二度と、侵入者を見み逃のがしたりはせんぞ！」

　減速したバイクに、奇妙な動物に乗った人々が接近した。

　一人は白い無ぶ精しよう髭ひげを生やした大男だ。黒い煙けむりのようなものを噴き出す双そう眸ぼうでＤＤを睨にらみ、やや距きよ離りを置いた位置で彼に併へい走そうする。

　特とく徴ちよう的な人ひと影かげは、もう一つあった。髭の男と同じ動物に乗った少女──いや、ＤＤの分析によると少年のようだ。原始的な投石器のようなものを構えている。

　どちらも見覚えのある人物だった。

　以前、リオランド国王と謁えつ見けんする際、ＤＤたちを国境から連行した人物たちである。

「と、止まれ……！　近くの駐ちゆう屯とん地ちに援えん軍ぐんを要よう請せいしたから、もう逃げられないぞ！」

　警告する少年の背後には、複数の騎士の姿もあった。総勢で十数人もいる。

「……」

　先日、シジェンコ＝ＯＦ３が国境内に潜せん入にゆうした際に、領内の偵てい察さつも行っていた。彼女の報告を参考にして、兵の配置が薄うすいルートを選んだはずだが──。

　国境警備をしていたはずの白髭や少年たちが、なぜこのような領地深くにいるのか。

　想定外の事態だが、ＤＤのすべきことに変へん更こうはなかった。

「投降する意思は、ない」

　ＤＤは言い、背後に手を回した。バイクの一部が開き、彼の手に小しよう銃じゆうを収める。

　彼はハンドルから両手を離はなした。銃を構える。

「攻撃が来るぞ！　回避！」

　白髭が叫さけんだ。少年以下、騎き士したちがいっせいに騎馬を左右に傾かたむける。

　ＤＤが構えた高密度粒りゆう子しライフルが、赤いエネルギー線を放出した。連続して放たれた赤い光線が、しかしほとんどの騎馬に命中することなく回避される。

　撃うち抜ぬくことができたのは、二騎だけだった。転てん倒とうした二組の騎士と騎き獣じゆうが、あっという間に後方に置き去りにされて視界から消える。

「……」

　ＤＤは白髭たちを全ぜん滅めつさせるつもりで撃ったのだ。

　だが結果は、一部を脱だつ落らくさせたのみ。かなりの練度を積んだ兵士たちのようだ。

　特に白髭の行動は、早かった。ＤＤが撃つ前から、正確に彼の狙ねらいを回避したように見えた。精度の高いシミュレーション、一種の予知に近い能力があるのかもしれない。

　その想定が正しかった場合、銃による応戦は不利であるとＤＤは判断した。

　彼は小銃を捨て──バイクから跳ちよう躍やくした。

「なにっ！」

　白髭が叫んだ。彼が落馬による自殺を選んだと思ったのかもしれない。

　だが当然、ＤＤは死を選んだわけではない。彼はすぐに地面に着地し、両脚の加速装置を稼か働どうさせた。電磁力によって動くブーツが走行を加速させ、彼を高速で走らせる。

　ＤＤの横で、バイクが一いつ瞬しゆんにして変形した。遠い昔の玩がん具ぐであるルービックキューブのように機体が再構成され、エラプター機能によってダイラタント金属が形を変える。

　一秒と経たたずに出来上がったのは、一機の人造人間アンドロイドだった。筒のように伸のびたブーツの底がジェット気流の噴ふん流りゆう装置であること以外は、ほぼＤＤと同じ装備をした女性型である。牽引していた黒い棺を肩かたに抱かかえ、青みがかった長い髪かみをなびかせて走る。

「……は？」

　時速数十キロで駆ける一人と一機を見て、少年騎士が間ま抜ぬけな声を上げた。

　人型の存在が高速で走る姿は、この世界の住人には不気味に見えるのかもしれない。特にアンドロイドのほうは、自重と棺の重さのせいで走る爆ばく発はつ物状態だ。彼女が足を踏ふみ出すごとに、振しん動どうとジェット気流によって土の地面が抉えぐられる。

　動どう揺ようする騎士たちに向かって、ＤＤはグレネードを放ほうり投げた。

「爆発するぞ！　離れろ！」

　やはり予知されている。白髭の命令で、騎士たちがＤＤから離れた。

　グレネードが炸さく裂れつした。爆発と爆縮によって、白髭たちが直前までいた空間が熱流に吞み込まれる。一人も葬ほうむることができなかったものの、引き離すことには成功した。

　ＤＤとアンドロイド、精神レベルでリンクした両者が同時に白髭たちを見つめる。

「俺たちがお前たち、リオランド王国に勝つシナリオは存在しなかった。技術レベルではいくら有利だったとしても、人数と資源の量が圧倒的に不利なことに変わりない」

　双ふた子ごのように歩調を合わせて走りながら、アンドロイドが彼の思考を代弁して続ける。

「そもそも戦うという意思すら持たず、地球に戻もどる手段も見つけられず、朽くちていったことでしょう。──本来ならば、ですが」

　リオランド王国の騎士との会話は、必ずしも必要なものではない。

　だがＤＤは、機械ではない。本来の人間として失った機能はあるものの、滅ほろび行く種に対する同情や敬意といった感情は残っていた。

「俺たちが生きるために必要なダイラタント金属は、ツリーを削けずるだけでは足りない」

「新たにダイラタント金属を生成しようにも、別個の資源を再構成するためのエネルギーも持ち合わせていませんでした」

「しかしお前たちの星は、残念ながらお前たちの味方ではなかった」

「このハローズという惑星は、私たち地球人をこそ祝福したのです」

　ＤＤのセンサーが、反応した。

　目標の地点に到とう着ちやくしたのだ。

　ＤＤの眼めは、足あし下もとに拡ひろがる地面の下──その奥底にある巨きよ大だいな鉱物の存在を、はっきりと映し出していた。

「生成する必要は、なかった」

　ＤＤが言うと同時に、アンドロイドが大きく跳躍した。

　女性型の人影がジェット気流を噴ふん出しゆつしながら、空中で回転し──。

「この星そのものが──純粋なダイラタント金属の大鉱脈だったからだ」

　アンドロイドが隕いん石せきのごとき勢いをつけて、地面に黒い棺を突つき立てた。

　ＤＤはこれから起きる悲劇を想像し、目を閉とざした。

「〝Ｂｒｉｚｚ〟システム、起動」

　衝撃でクレーターのように陥かん没ぼつした地面の底で、黒い棺が光った。

　ダイラタント金属の鉱脈に直接差し込まれた棺──ビーコンが起動したことで、それは生まれ故郷である地球とは異なる惑わく星せいで破は壊かいの産うぶ声ごえを上げた。

　大量破壊プログラム、〝Ｂｒｉｚｚ〟システムが起動した瞬間だった。




　　　　＊




『ツリーＢＸ』、ルーム０８２に甲かん高だかいサイレンが響ひびき渡わたった。

　青い輝かがやきを放つのは、ＤＤの本体が眠ねむるプールである。

〝ギデオン〟が宣言した。

『予定地点から、〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーの信号を受信しました。〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの起動を確かく認にん、エラプターによる戦闘用ドローンの作製が可能です』

「よっしゃ！」

　シジェンコが歓かん声せいを上げ、立ち上がった。隣となりにいるトゥーリオが大きく頷うなずく。

　リッチマンは自らの前にあるプールに向き直った。

「〝ギデオン〟！　我々の〝祝福〟プログラムを〝Ｂｒｉｚｚ〟に接続しろ！」

『接続、完かん了りよう。いつでも思考転送が可能です』

　リッチマンはシジェンコとトゥーリオの顔を見回した。

　二人の部下もまた彼を見て、頷く。

「よし、往ゆくぞ！　──潜行ダイヴ！」

　三人同時に、頭からそれぞれのプールに飛び込む。

　大量の気き泡ほうとともに水中に潜行し、底の見えない空間を沈しずんでいく。上方で蓋ふたが閉ざされると、一瞬、水中が暗くなった。だがすぐにライトで全身を照らされる。

　酸素を濃こく含ふくむ液体は、リッチマンに水中での呼吸を可能とさせた。両眼を開く彼の身体構造を、赤い閃せん光こうが一瞬にしてスキャンする。精密な電子信号が分ぶん析せき可能な液体そのものが、彼の脳信号を受信して解かい析せき、コピーする。

　強きよう烈れつな睡すい魔まが、リッチマンを襲おそった。

　意識が、自分の身体からだから引き離されていくのを感じた。自我を失った彼の身体が、水中でゆっくりと胎たい児じのように丸まっていく。

『健けん闘とうを祈いのります。お土産みやげは──分かっていますよね？』

〝ギデオン〟の声が、はるか遠くに遠ざかっていった。

　彼の精神は万の距離を超こえ、刹せつ那なの時を跳とび、『ツリーＢＸ』ではない場所へと飛ぶ。

　地球ではテスト運用すら不可能だったシステムが、異なる星にやって来たことで完成したからこそできる体験である。

　決して死ぬことのない、何度でも蘇よみがえる兵士。

　それはリッチマンにとって理想の──あるいは災さい厄やくとも呼べる存在といえた。

　味方であれば心強いが、敵の立場であったら悪夢でしかないだろう。

　リッチマンの魂たましいは、吸い込まれるようにして別の場所に向かって飛び──。

　その途と中ちゆうで、誰だれかに腕うでを引っ張られた。

　彼の身体は失われ、精神のみの状態だったはずだ。

　距離と時間の概がい念ねんもない世界を移動していたはずだ。

　それなのに彼が腕を引かれたと思い、振ふり向いた隣に一人の少女が佇たたずんでいた。

「──」

　驚きよう愕がくして目を見開く彼に向かって、一輪の赤い花を掲かかげて見せる少女。

　その少女は無む邪じや気きな笑えみを浮うかべ、彼の胸に花を挿さした。そして、くるりとその場で一回転する。まるで身に纏まとった白い衣い装しようを自じ慢まんするかのように。

　あるいは。

　ようこそ、この世界へ──と彼を歓かん迎げいするかのように。

「ダレダ──オマエハ──」

　リッチマンの存在しないはずの口から、戦せん慄りつとともに声が漏もれるが──彼にできたのは、それだけだった。見知らぬ、いや、どこかで見覚えもあるような少女の姿が、一瞬にして時空の彼方かなたへ遠ざかっていく。

　刹那の邂かい逅こうを終えると、リッチマンの肉体が再構成されていくのを感じた。

　脳、眼球、舌や心臓などの臓器が、粘ねん土ど細工のように生み出された。皮ひ膚ふまで完成すると、その身体の上から身体機能を高めるための外骨格が創つくり出される。

　さらにはダイラタント金属製の防護アーマーも作製された。腕わん部ぶには対集団用プラズマ放射ジェネレータ、脚きやく部ぶには機動力上じよう昇しようのためのアクセラレータ。腰こしから伸びた太い尻尾しつぽのような部分には補助用のエネルギー変へん換かん装置と、武装生成用の小型エラプターが備わっている。頭部もすっぽりと大きなヘルメットが覆おおった。

　完成したリッチマンのクローン体が、衝しよう撃げき吸収用の液体に満たされた降下用ポッドに収容された。直後、重力の感覚が蘇り、自由落下するのを感じる。

　リッチマンの分身が、衝撃とともに地上に落下した。

　降下用ポッドが砕くだけ、大量の液体をばらまきながら溶とけていく。

「──」

　顔を上げたリッチマンが見たのは、『ツリーＢＸ』にある一室ではなかった。

　彼が見たことのない、平原。

　その大地の上に佇む、『Ａ』の文字に似た大きな塔とうと、そのふもとに立つＤＤの姿だった。ＤＤの傍かたわらには彼と同期したアンドロイドも佇んでいる。

〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーだ。

　リッチマンのそばに、別の降下用ポッドが二つ墜つい落らくした。砕けた内部から、完全武装をしたシジェンコとトゥーリオのクローン体が姿を現す。

　リッチマンが空を仰あおぐと、頭上で次々と降下用ポッドが出現しつつあった。

　まるで流星群のように降り注ぐポッド。地上に落下したそれらが砕けるたびに、内部から大量の戦せん闘とう用ドローンがぞろりと這はい出す。

「──ッ!?」

　完全に戦闘態勢に入るリッチマンだが、自分の胸を見て凍こおりつく。

　一輪の赤い花。

　戦闘用の装備でもなければ、彼の所有物でもあるはずがないそれが、彼の胸に挿し込まれていた。一いつ瞬しゆん、底知れない寒気を覚えるも──すぐに顔を歪ゆがめ、花を握にぎりつぶす。

「〝祝福〟プログラムは、まだ安定するには程ほど遠とおいか。転送の際に意味のない映像を見せ、こんなものを生成するような誤作動を起こすようでは……」

　彼が顔を上げると、騎き獣じゆうに乗って走り去るリオランド王国の騎き士したちの姿が見えた。

　今さら逃にげたところで、もう遅おそい。

　勝敗は、この瞬間にもう決したのだ。

「待っていろ、リオランド王国」

　地球人が勝利するためのシナリオは、計画通りに進んでいる。

　そう──先ほど、転送の瞬間に見た少女の光景は、ちょっとしたエラー、あるいはただの幻げん想そうにすぎない。

「私たちが生き残るために、貴様らは滅んでもらう」

　真の侵しん攻こうを開始したリッチマンの頭からは──。

　異空間で遭そう遇ぐうした、不思議な少女のことは完全に消え去っていた。





>>　Section 5






　リオランド王国の議会場は、王城に隣りん接せつした塔の内部にある。

　転送儀ぎ法ほうによって王城に帰き還かんした彼は、議会場に早足で向かっていた。六人の騎士が護衛として付き従い、数人の使用人が歩きながら彼のサーコートの埃ほこりを払はらう。

「団長」

　廊ろう下かを歩く彼、デデガンオッロ・マーシア公こう爵しやくに一人の女性騎士が合流した。

　王城の守護を一任しているヴォーラという部下だ。普ふ段だんは隠かくし部屋に引き籠こもっているが、緊きん急きゆう時とあって外部からの情報収集に走らせている。

「報告を再確認したところ、国境内部で発見された敵兵の数は一名だそうです」

「一名？　それで駐ちゆう屯とん地ちから兵の派は遣けん要よう請せいと、王都の警けい戒かい態勢の強化要請まで？」

「人数の報告は、わざと遅おくらせた節があります。まず要請を先に通そうとしたのかと」

「発見地点は、警戒網もうの穴になっていた場所だ。一体、どの騎士団が気づいたんだ？」

「……団長の妹君が在ざい籍せきしている、例の騎士団です」

　ピクリ、とオッロは目を細めた。冷静沈ちん着ちやくな表情に陰かげりが落ちる。

「それは彼女の指示に間ま違ちがいないだろう。ハァミア……我が家に戻もどり、王都第一騎士団に所属すれば辺境など行かずに済むのに。あのような酷ひどい仕打ちをした父と母も、もういないというのに。そう──」

　オッロは悲しみに暮れる表情を、自らの掌てのひらで隠す。

「もう、いない」

　マーシア家の繁はん栄えいを邪じや魔まする存在は、今の王都には誰一人として存在しない。

　それなのに公爵家に戻ろうとしない妹の気持ちを、オッロは理解できずにいた。

「その妹君のいる騎士団ですが、当初の予定では数日前には王都に帰還し、解散しているはずでした」

「意図的に、帰還を遅らせていたと？　それもハァミアの指示だろう。一日でも多く騎士団を残していたかったのか。なんと、いじらしい」

「それが……調べたところ、辺境第三の足が遅くなったのは、牢ろう内にいる騎士団長が身内と面会した直後からのようです。もしかしたら、あの〝木獣卿〟が何か──」

「ああ、いたね。ええと、〝木獣卿〟の……」

　少し考え、オッロは苦く笑しようを浮かべた。自らの口に人差し指を当てる。

「済まない。彼の名をど忘れしたことは、ここにいる者だけの内ない緒しよにしといてくれよ？」

　騎士や使用人が笑った。緊きん張ちようしていた場の雰ふん囲い気きが、たちまちほぐれる。

　ミカド・キャバレッティ──。

　オッロが知る限り、かの下級貴族はまだ王都で名を上げていないはずだ。そうでなくてはならない。

　前国母のプラシリキア王おう妃ひと、その懐ふところ刀がたなたる先代のキャバレッティ男爵。

　当代の男爵とは異なり、王国内で有名だったその両者は──もう、いないのだから。

「その話は、後にしよう」

　議会場に近づいたことで、オッロは話を中断させた。

「どうぞ、そのまま評議員席へ。すでに議会場は、満員です」

　女性騎士が目の前に現れた扉とびらを開けた。

「本来は、国境での戦いを議論するために集まっていたのですが……」

　議会場は、傍ぼう聴ちよう席を含めて数百人規模の収容能力を持つ。

　塔の一階部分をほぼ丸ごと利用した空間は、階段状に座席が設置されており、高座のほとんどを上級貴族が占しめていた。会場の中央には演説や討論を行うための演説台が設置されている。それを見下ろすように、右う翼よく部最上部には薄うすいカーテンで仕切られた王族のための席、左翼部最上部には評議員のための独立した十二の席が設けられている。

　議会場は、騒そう然ぜんとしていた。議題は、一気に大規模な兵力を投入した〝天てん穹きゆうの雫しずく〟に対してあくまで抗こう戦せんするか、はたまた撤てつ退たいするべきかという二択たくだった。

　そこへ領内に新たな敵てき影えいが発見されたことで、いっそう議論が紛ふん糾きゆうしたようだ。

　演説台の近くに立つタルルカ議長が制止しても、貴族たちの議論は収まらなかった。

　だが入り口にオッロが現れるなり、潮が引くように喧けん噪そうが消えていった。

　議会場の壁かべに下ろした大きな国旗に向かって、オッロは静かに敬礼した。胸に手を当て、神聖なる母国に敬意を示した上で、自らの席に向かって歩き出す。

「ああ、どうぞ。続けてください」

　謙けん虚きよに壁かべ際ぎわを遠回りしながら、彼は穏おだやかに言った。

「──いや、ここにいる全員が、君の報告と意見を聞きたがっている」

　タルルカ議長が沈ちん黙もくする貴族たちを代表し、言った。

「今、王国が置かれた状じよう況きようを最も正確に把は握あくしているのは、君だろう。マーシア公爵？」

「では、まず報告から。率そつ直ちよくに申し上げますと、国境の戦いは劣れつ勢せいにあります」

　評議員席の中央に座りながら、オッロは素す直なおに言った。

　議会場が、再び騒然となった。

　タルルカ議長が貴族たちを手で制し、オッロの話を聞こうと身み振ぶりで示す。

「次に意見ですが、国境で戦っている兵たちを一刻も早く撤退させるべきでしょう」

　再び静かになった議会場に、オッロの冷静な声はよく響ひびいた。

「敵は〝天穹の雫〟。歴史上、数々の国を滅ほろぼしてきた災厄です。未知の力を操あやつる彼らに対して、今、我が王国の兵力を大きく削そがれるわけにはいかない。多少の領地を奪うばわれても、今は被ひ害がいを最小限に抑おさえることが肝かん心じんかと」

　オッロの意見に対し、貴族の一人が挙手した。

「同様の意見はすでにあります、公爵。しかし一方的に撤退したとなると、ますます敵が勢いづくのでは？　それに脅きよう威いは〝天穹の雫〟だけではありません。周辺諸国に、リオランド王国に為なす術すべなし、と侮あなどられて新たな侵攻を招くことも」

「為す術なし……結構じゃないですか。まさに、その通りなんですから。儀法が使える爵獣騎士が限られている我々に対し、敵は兵隊一人一人、いや一体一体が儀法のような術を使うことができるようです。これには、参った」

　オッロは肩かたをすくめた。議会場が、動どう揺ようにどよめく。

「耳を疑いましたぞ、公爵。騎士団筆頭たる貴方あなたが、よもや降参宣言ですかな？」

「降参ではありません。同盟を結びましょう」

　彼は言った。身を乗り出し、議会場にいる貴族たちをぐるりと見回す。

「もちろん〝雫人〟と、ではありません。彼らはなぜか我が王国に敵対しているわけですが……幸か不幸か、私たちが〝天穹の雫〟と呼ぶ巨きよ大だいな杭くいは他国との緩かん衝しよう地帯にある。つまり他ほかの国々にとっても脅威たり得る存在なのです」

　彼は声に力を込め、この場にいる全員に己おのれの言葉を聞かせる。

「敵の脅威は、我が国が身を挺ていして示しました。あとは他国と同盟を組み、この世界の住人で寄ってたかって袋ふくろだたきにしましょう。他国と同等の立場での同盟を結ぶためにも、今、兵力を損そこなうのは避さけるべきですし──何より、我が国だけが〝天穹の雫〟と正面だって戦うなんて、馬ば鹿からしいと思いませんか？」

　議会場の雰囲気が、困こん惑わくに包まれるのが分かった。「他国と同盟……？」「可能なのか？」と囁ささやく声が聞こえる。

「これはリオランド王国のみならず、この世界ハローズ全体の問題なのです！　そのことを理解できない国から滅び行くのだと理解してもらえれば、同盟は必ず成功します！」

　オッロの真しん剣けんな訴うつたえが、議会場にいる貴族たちに浸しん透とうしていくのが分かった。

　なぜなら──彼の目に、貴族たちの魂たましいが落ち着いていくのが見えたからだ。

　オッロが人や獣けものの魂を見ることができる、ということは誰だれも知らない。

　彼の素質を知る者は、このリオランド王国にはもういないからだ。

　もう、いない──はずだ。

「……今は、時間が惜おしい。マーシア公爵の提案に反対の者は起立、または挙手を」

　タルルカ議長の宣告を実行する者は、誰一人としていなかった。

「結構。それでは早さつ急きゆうに、次の議題に移ろう。──領内で発見された敵兵についてだ」

　議会場の空気が変わった。

　落ち着きかけていた貴族達の顔に、再び緊張の色が浮うかんだ。

「マーシア公爵。発見された敵の数は少数と聞いたが？」

「ええ、いち早く発見報告を上げた騎士が、間もなく接せつ触しよくすることでしょう。ですが敵の兵数に関係なく、近辺の駐屯地から兵を動員して現地に向かわせています」

「敵の数、正体も分からないのにか？」

「当然のことです。今、王国の領内で最も優先されるべきは〝母の迎むかえ〟の成功──」

　オッロは再び真剣な表情を作り、断言する。

「リューリリリィ姫ひめが古いにしえの盟約によって、〝母なる獣〟を爵しやく獣じゆうとする。新たな爵獣騎士を生み出すための我が国の基き盤ばんが脅おびやかされることこそ、真にあってはならないことです」

　議会場の沈黙が、彼の口にした事実を肯こう定ていしていた。

「マーシア公爵。貴方の迅じん速そくな対応と、王国に対する忠誠心に感謝します」

　オッロと親しい貴族が席を立ち、彼に敬意を表した。その行動は少々、演技がかっていたが、誰も揚あげ足をとる者はいない。

　そこへ一人の騎士が、オッロの下もとへ駆かけ寄った。

　武装した騎士がオッロに耳打ちする様に、否いや応おうなく貴族たちの視線が集まる。

「マーシア公爵？　新しい報告かね？」

「……敵を発見した現地の騎士から、たった今、情報が入りました」

　オッロは長い吐と息いきを漏もらした。目を閉とざし、低い声で言う。

「領内に入り込んだ敵兵が、何らかの力を使い──大量の兵団を召しよう喚かんしたそうです」

　両りよう眼めを閉じたのは、この後の光景を見たくなかったからだ。

「その数、数百。なお兵の数は今も、次々と増え続けているとのことです」

　議会場に、沈黙が落ちた。

「兵団の進路は──我々がいる、この王都セラス」

　オッロの報告を完全に理解するまで、この場にいる全員が数秒を要した。

　静せい寂じやくの後に訪おとずれたのは、彼が想定していた通りの大混乱だった。

　意味のない困惑の声を上げる者、呆ぼう然ぜんと動かない者、騎き士し団の油断を責める者、混乱に乗じて早くも議会場から逃にげ出そうとする者。

　追い詰つめられた時ほど、人の魂はあらゆる輝かがやきを見せる。

　ほとんどは醜しゆう悪あくな色をしたそれを、オッロは見たいとは思わなかった。

「マーシア公爵！　王都第一騎士団長としての意見を聞きたい！」

　タルルカ議長の一声が、貴族たちの視線をオッロへと集めた。

「国境の戦いは、囮おとりだったということか？　今、王都周辺に残された兵力で、敵の侵しん攻こうを防ぐことができるのかね？」

　気に入らない。

　オッロは実に久しぶりに、ほんの少しだけ顔をしかめた。腹心である結界使いの部下が、シジェンコという敵に殺害されたと聞いた時もしなかった表情だ。

「……先ほど申し上げた通り、近辺の駐ちゆう屯とん地ちから兵を集めています。王都にいる予備騎士団も向かわせましょう。ただ国境での戦いで見せられた戦力差から鑑かんがみるに、多少の時間稼かせぎができる程度かと……我が第一騎士団も〝母の迎え〟のために古都にいるため、すぐに向かわせても間に合うかどうか」

「防戦は不可能ということか？　他に、戦うことができる兵力は？」

「……リオランド王国の歴史上、これほど国内深くに敵兵団の出現を許した記録は一度もなかったことです」

　オッロは頭にあることを口にしたくないあまり、つい言い訳を口にした。

　リオランド王国が窮きゆう地ちに晒さらされることについては、可能性の一つとして考えていた。

　それこそ〝天穹の雫〟が出現したと聞いた、その瞬しゆん間かんからだ。

　もし王都が戦火に包まれることがあれば、その対応も考えていた。まずは最優先事じ項こうとして国王と王族を王都から避ひ難なんさせる。その後、動くことができる全騎士を動員し、被害を最小限に抑えるための計画も立てていた。

　だが──。

　今、リオランド王国が置かれた状況は、オッロの予想の範はん疇ちゆうにはなかった。

　王都が侵攻された上で、王都騎士団が戦うという状況ではない。

　王都が侵攻された上で──王都騎士団以外の、ある騎士団が戦い得るという状況だ。

「おるではないか」

　ある者が、声を上げた。議会場の混乱が静まっていく。

「王都に帰き還かんする予定だった騎士団が、まだ近くにおると聞いたが？」

　評議員の一人、耳を尖とがらせた美女が言った。

　評議会で唯ゆい一いつのアルク人であり、外交官でもある名めい誉よ貴族だ。彼女が専門外である軍事行こう為いに口を挟はさんだことはほとんどなく、異例のことである。

「確か辺境第三騎士団、といったか？　私などには耳慣れない騎士団のようだが」

「辺境第三騎士団！　まだ帰還していなかったのか！」

　尊大な口調で語るアルク人を、タルルカ議長が見上げた。

　貴族たちの口から、歓かん声せいと戸と惑まどいの声が同時に上がった。

「辺境第三？　キャバレッティ男爵か！　なぜ、彼が王都の近くに？」

「あそこの騎士団長は、反逆の容疑で投とう獄ごくされたと聞いたぞ？」

「反逆だって？　そんな人間を、この大事な局面に……？」

「〝木獣卿〟か。先代と比べて、あれは〝魂なし〟の欠けつ陥かん品だと聞いたが……」

「しかし、他に今戦える者は……」

　これも逃のがれられない、運命というものか──と諦あきらめる気にはなれなかった。

　オッロの腹の中に、ほんの一いつ滴てきの黒い感情が生まれる。

「──よくご存じで。そういえば貴女あなたの部下に、辺境第三の騎士団長と親しい方がおられたのでしたっけ？　デルフォーン氏といいましたか」

　オッロは内に秘ひめた感情を隠かくし、アルク人の評議員に笑いかける。

「そちらこそ、よく知っておるのう。あの騎士団長は誤解されることも多いが、愛国心は確かなものと聞いているぞ？　それとも私の言うことは信じられないか」

「いいえ、とんでもない！」

　他に選せん択たく肢しはなかった。

　運命は流れるままに、がオッロの矜きよう恃じである。

　だが、こうなることが分かっていたかのように──運命の流れが行き着く先を知っていたかのように、いつの間にかそこに一人の人物がいたことが気に入らなかっただけだ。

「貴女が言うなら、間ま違ちがいないでしょう！　すぐに我らが王に彼の釈しやく放ほうを願い出て、辺境第三騎士団を動かしましょう！」

　運命の流れを読んでいたかのように現れた人物は、オッロではなかった。

　その者の名は──。

「ミカド・キャバレッティ男爵を、早急に謁えつ見けんの間へ呼び出すのです！」

　今、オッロが最も口にしたくない男だった。




　　　　＊




「全員、鎧よろいのままでいい。失礼のないよう、マントかコートだけ羽織っていけ。一刻を争う状じよう況きようだ。王もお許しくださるだろう」

「ねえ、ミカド。わたし、このドレス着なきゃダメ？　面めん倒どうくさいなあ」

「お前はどうせすぐに着き替がえることになる。せめて今は姫らしくしておけ」

「ミカド様ぁ！　や、槍やりを……お持ちしました……！　ま、間に、合ったぁ……」

「義兄にい様さま！　私も出しゆつ陣じんの準備はできております！」

「世話をかけたな、ローリィ。リズ、お前を出陣させるつもりはない」

「団長、先ほどご要望の騎士の名めい簿ぼを作成しました。すぐに手を回せるでしょう」

「ではすぐに手配しろ、ハァミア。評議会の許可は必ず下りる」

「団長。お召めしになるなら、こちらのコートのほうが良いと思いますわ……」

「俺のはじめての王謁見が、お前らのような者といっしょか……ちっ」

「王の御ご前ぜんでそのような顔をなさるなよ、アレイシスどの」

「団長、ルゥが我々を戦場に送るため、こちらに向かっているとのこと」

「よし、皆みな、準備はいいな。謁見の間へ向かうぞ」

　言い、ミカド率いる辺境第三騎士団は、王城内にある待機室から出た。

　ミカドは先ほど地ち下か牢ろうから解放されたばかりだ。簡単に身を清めただけで着慣れた革かわ鎧よろいを纏まとい、腰こしの後ろに宝ほう槍そうプラサスを下げた状態である。本来は王城内で武器を携けい行こうすることは禁止されているが、武器を取りに戻もどる時間が惜しかった。

　エチカも身を清めた上でドレスを着込んでいた。ミカドもそうだが地下牢生活のせいで少々、体重が落ちている。だが彼女は結局、一言たりとも弱音を吐はかなかった。

　エチカによって車くるま椅い子すを押された状態のハァミア。

　興行の踊おどり子のように手て脚あしを露あらわにした簡易鎧姿の長身女性、シリーン。

　同じく興行の演劇のように重武装の金属鎧を纏った青年、アレイシス。

　樽たるのような体型とボロボロに破れた毛皮のマントが特とく徴ちよう的な中年男、バムン。

　羽はね飾かざりのついた兜かぶとなど異国の衣い装しようを身につけた男、ダンオーブ。

　以上が、ミカドの号令で集まった辺境第三騎士団の団員たちだった。

　諸事情で遠方にいる団員の何人かは、今回の戦争には間に合わないだろう。

　戦せん闘とうが得意な面子めんつが揃そろっただけでも幸運といえた。結果的に王城で見かけるには珍めずらしい種類の人間ばかりになったのは、彼の騎士団としては当然の流れである。

「団長、やはり私たちはここで待機を……王に、お見苦しい思いをさせるわけには……」

　王都騎士団に先導される中、ハァミアが言った。

「見苦しい？　なんで？」

　ハァミアの車椅子を押しながら、エチカが首を傾かしげた。

「──公爵家から絶ぜつ縁えんされ、全貴族を敵に回した女」

　車椅子に乗った女性が、抱かかえた錫しやく杖じようで自らの脚に触ふれた。

「王都での縄なわ張ばり争いに破れ、今も命を狙ねらわれる犯罪集団の元頭領の娘むすめ」

　そう言って、ハァミアが見たのはシリーンだった。

「えん罪で死し刑けい宣告を受けて、執しつ行こう猶ゆう予よ中の元上級貴族」

　ハァミアが目を向けると、アレイシスが顔をしかめた。

「人とは決して相あい容いれない呪のろいをかけられた、人間社会からの放ほう逐ちく者もの」

　でっぷりと太った腹を撫なでる、バムン。

「リオランド王国に滅ほろぼされた小国の生き残り」

　ダンオーブだけは例外として、武器を衛兵に預けるよう厳命が下された。

「今、ここに向かっているルゥも、そう。儀ぎ法ほう研究所の所長の玩がん具ぐだったり……私たちは全員、本当なら王都を歩くことすら危あやうい落らく伍ご者しやばかり」

　ハァミアの声は重かった。

「団長が救ってくださらなければ、私たちの誰だれもが路頭に迷って飢うえ、他者の慰なぐさみ者ものになり、袋ふくろだたきに遭あい、ゴミのように殺されていたでしょう」

　副団長の独白を、団員たちは誰も止めようとはしなかった。

「私たちはこの国において、特に王都では厄やつ介かい者ものでしかないの。団長はそんな私たちを守るために辺境騎士団を率いておられる。実際には王城に戻れるほどの手て柄がらを挙げても、それを他人に譲ゆずって隠してまで……私たちが団長の足を引っ張っているせいで、〝木獣卿〟なんて不名誉なあだ名まで──」

「私は、己おのれの魂たましいに恥はじるようなことをしたことはない」

　ミカドは騎士団の先頭を歩きながら、言う。

「お前たちは、どうだ？　過去の行いを後こう悔かいしているのなら、ここから去れ。だが誰に何と言われようと、己の魂に恥じることがないのであれば──ついてこい」

　まっすぐ前を向いて歩くミカドの歩みに、迷いは一いつ切さいなかった。

「我ら全員で、辺境第三騎き士し団である。誇ほこりを持って王の御前に立つのだ」

　ハァミアが押し黙だまった。背後から伝わる団員たちの気配からも、迷いが消えていく。

「拝命します」

　頼たよりになる部下たちが声を揃えると同時に、謁見の間に繫つながる扉とびらが開かれた。

　ミカドが以前にやって来たのは、ほんの十数日ほど前のことだ。

　その時と異なる点は、二つ。

　広い空間内には、以前にも増して多くの貴族や騎士たちが並び立っていること。

　そして王族が座る席に、リューリリリィ姫ひめの姿が見えないことだ。

　ミカドが想おもい慕したう姫君は今、国家の大事である儀式を執とり行っている最中だ。古都にある湖を発たち、〝母なる獣けもの〟とともに〝一つの回かい廊ろう〟を進んでいる頃ころだろう。

「王の御前へ」

　衛兵の指示に従い、ミカドたちは絨じゆう毯たんの上を歩いて行く。

　壁かべ際ぎわに居並ぶ貴族たちが、にわかにざわめき立った。

　神聖にして厳おごそかな謁見の間において、ミカドたち辺境第三騎士団の纏う空気は明らかに異質だった。常に戦場に身を置き、一人でも多くの敵兵を斬きり殺すことを使命としてきたのだ。これまで何千、何万という死に立ち会った者たちが一ひと塊かたまりになっていると、それだけで殺さつ伐ばつとした重苦しさが際きわ立だってしまう。

「跪ひざまずきなさい、ミカド・キャバレッティ男だん爵しやくと辺境第三騎士団の団員たちよ」

　玉座のそばに立った男が言った。

　デデガンオッロ・マーシア公爵。今のリオランド王国における貴族階級の筆頭にして、ミカドの背後にいるハァミアの実じつ兄けいである。

　ミカドたちは玉座の前で、いっせいに膝ひざをついた。車椅子に乗ったハァミアだけは恐きよう縮しゆくし、できるかぎり頭を下げることで敬礼の代わりとする。

「我らが王から、お言葉があります」

　マーシア公爵もまたミカドたちと同様、サーコートの下に鎧を着込んでいた。第一騎士団の団長でもある公爵は、〝母の迎むかえ〟の護衛から急きゆう遽きよ舞まい戻ったのだろう。

「──立つがいい、男爵。そしてエチカ・ユーソラ姫」

　ソリス王が促うながした。

　ミカドとエチカは、ゆっくりと立ち上がる。

「話は聞いている。やむなき状況とはいえ、辛つらい目に遭わせたな」

　リオランド国王から、直々に労ねぎらいの言を頂ちよう戴だいするとは思わなかった。多少のささくれを残した魂が、すっと癒いえていくのを感じる。

「もったいない、お言葉でございます」

　意識して、凜りんとした声で答える。

　国王の隣となりにある空席──誰もいない国母の席は、今は見ないようにした。

「我がリオランド王国に対する忠誠心は、今も変わりないか？」

「過去、現在、そしてこれからも私の愛国心が揺ゆらぐことは決してございません」

「ユーソラ姫。そなたは我が王国に協力的であると聞く。今も、そうであるか？」

「はい。私の手で同どう胞ほうを止めて、それを証明してみせます」

　エチカは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんも見せなかった。

　ミカドが戦場に向かうなら、〝魂の双ふた仔ご〟で縛しばられたエチカも同じ場所に向かうしかない。エチカの覚かく悟ごは歴戦の騎士と同じ、いやそれ以上に確固たるものだった。

「ミカド・キャバレッティ男爵、そなたの力が必要だ。ユーソラ姫の助力もな」

「二つ、お願いがございます、陛下」

　ミカドは畏おそれながらも国王の顔を見み据すえ、言った。

「キャバレッティ男爵。言いたいことがあるなら、この後の評議会で聞こう」

「良い、公爵。申してみよ、男爵」

「一つは、〝雫しずく人びと〟と戦う上で、必要になると思われる騎士がおります。すでに名簿を作っておりますゆえ、彼らを我が騎士団に暫ざん定てい的に加えることをお許しください」

「よきにはからうといい」

　ソリス国王の判断は速かった。それほどまで今の王国が窮きゆう地ちにあるということだ。

「もう一つ。隣にいるエチカの騎き獣じゆうともいうべき〝ギデオン〟を、正式に彼女の所有物として下か賜しいただきますよう。我らは戦場においても行動を共にしなければならない身。我が爵獣と並び走るのは、並の獣では不可能でありますゆえ」

　ソリス王が、マーシア公爵を一いち瞥べつした。

　公爵が沈ちん黙もくを守ったことで、判断は国王に一任された。ソリス王が厳かに言う。

「許可しよう」

「ありがとうございます！」

　嬉き々きとするエチカを微笑ほほえましそうに見ながら、マーシア公爵が言った。

「キャバレッティ男爵。敵は強く、状況は逼ひつ迫ぱくしている。敵を滅ぼせとまでは言わない。〝母の迎え〟を終えるまで時間稼かせぎをしてくれれば、私の王都第一騎士団が必ずや敵を倒たおし、王都を守ってみせよう。安心して戦うといい」

　守護星を目元に浮うかべた騎士、〝紫水卿〟が腕うでを胸に当てた。

「君の健けん闘とうを祈いのる！　ソーラ・オー・リオランド！」

　その堂々とした敬礼に、「おお……」と貴族たちが感かん嘆たんの声を漏もらした。

　その光り輝かがやく魂が、謁えつ見けんの間に沈ちん殿でんする重い空気を解放するかのようだった。その場の誰もが魂の共鳴を受け、誇り高い気持ちに酔よいしれる。

「協力に感謝します、公爵。しかし心配無用。敵は必ず──私が討うち滅ぼしてみせます」

　緊きん張ちよう感かんから解き放たれた謁見の間に、再び重苦しい空気が落ちた。

　束つかの間の油断も許さない魂の発生源は、ミカド・キャバレッティ。

　リオランド王国の敵を討つ。

　それが何者であろうと排はい除じよしてみせるのが、ミカドの使命である。

「ソーラ・オー・リオランド」

　返礼として敬礼するミカドの双そう眸ぼうに、何を見たのか。

　貴族たちの中から「ひっ……」と小さな悲鳴が上がった。マーシア公爵によって浄じよう化かされたはずの息苦しさが、再び謁見の間を支配した。

　光と影かげ。

　リオランド王国において輝く才能を持つ者は、王都第一騎士団への加入を目指す。

　一方で、王国の表おもて舞ぶ台たいから蹴けり出され、行き場を失った者は──辺境第三騎士団へと転がり落ちる。

　そのような意味で、ミカドとマーシア公爵は対照的な存在といえるかもしれなかった。

「命を下す。キャバレッティ男爵よ、我がリオランド王国を外敵から護まもるのだ」

　王命が下された。

　騎士の誉ほまれともいうべき瞬間に、ミカドの脳のう裏りに蘇よみがえったのは過去の光景だった。

　──王国を護るのです、ミカド……。

　今は亡なき、かの女性の幻げん影えいを振ふり払はらう。

　ミカド以下、辺境第三騎士団の全員が立ち上がり、忠誠を叫さけんだ。

「ソーラ・オー・リオランド！」








Chapter 2










>>　Section 1






　その日は、歴史あるリオランド王国にとって祝福の一日となるはずだった。

「大通りを避さけて行く！　遅おくれるな！」

　王城を出るなり、ミカドは爵獣ループを走らせた。

「ハァミアも、できるかぎり急いで合流しろ！」

「はい、必ず……！」

　巨きよ軀くゆえに鈍どん足そくの爵獣ムッサに乗ったハァミアを置き、辺境第三騎士団が駆かける。

　ミカドの隣には、地面から浮いた状態で疾しつ走そうする白い板切れ──〝ギデオン〟に乗ったエチカがいた。本人は着き替がえを望んだが、今はドレスの裾すそを結んで応急処置している。

「エチカ、例のプログラムは本当に間に合うんだな！」

「一度組んだプログラムは、絶対に忘れない！　オリジナルが手元にないから、だいぶ時間がかかっちゃうだろうけど……間に合わせる！」

　エチカは手元に浮かんだ鍵けん盤ばんのような映像に指を走らせていた。前を見ずとも正確にミカドと併へい走そうできているのは、自動操縦機能とやらのおかげだろう。

「よし！　──全員、今は王都からの脱だつ出しゆつに集中しろ！　追って指示を出す！」

　現時点で、辺境第三騎士団の騎士はミカドを含ふくめて五人いる。他ほかの騎士団から借り受けた──王命でなければ評議会に渋しぶられていたであろう、優ゆう秀しゆうな騎士も五人いた。

　そこにエチカを加え、総勢十一人が中央区の裏路地を駆け抜ぬけていく。

　大通りを迂う回かいしたのは、王城を出た瞬間、街の浮かれた雰ふん囲い気きを感じ取ったからだ。細い路地を走る最中も、時折、王都民がひしめく大通りの様子が視界に入った。

「──リューリリリィ姫ひめ、万ばん歳ざい！」

「新しい国母様に、祝福あれ！」

「ソリス王のご威い光こうと〝母なる獣〟の慈じ愛あいに、乾かん杯ぱい！」

「リオランド王国、万歳！」

〝母の迎え〟の当日を迎え、王都は馬ば鹿か騒さわぎに包まれていた。

　誰だれもが家から飛び出し、通りを占せん拠きよして肩かたを組み合っている。今日だけで普ふ段だんの十日分の酒と食しよく糧りようが倉庫から引っ張り出されることだろう。

　前回の〝母の迎むかえ〟から、実に十数年ぶりの儀ぎ式しきなのだ。

　夜には、リューリリリィ姫と〝母なる獣けもの〟がこの大通りを練り歩くことになる。

　その御お姿すがたを目まの当たりにするのを、王都にいる全国民が心待ちにしていた。

「王都は、相変わらず……誰もが愉たのしげですのね。何も知らずに……」

　大型の爵しやく獣じゆうに乗ったシリーンが、どこか寂さびしそうに言った。

　長方形の大おお盾たてを背負ったアレイシスが、鼻を鳴らした。

「何も知らずにいられるのが、あいつら平民の特権だからな。羨うらやましいよ」

「〝雫人〟の襲しゆう撃げきを国民に知らせないという評議会の判断は、正しいと思うがのう。今の王都で避ひ難なんを呼びかけても、無む駄だどころか収しゆう拾しゆうがつかなくなるだけだろう」

　樽たるのような腹をしたバムンも、短い手て脚あしで器用に騎獣を操あやつりながら言う。

　羽はね飾かざりの兜かぶとをかぶったダンオーブも、しっかりとミカドについてきている。王都騎士団の五人も選えり抜きの騎士だけあって、彼らに後おくれをとることはなかった。

「国民は皆みな、不安なのだ」

　ミカドは先頭を走りながら、言う。

「〝雫人〟が脅きよう威いだということは、もはや誰もが知っている。だが、それでもリューリリリィ姫が我が国を救ってくれると信じ、願っているのだ」

　障害物を避け、時折すれ違ちがう住民をかわし、騎士の一団が王都を疾走する。

「〝母の迎え〟は願いの儀式だ。彼らの願いは、常にその時代の国母様に託たくされてきた」

　ミカドは前ぜん傾けい姿勢をとり、爵獣ループの脚をさらに加速させる。

「そして、その国母様を護り、国民の願いを叶かなえるのが──我々、騎士の使命である」

　ミカドたちは中央区を抜け、平民街を通過する。

　防ぼう壁へきの門を護る衛兵には、すでに彼らの出しゆつ陣じんが知らされていたようだ。全速力で駆け抜けるミカドたちを制止することなく、敬礼する。

「ご武運を！　キャバレッティ男爵！」

　すれ違い様ざまに門番を横目に見て、一度だけ頷うなずくミカド。

　王都を脱出し、街かい道どうに出ると、すぐに見覚えのある人物が視界に入った。

「団長！」

　辺境第三騎士団の団員、ルゥだ。ひらひらとした衣い装しようを風になびかせながら騎獣を駆る少年が、大きく弧こを描えがいて方向転てん換かんした。ミカドのそばを併走する。

「先導しろ、ルゥ。急ぐぞ」

「はい！　──〝跳とべよ、奔はしれよ〟……！」

　一団の脚が、軽くなった。街道を走る速度が、急加速する。

「駐ちゆう屯とん地ちから派は遣けんされた兵団の防衛線は、すでに崩ほう壊かいしたそうです！　フィギュも偵てい察さつを中断して、シズモスが陣を張ってる辺境第三騎き士し団の兵団に合流するとのこと……！」

　シズモスという騎士も、ミカド率いる辺境第三騎士団の団員である。

「敵兵が目指してるのは、やっぱり王都みたいです。ぼくら辺境第三騎士団が最終防衛線になるのは、間違いないかと……！　でも──」

　報告するルゥの表情が、悲ひ壮そうに歪ゆがんだ。

「敵の召しよう喚かんが止まらないんです……！　フィギュの予想じゃ、このままだと敵の数は一万を超こえてもおかしくないって……！　ぼくたちの兵団は五千しかいないのに！」

　圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力を持つ敵に対し、兵数までも不利に置かれた状じよう況きよう──。

　それが現在の辺境第三騎士団、ひいてはリオランド王国が陥おちいった戦況である。

「敵は今も増えながら、前進している。つまり縦に伸のびた陣形で攻せめ込んでいる状況だ。我々はその列を分断し、敵陣の先せん端たんから打ち破っていく」

　ミカドは後ろに続く部下たちを振り返った。

「各自、作戦を伝える！　まずはシリーン、私の横へ！　──エチカ！　ひとまずプログラムは後だ！　騎士たちに必要な指示を伝えてくれ！」

「わ、分かった！」

　ミカドとエチカがともに地ち下か牢ろうで過ごした時間は、互たがいに多くの知識をもたらした。

　ミカドはエチカから、地球人が育はぐくんだ科学技術の一端を。

　エチカはミカドから、この星で生きる人々が寄り添そう獣や儀法の基き礎そを。

　誰も邪じや魔まする者のいない地下で、二人は思うままに質問を投げかけ、討論し、考え方の違いなどで衝しよう突とつすることもあったが、すぐに知ち識しき欲よくに負けて会話を再開する。

　質問のぶつけ合いは、やがて思考実験となり、エチカ曰いわく〝シミュレーション〟という模も擬ぎ戦に至るようにもなり──。

　現在のリオランド王国の兵力では、地球の科学技術に立ち向かうのは難しいという結論に至った。何度、やってもだ。

　ただし、全くの無力というわけではなかった。

　今のミカドたちでも、せめてもの抵てい抗こうを試みることはできる。

　あくまで一つや二つに過ぎない手段だが──。

　ミカドは、地球人という侵しん略りやく者しやたちにむざむざと蹂じゆう躙りんされるつもりはなかった。

「──団長！　もうすぐ、ぼくたちの兵団に合流できます！」

　先導するルゥが、叫んだ。

　ミカドは頷いた。表情には出さないものの、手た綱づなを強く握にぎりしめる。

　近い。近すぎる。

　全力で領内を走り続けてきたとはいえ、王都は目と鼻の先と言って良い距きよ離りだ。

　時間稼かせぎをしろ、とマーシア公爵は言った。

　だが、あれが王や貴族たちを安心させるための方便であることは明らかだった。

　もしミカドたちが敗れることがあれば──王都は防戦の態勢を整える猶ゆう予よもなく、あっという間に敵兵に吞のみ込まれるだろう。

「見えました！」

　走るミカドたちの前方に、広大な平原が拡ひろがった。

　五千の兵士たちが陣形を整えているのは、平地の中でも緩ゆるやかな下り坂になった場所だった。見晴らしが良く、騎兵、歩兵ともに出足を速められる良い地形と配陣だ。

　ミカドたちが兵士達の背後から近づくと、ざわめきが起きた。

　彼は爵獣ループの脚を遅らせ、兵士たちの中央を歩いていく。騎兵は陣の左右に並んでいるため、歩兵の中央を爵獣に乗って進む彼の姿は全兵から見上げることができる。

　ざわめきは次し第だいに高まっていき──。

　ミカドが兵団の先頭に立ち、振ふり返ると、その声は頂点に達した。

　怒ど号ごうにも近い兵士の声が連れん鎖さし、大気を震ふるわせる。「団長！」「おおおお！　ミカド団長！」「我らが騎士団長が、お戻もどりになった！」という叫さけびは、騎士団長ミカドの復帰に歓かん喜きする彼らの魂たましいから発せられたものでもあった。

「す、すごい……」

　面を食くらうエチカの横で、そばにいたルゥが微笑ほほえんだ。

「ぼくらはみんな、ミカド団長といっしょに戦ってきた仲間なんだ。古株は団長が子供の頃ころから戦ってきたことを知ってるし、新兵だって団長に拾ってもらった人ばかり……」

　ルゥの言う通り、ミカドの義父ちちが騎士団長だった頃からいる兵士たちの中には、彼の成長を見守ってきた親心に似た気持ちを抱いだく者もいるだろう。一方で新たに加入した兵士たちには厳しく、しかし見放すことなく訓練を施ほどこしてきた。他ならぬミカド自身が、義父からそのように教育されてきたように。

　辺境第三騎士団とは、騎士団長と騎士団員のみにあらず。

　ここにいる全兵士が揃そろって、リオランド王国の辺境第三騎士団なのである。

「全軍の指揮権をお返しします、団長」

　赤い髪かみ、赤い瞳ひとみ、赤い斧、赤い騎獣という赤色が際きわ立だつ女性が、ミカドに敬礼した。白い肌はだと金色の聖印を象かたどった髪かみ飾かざりすらも、かえって彼女の赤を目立たせている。

「ご苦労だった、シズモス。ルゥから作戦の詳しよう細さいを聞いて、配置につけ」

「団長」

　フィギュも軍に合流した。白い無ぶ精しよう髭ひげを生やした顎あごが、汗あせと煤すすで汚よごれている。

「よく敵を発見してくれた、フィギュ。今は少しでも身体からだを休めておけ」

「はっ」

　十二人の騎士と、五千の兵。そして一人の地球人。

　それがリオランド王国を護まもる最終防衛戦の全兵力である。

「はじめてくれ」

　ミカドは後方にいる王都騎士団の五人を振り返った。

　頷き、ここに来る途と中ちゆうで伝えた指示通り、動き出す五人。

　地球人による突とつ然ぜんの王都侵しん攻こうに対し、ミカドたちができる対応は少ない。地下牢でエチカとともに考えた対策を実行しようにも、時間と備えが足りなかった。

　だから今からすることは、あくまで応急処置的な対たい抗こう策にすぎない。

　だが、それをするとしないとでは、味方の被ひ害がいは雲うん泥でいの差になるだろう。

「──栄はえあるリオランド王国の兵士たちよ！」

　兵士たちの声が収まった頃ころ合あいを見計らい、ミカドは声を張り上げた。

「我らが母国の土を、邪じや悪あくな侵略者が踏ふみ荒あらさんとしている！　やつらが目指しているのは、我らのすぐ後方にある王都！　我らが国王のおわす聖なる地である！」

　ミカドの声が全軍に響ひびき渡わたった。

「我々が敗北するようなことがあれば、国民は蹂躙され、我らが王も敵の手にかかるであろう！　歴史あるリオランド王国の存亡は、我々の手にかかっている！」

　これまでに数百、数千回と軍を動かしてきた声である。儀ぎ法ほうを使って拡声せずとも、彼の腹から絞しぼり出した大声は平原に反はん響きようし、遠方まで伝わった。

「敵は儀法とは異なる力を使う！　見たこともない異形をしている！　だが臆おくすることはない！　我々はこれまでも戦い、勝利してきたはずだ！　敵の姿形など関係ない！　我々が立ち向かうべきは、いかなる時もリオランド王国の敵──それだけである！」

　全すべての騎士団員と兵士たちが、ミカドの一挙手一投足を見守っていた。

「誇ほこれ！　母なるリオランド王国を護るという使命を！」

　若き騎士団長の鼓こ舞ぶが、全軍に浸しん透とうする。

「滅ほろぼせ！　リオランド王国に仇あだなす敵を！」

　ミカドは宝ほう槍そうプラサスを天高くかざし、叫んだ。

「今こそ、己おのれの魂を示すのだ！　ソーラ・オー・リオランド！」

　地面が爆ばく発はつしたかのような喚かん声せいが、全軍から沸わき上がった。ミカドが騎乗した爵獣ループのみならず、全騎士団員が乗る爵獣の衣装が熱気で舞まい上がる。

　フィギュとルゥの報告通りなら、もう間もなく敵が現れるはずだ。

　はじめて遭そう遇ぐうする敵と戦う前に、士気を高める猶予があっただけでも幸いだった。

　まだ時間があるのなら、エチカ・ユーソラも兵団に紹しよう介かいしておきたいところだ。乱戦の最中で敵と間ま違ちがえられて狙ねらわれたりしないように──。

「……エチカ？　何をしている」

　ミカドが隣となりを見ると、エチカが〝ギデオン〟の陰かげに隠かくれてコソコソと何かをしていた。

「わっ、ちょっと！　み、見ないで、ぎゃー！」

〝ギデオン〟の後ろで、半はん裸ら状態のエチカが騒さわぎ立てた。

　今まさに少女の身体を覆おおいつつあるのは、身体に密着した青と白の皮ひ膜まくだった。王都でシジェンコと戦った時にも見た、彼女専用の衣装である。〝ギデオン〟に触ふれた指先から伝わる白い触しよく手しゆのようなものが、一いつ瞬しゆんだけ見えた胸を覆い隠すところだった。

「こんな時に、着き替がえか？」

「着慣れたレーシングスーツじゃないと、やっぱり落ち着かないんだもん！」

　耳を真っ赤にして、大した膨ふくらみもない胸を隠すエチカ。話に聞いたエラプターという機能で製作したのだろう、〝ギデオン〟の腹からせり出した台の上に球形の兜かぶとのようなものが現れる。ヘルメットという装備だろう。
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「もう備び蓄ちくはなくなってたんだけど、ここでこれを〝ギデオン〟が見つけたから──新しいスーツとヘルメットを作れたんだよ」

　エチカがヘルメットを頭にかぶり、その表面を撫なでた。表面が一瞬にして透とう明めいになる。真しん剣けんな表情を露あらわにした少女が見せたのは、ごくありふれた石コロに見えた。

「少量だけど、これ──ダイラタント金属の原石だ。信じられない……地球じゃ人類が長い歴史の果てに、ようやく合成法を発見した金属なのに」

　エチカが石を握りしめた。唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「この星には、原石として元から存在してたんだ。地表に欠片かけらが落ちてるってことは、そこら中に大きな鉱脈があってもおかしくない……」

「……地球人が〝Ｂｒｉｚｚブリズ〟システムを起動できたのは、そのせいか」

　少女の言葉の重大性は、彼女から地球の技術を学習したミカドにも理解できた。

「まずいよ、ミカド。わたしたち地球人にとって、この星は──資源の宝庫だ」

　つまり、今後も新たな〝Ｂｒｉｚｚ〟システムの出現を阻はばむ方法はないということだ。

　たとえ今、リオランドを護ることができたとしても、すぐに次の敵が現れる。

〝Ｂｒｉｚｚ〟システムを操あやつる地球人を、一人残らず滅ぼさないかぎり──。

「──今は、目の前にいる敵を倒たおすことだけを考えるぞ」

　ミカドは平原の先へと目を向けた。

「お前も集中しろ、エチカ。もし地球人がリオランド王国を滅ぼすようなことがあれば、もう後あと戻もどりはできないぞ」

　エチカが〝ギデオン〟に飛び乗った。ミカドの隣に並ぶ。

「そうなれば、地球人はリオランド王国のみならず──この星にとっての敵となる。次は我が身と畏おそれた世界中の国々が、地球人という種を滅ぼすために動き出すだろう」

「……そうはさせない。絶対に」

　緩やかな坂となった丘おかに陣じん取どった辺境第三騎き士し団からは、平原のはるか先を見み渡わたすことができた。全軍が見守る地平線に、小さな粒つぶのような群れが現れた。

「来たか！」

　バムンが叫んだ。騎士団員たちが武器を構え、兵士たちがざわめき立つ。

「いや、あれは──撤てつ退たい中の味方の軍だ！」

　黒い瞳を見開き、フィギュが言った。すぐにミカドの目でも確かく認にんできるようになる。

　もはや陣形も何もなかった。騎獣に乗った騎兵と歩兵が入り交じり、こちらに向かって一目散に逃とう走そうする兵士たちの姿があった。

　その最さい後こう尾びが見えたかと思った、直後──。

「……！」

　ミカドの軍に、動どう揺ようが拡がった。

　脇わき目めもふらずに撤退する軍隊の背中を、赤い光線や爆ばく風ふうが襲おそった。

　光線と爆発物を放つ金属製の獣けもの──〝Ｂｒｉｚｚ〟システムによって量産された無人機たちが姿を現す。二種の歩行型ドローンと一種の飛行型ドローンについてもエチカから教わっていたが、はじめて実物を目まの当たりにしたミカドには酷ひどく歪いびつなものに見えた。

　あれらには、魂が存在しないという。

　プログラムという仕組まれた命令に従い、敵を殺害するためだけに動く。その行こう為いには魂に対する尊厳も善悪もない。彼らにとって殺人行為は、カップに紅茶を注ぐことと等しい。プログラムに書き込まれただけの、単なる作業でしかないのだ。

　ミカドにとって、頭で理解することはできても──受け入れがたい存在である。

　獣と魂を交かわすことで生きる世界、このハローズとは相あい容いれない物たちだ。

「団長！　助けに行かなきゃ……！」

　ルゥが叫んだ。周りの騎士たちも、すぐにでも走り出せるよう前ぜん傾けい姿勢を取る。

　兵士たちも叫びだした。「団長！」「早く出ましょう！」とミカドを急せかす。

　しかしミカドは大きく口を開き、最大の声量で叫ぶ。

「全軍──待機だ！」

　辺境第三騎士団の全員が、驚おどろきの目でミカドを見た。

「今、我々が戦っても、彼らの二の舞まいになるだけだ！　敵兵の〝目〟を狂くるわせるための儀法が完成するまで、一歩も動いてはならない！」

　ミカドたちのいる軍の後方で、王都騎士団の団員たちが奇き妙みような物体を創つくり出していた。

　鉄を操ることができる騎士が、地中の砂鉄を集めて四本の柱を立てた。正四角形を描えがく形に配置した柱は、よく見ると線状の鉄線を密集させたものであり、それ自体をらせん状に地上から天に向かって伸のばしている。

　磁力を操る騎士が柱に磁気を纏まとわせ、雷かみなりを操る騎士が周囲に電でん撃げきを走らせる。

「敵は我々とは異なる方法で、私たちを見ている！　その狙いを狂わせないかぎり、やつらの放つ攻こう撃げきを避さけることはできない！」

　敵のドローンは、いわゆる電波や磁場という力の作用で目標を捕ほ捉そくしている。

　その目、センサーやレーダーという機能を、さらに強力なそれで乱すのだ。

　地球人の言う妨害電波ジヤミング発生装置を、ミカドはこの場に創り出そうとしていた。

　とうの地球人からすれば、それすらも酷く原始的な対抗手段に見えるだろう。精密な電子機器を戦争に利用する時代になってからは、味方側の戦力にも影えい響きようが生じてしまう同装置を使用することはとっくになくなったという。

　だがこの世界ハローズにおいては、効果的なはずだ。

　電子機器を搭とう載さいした装置を使うのは、異い邦ほう人じんたる〝雫しずく人びと〟だけだからである。

　人と獣が魂たましいを交わして戦うミカドたちには、妨害電波など意味はない。

「援えん護ご儀ぎ法ほうを！」

　ミカドの指示に、残りの王都騎士団員たちが動いた。

　五千の兵団の武器が、淡あわい白色の燐りん光こうを纏った。兵士たちの全員に半はん透とう明めいの花びらがつきまとい、敵からの攻撃を防ぐ風を吹ふかせる。

　ミカド率いる辺境第三騎士団は、純じゆん粋すいな戦せん闘とうに特化した騎士たちが多い。一方で彼が借り受けた王都騎士団員は、五人とも各騎士団が誇る特とく殊しゆな儀法の使い手である。

　辺境第三騎士団だけでは、この決戦に打ち勝つことは不可能だ。

　ミカドがそう判断し、王がその判断を指示したことで、現時点におけるリオランド王国の最大戦力をここに結集することができた。

　彼らが敗北することがあれば──王都を護る術すべは、もはや存在しない。

「団長！　味方たちが……！」

「あああっ……！」

　兵士たちが、悲痛な叫さけび声を上げた。

　ミカドたちが動かずにいる間も、平原を逃にげる兵士たちの数が減り続けていた。

　所属は違えど、同じリオランド王国の兵士である。為なす術もなくレーザー光線に撃うち抜ぬかれていく彼らに自らの姿を重ね、辺境第三騎士団の兵士たちが呻うめき声を上げる。

　ミカドは表情を動かさなかった。手た綱づなを握にぎりしめる拳こぶしに、力を込める。

「ああああ……」

　隣にいるエチカは、すでに涙なみだをこぼしていた。だが今、飛び出しても、無む駄だ死じにするだけだということを一番よく分かっているのが彼女だ。

　撤退する兵士たちの隊長だろうか、爵しやく獣じゆう騎士らしき人物が最後まで兵を守ろうと戦っている姿が見えた。

　その爵獣騎士が、ふとミカドたちの軍隊に気づき──。

　先頭に立つミカドを、すがるような目で見たような気がした。

「団長ぉおお！　早く出ましょう！」

「このままじゃ、本当に全ぜん滅めつしちまう！」

　ミカドと爵獣騎士は、はるかな距きよ離りを隔へだててまっすぐに見つめ合い──。

　爵獣騎士がついに戦闘用ドローンに撃ち抜かれ、地面に転てん倒とうした。

「待機だ！」

　ミカドは冷れい徹てつに命令する。

　彼は虐ぎやく殺さつの光景から、その鋭するどい眼まな差ざしを逸そらさなかった。血の気を失うほど強く握りしめた拳と、高まる鼓こ動どうを誰だれにも悟さとらせない彼の代わりに──ミカドの魂と共鳴した爵獣ループが、身を震ふるわせていななく。

　とうとう、最後の一兵が戦闘用ドローンの波に吞のみ込まれた。

　邪じや魔ま者もののいなくなった平原を、ドローンが我が物顔で行進する。

「──」

　辺境第三騎士団に、叫ぶ者はもはや一人もいなかった。

　味方の全滅を見届け、嗚お咽えつする者、怒いかりに呻く者、荒あらい息を吐はいて足あし踏ぶみする者──鍛きたえ上げた兵士たちに、しかしミカドの命令を無視して駆かけ出す者はいなかった。

　そんなミカドたちをも蹂じゆう躙りんしようと、接近するドローンの大群。

　辺境第三騎士団は動かず、殺気だけを高まらせていき──。

　とうとう、エチカが叫んだ。

「ミカド！　〝ギデオン〟の自動操縦機能が停止した！　この帯域を維い持じして！」

　ミカドは後方を振ふり向いて、手を掲かかげた。四本の柱のそばにいる王都騎士団員たちが頷うなずくのを見届けてから、前方から迫せまるドローンに向き直る。

「──やつらを、滅ほろぼすぞ。一兵たりとも逃のがすな」

　ミカドの声が、静まり返った兵団に伝わった。

「全軍……前進ッッ！」

　ついにリオランド王国の存亡を懸かけた決戦が始まった。

　怒りに魂を震わせた兵士たちの士気は、最高潮に達していた。左右に展開する騎兵と、盾たてを構えてゆっくりと前進する歩兵、そのどちらも喉のどの奥から鬨ときの声を絞しぼり出す。

　敵のドローンは、見るからにその挙動を鈍にぶらせていた。歩行型ドローンは行進を中断し、飛行型ドローンはバランスを崩くずしてふらついている。エチカが言うには、ドローンに搭載された人工知能が異常を分ぶん析せきし、いずれ態勢を立て直すだろうとのことだが──それでも充じゆう分ぶんな効果といえよう。

　妨害電波の影えい響きよう範はん囲いに入ったドローンの数は、およそ三千。

　ミカドたちが数で勝まさっているが、それも今だけだ。ドローンの行列は地平線の先から続々と連なっており、その数は増える一方である。

　ミカドは騎兵を率い、戦場の左側を迂う回かいした。平原を侵しん攻こうするドローンの先頭を無視し、大きく弧こを描いて行列の中腹を目指す。

「シリーン！　派手に動け！」

　ミカドの前を走るシリーンが、大型の騎獣の上で両りよう腕うでを広げた。素す肌はだを晒さらしていた長い手て脚あしが爆ばく発はつするように膨ぼう張ちようし、剛ごう毛もうを生やす。

「エチカ！　私のそばから離はなれるな！　お前の出番は、今じゃない！」

「分かってる！」

〝ギデオン〟に乗ったエチカが、はっきりと返事をした。〝魂の双ふた仔ご〟のせいでミカドから離れることができないとはいえ、まだ若い彼女が戦場で浮うき足立つことがないか危き惧ぐしていたが──杞き憂ゆうだった。その経歴上、戦場を駆けることには慣れているのだろう。

　ミカドのそばにいる爵獣騎士は、シリーンだけだ。他ほかの爵獣騎士たちは、それぞれの役割を担になって別の隊を率いている。

「始めるぞ！」

　リオランド王国の兵士たちと、地球人の生み出したドローンが激げき突とつした。

　シリーンを先頭にして走る騎兵に向かって、戦闘用ドローンが赤い熱線を放った。しかしセンサーが正常に機能していないのだろう。ことごとく狙ねらいがはずれる。

「──ガァアアアアアッッッ！」

　シリーンが獣の咆ほう哮こうを上げた。何倍にも膨ふくれ上がった腕で大きな矛ほこを振り下ろし、四つ脚型のドローンをなぎ払はらう。矛を叩たたきつけられたドローンたちが地面に沈しずみ、次の瞬しゆん間かんは見えない衝しよう撃げきによって空中に舞まい上がった。その機体に紫むらさき色いろに輝かがやく亀き裂れつが入ったかと思うと、弾はじけるようにして砕くだけ散る。

「ァァアアアッッ！」

　辺境第三騎き士し団の特とつ攻こう隊長が、ドローンの行列に横穴を空けることに成功した。次々と砕け散っていくドローンの破は片へんが降り注ぐ中、後続のミカドたちも突とつ撃げきを開始する。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　ミカドの槍やり突撃が、歩行型ドローンを貫つらぬいた。

　数機をまとめて貫くつもりだったが、宝ほう槍そうプラサスで破は壊かいできたのは一機だけだった。王国きっての強化儀法を武器にかけられているとはいえ、一いつ般ぱんの兵士たちがダイラタント金属を破壊することは容易ではないだろう。

　ミカドたちの突撃と同時に、戦場全体で接近戦が始まった。

　もう一方の騎兵隊も、敵の行列に斬り込んだことが分かった。赤いレーザー光線が飛び交かっているが、騎兵を率いるフィギュならばうまくかわしていることだろう。

　歩兵たちも、ドローン軍団の最前線と衝突した。歩兵たちの激しい怒ど号ごうに交ざり、シズモスが儀法を発動させる声が聞こえた。

　飛行型ドローンから、攻撃の雨が降り注いだ。妨害電波のせいで狙いが定さだかではないものの、確実に被ひ害がいを増やしていく。ルゥとダンオーブが率いる弓隊が、儀法を込めた矢や石せき礫れきで打ち落とすべく応戦を開始した。

「──グゥッッ！」

　強きよう行こう突とつ破ぱでドローンの行列を分断しようとするシリーンが、敵の光線に晒された。右みぎ肩かたを撃ち抜かれ、怯ひるんだところに集中砲ほう火かを受ける。

　爵獣もろとも全身を撃ち抜かれ、シリーンの長身が力なく傾かたむく。

「シリーンさん！」

　異星の姫ひめ、エチカの悲鳴が、女性騎士の失った魂を呼び戻もどしたかのように──。

「──ッッガァァアアッ！」

　シリーンが体勢を立て直した。焼け焦こげて失った右腕や、撃ち抜かれて穴が空いた身体からだが、見る間に血と肉を取り戻して再生していく。彼女が駆る大型の爵獣も同じように、負傷を瞬時に回復させていった。

　シリーンは半不死身ともいうべき再生能力を持つ爵獣騎士である。その弱点を知らないかぎり、何なん人ぴとも彼女を止めることはできない。

　猛もう攻こうを再開したシリーンが、戦闘用ドローンをなぎ倒たおしていく。

　現在の戦せん況きようは、悪くはないといっていい。

　即そく席せきの妨害電波装置がなければ、敵の光線や砲撃によって一方的に半はん壊かいさせられていただろう。だが現時点ではそうはならず、騎兵はドローン軍団に斬きり込むことに成功し、歩兵は正面から敵の前進を食い止めることができている。

「いいぞ！　このままドローンを減らし続け、敵をこの平原に封ふうじ込めるのだ！」

　ミカドが率いる騎兵たちが、呼応の声を上げた。エチカだけが低い声で呻く。

「減らすだけじゃ、ダメだ──元を絶たなきゃ……！」

「分かっている！　だが、その前にやらなければならないことがある！」

　シリーンを盾にして乱戦の中を走りながら、ミカドは戦場を見回す。

「シリーン！　もっと目立て！　〝ヤツら〟を引っ張り出すのだ！」

　妨ぼう害がい電波は、レーダーやセンサーを使ったドローンに向けての対たい抗こう策だ。

　しかし、この戦場には──その対策が効かない敵も存在している。

「妨害電波が効かない敵を排はい除じよせねば、この戦場は長くもたない！」

　ミカドには、確信があった。

　彼が探す敵は、必ずやこの戦場のどこかにいる。──わずかな時間、間近で対たい峙じしただけだが、王城の謁えつ見けんの間でミカドと目を合わせたあの男の顔つきは忘れない。

　あれは生きつ粋すいの戦士だ。どれだけの数の部下を率いる立場になろうとも、結局は自身が戦いに加わらなければ勝利の実感を味わうことができない、戦争中毒者である。

「……敵てき影えい！　回かい避ひしろ！」

　ミカドが視界に捉とらえた影かげが、彼の予感を的中させた。

　シリーンと騎兵たちが、とっさに彼の指示に従った。騎獣を操あやつり、いっせいにその場から跳とんで離れる。──だが被害は皆かい無むとはいかなかった。

　空から飛来した人影が着地し、青白い電撃を纏まとう両腕を地面に叩きつけた。地面が陥かん没ぼつするほどの衝撃波が、数人の騎兵を灼やき尽つくしてバラバラに吹ふき飛ばす。

　王都に侵しん入にゆうしたシジェンコと、装備の雰ふん囲い気きは似ていた。だが寸分の隙すき間まもなく全身を覆おおい尽くした装そう甲こうは分厚く、重装兵を連想させる。青白い放電に包まれた腕でヘルメットを撫なでると、その重そうなヘルメットが透とう明めいになった。

「リッチマン＝ＯＦ５！」

　厳いかつい中年男性の顔を見て、エチカが叫さけんだ。

「現れたな……！」

　ミカドが突撃槍を構えるも、敵の次なる行動のほうが早かった。

　リッチマンが再び跳ちよう躍やくし、地面に右の前ぜん腕わん部を地面に叩きつける。地面を伝う衝撃と電磁場が、また一人の騎兵を巻き込んで粉々にした。

「貴様が指揮官だな！　我々の邪じや魔まはさせん！」

　快進撃から一転して後退するミカドたちを、リッチマンが追走した。

「我々が生きるために滅べ！　リオランド王国よ！」

　右腕、左腕、と交こう互ごに地面に叩きつけながら追うリッチマン。

　ミカドは後退しながらも、味方の騎兵たちに向かって目配せした。シリーン以下、部下の騎兵たちが左右に展開してリッチマンを囲みにかかる。

「滅ぶのは貴様らだ。──邪悪な地球人め」

　ループを反転させ、ミカドはリッチマンに向かって突進した。
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　敵のドローンを弱体化させる四本の柱は、戦場の要かなめともいうべきものだ。

　坂道の頂上にある柱を守るのは、千人の歩兵である。

　事実上、リオランド王国を守る最後の砦とりでだ。もし、この場にいる千の兵士が倒され、四本の柱が破壊されるようなことがあれば、その時こそが王国敗北の時となる。

　柱がある場所からは、戦場全体を見み渡わたすことができた。

　今のところ戦況は拮きつ抗こうしているようだ。戦場の左手から斬り込んだミカド団長とシリーンが善戦しているようだが、それ以外は一進一退の状況である。

　ひとまずは、すぐに柱が壊こわされるようなことはなさそうだ。

　油断とまではいかずとも、残された千の歩兵たちがそう考えていた時だった。

「……なんだ、あれは？」

　歩兵の一人が声を上げ、戦場を指さした。

　その指先にあったのは、激しい戦いを繰くり広げる戦場の中を──まるで子供たちが遊ぶボールのように跳はね回る黒い物体だった。

　ドローンが放つ熱線の間をすり抜ぬけ、リオランド軍の兵士たちが繰り出す槍や剣けんを避よけ、面おも白しろおかしくも不気味に駆かけ巡めぐるそれは──細長い人影だった。

　その人影は戦う者たちをからかうように跳ね回った後、急に進路を変えた。

　リオランド王国の歩兵たちの間をすり抜け、あっという間に前線を通り抜ける。恐おそるべき速度で前転、側転、後転を繰り返して坂道を登り出す。

「て、敵か！」

　千人の歩兵が身構えた時には、もう遅おそかった。

　急速に接近した黒い人影が、無人の平野を進むように歩兵たちの間をすり抜けた。兵士たちの攻こう撃げきが、ことごとく人影をかすることもなく空を切る。

　誰だれにも阻はばまれることなく、あっという間に黒い人影が四本の柱に接近した。

『はっはぁ！　なんだよ、こりゃあ！　随ずい分ぶんとレトロなオブジェじゃんか！』

　勢いのままに空中で拳こぶしを振ふり上げる、人影。

『ドローンが風邪かぜひいちまってんのは、こいつのせいみたいだな！』

　人影の拳が、柱を打ち砕こうとした時だった。

　爵しやく獣じゆうに乗った青年の騎士が、人影と柱の前に飛び込んだ。青年が構えた長方形の大おお盾たてが、黒い人物の拳を受け止める。

「お前が、シジェンコとかいう女か」

　黒い人物の拳は、重かった。

　だが彼、辺境第三騎士団でも屈くつ指しの防ぼう御ぎよ力を持つ爵獣騎士、アレイシスの体勢を崩くずすほどではなかった。アレイシスは自らの体重を盾に乗せ、シジェンコを押し返す。

「王都じゃ、大勢の騎士を殺してくれたそうだな」

　盾を中心とした空間に、青い波は紋もんが拡ひろがった。拳の衝撃を分散させた波紋が、次の瞬間には逆ぎやく戻もどしに集束し、シジェンコに跳ね返る。

　地面に叩きつけられ、遠方にまで転がっていくシジェンコ。

　普ふ通つうの騎士であれば、戦せん闘とう不能に陥おちいらせるには充じゆう分ぶんな衝撃のはずだ。

　だがシジェンコは──ミカド団長から聞いていた通り、かなり頑がん強きようらしい。すぐに何事もなかったように立ち上がり、アレイシスの前まで転がってきた。

『おいおい、マジか……盾でシールドバッシュとか、ゲームかよ……』

　敵の意味の分からない話に付き合うつもりは、毛頭ない。

「お前の相手は、俺だ。リオランド王国に狼ろう藉ぜきを働いた報むくいを、受けさせてやるぜ」

『狼藉とか……おいおい、時代劇かよ……』

　人を食った物言いをしつつも、シジェンコが再び柱に向かって跳躍し──。

　アレイシスが割り込ませた盾と、再び黒い拳が激げき突とつした。
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　辺境第三騎士団員の青年、ダンオーブはリオランド王国の生まれではない。

　彼が駆る爵獣も、北方の局地にだけ生息する特有種である。リオランドの汎はん用よう種とは異なり、皮ひ膚ふは真っ黒な体毛で覆われている。毛玉のような毛量でそうは見えないが、四本の脚あしは細く、俊しゆん敏びん性に秀ひいでた獣けものである。

　ダンオーブは長い鳥の羽をつけた冠かんむりを揺ゆらしながら、戦場を疾しつ走そうしていた。

　隣となりには同じく騎士団員のルゥが併へい走そうしていた。ダンオーブから見ればまだ子供の域を出ないルゥだが、彼の儀ぎ法ほうは非常に役に立つ。ダンオーブや後方から続く弓騎き兵へい隊の機動力を増大させつつ、空を飛ぶドローンを石礫で打ち落としていく。

「大だい丈じよう夫ぶか、ルゥ？　今日は一日中、儀法を使い続けているようだが」

　ダンオーブたちは、敵味方の兵たちの隙間を縫ぬうように平原を駆け抜ける。

　彼らが狙ねらうのは、あくまで飛行型ドローンだ。だが戦況を見ながら、味方を集中砲火しようとしている歩行型ドローンを狙い撃うつことも役割の一つである。

「ありがとう、ダンオーブさん！　ぼくは全然、平気だよ……！」

　振り返ったルゥは、しかし息が上がっていた。

　ダンオーブが知るかぎり、ルゥほど多様な儀法を使うことができる騎士はいない。だが技わざの多さはともかく、体力は人並みであることも知っている。

「それに、ここでぼくらが頑がん張ばらないと、この戦いは勝てないから……！」

　ルゥの言う通りだ。

　硬かたい飛行型ドローンを撃ち抜くことができるのは、ダンオーブ。そして儀法を込めた石礫を使うルゥと、ルゥの儀法の助けを得た弓使いだけだった。

「その通りだ」

　ダンオーブの爵獣から、黒い毛が抜け落ちた。それらは針のようにまっすぐに硬こう直ちよくして矢の形に変化し、見えない力によって彼の周囲に浮うかび上がる。

　矢の一本を手に取り、素す早ばやく弓に番つがえる。

「この戦いが終わったら、団長に目め一いつ杯ぱい褒ほめてもらうとよい」

　ダンオーブが放った矢が、稲いな妻ずまのごとき速度で飛行型ドローンを射うち抜いた。

「えへへ……そうする──危ない、ダンオーブさん！」

　ダンオーブは振り返り、突とつ然ぜんに現れた気配に向かって矢を放った。

　敵による奇き襲しゆうのほうが早かった。ダンオーブに向かって、数十本もの赤い光線が放たれるも──彼の周囲に浮かんだ矢群が自動的に光線を迎むかえ撃ち、全ぜん弾だんを相そう殺さいする。

　一方でダンオーブが放った矢も、相手に撃げき墜ついされた。弓使いとして経験の長いダンオーブをしてはじめて見る光景──回し蹴げりで蹴り落とされるという防御法によって。

「……！　気をつけて、ダンオーブさん！　この人、たぶん──人間じゃない！」

　ダンオーブの前に現れたのは、長ちよう髪はつの美女だった。ただし見たこともない衣服に身を包み、踵かかとが伸のびた奇き妙みような靴くつを履はいた脚で──爵獣と同じ速度で戦場を駆けている。

　美女が両りよう腕うでで構えているのは、細長い筒つつのようなものだった。人差し指をかけた突とつ起きを引くことで、赤い光線を放つ仕組みらしい。

　高速で走る女が、ダンオーブに狙いを定めた。どれほど体重が重いのか、一歩駆けるごとに地面を爆ばく発はつさせながら、彼の横をぴったりと併走する。

「──ルゥ」

　女が赤い光線を放ち続け、ダンオーブも爵獣の毛でできた矢を射ち続ける。

　光線を爵獣の毛が迎え撃ち、女が矢をことごとく避け、蹴りで打ち落とす。

　一騎打ちをはじめてすぐに、ダンオーブはこの戦いの終結を感じ取った。

「三百を数えないうちに、こちらが射ち負ける。対策を考えるとよい」

「分かった……！」

　ルゥが参戦し、二対一になっても謎なぞの女は全く退こうとはしなかった。
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　ミカド率いる騎兵隊の快進撃は、完全にその勢いを失っていた。

「ははははっ！」

　高笑いとともに、リッチマン＝ＯＦ５が電撃を纏まとった両腕を地面に叩たたきつけた。

　ミカドとリッチマンの間に、シリーンが飛び込んだ。

「グゥッッ！」

　強きよう烈れつな放電現象と衝しよう撃げき波はによって、ミカドの身代わりとなったシリーンの左腕と左ひだり脚あしが灼やかれて砕くだけた。余波を受けた別の騎士が一人、全身を炭と化してバラバラになる。

　リッチマンが攻撃の兆候を見せたら、ミカドたちはすぐに距きよ離りを置く。そこまで警けい戒かいしても逃のがれられない場合があり、一人、また一人と騎士たちが被ひ害がいを受けていた。

　リッチマンの攻撃は周囲のドローンも破は壊かいしていたが、焼け石に水だ。ドローンによる侵しん攻こうの流れを中断させるはずだった騎兵たちが、リッチマン一人に阻まれた状じよう況きようである。

「ッカァアアアアッッ！」

　シリーンの失った手脚が、骨、肉、血管を急速に取り戻していった。見る間に元通りになった腕で矛ほこを振り回し、リッチマンに斬きりつける。

　リッチマンの全身を覆おおう金属鎧よろいの関節部を、青白い光が駆け巡った。王都で見たシジェンコには及およばないものの、人間離ばなれした速度でシリーンの矛をかいくぐる。

　騎士たちの間を一いつ瞬しゆんで駆け抜け、リッチマンがミカドに迫せまった。

「指揮官どうしの一騎打ちには、応じてくれないのか？　臆おく病びような指揮官どの！」

　青白い輝かがやきを放つ拳が、ミカドの顔面を狙った。

「我が誇ほこりは、リオランド王国を護まもり通すこと」

　まともに男の拳を食くらえば、上半身が消し炭と化すだろう。だが男の方から飛び込んできてくれるなら、好機だ。彼は突撃槍やりによる渾こん身しんの一撃を放つ。

　両者の攻撃が、正面から交こう錯さくし──。

　いずれも、敵の顔面を貫つらぬくことはなかった。ミカドはのけぞってリッチマンの攻撃をかわし、彼が強ごう引いんな体勢で繰り出した槍もまた首を傾かたむけたリッチマンにかわされる。

「そのための方法や過程に、誇りなど無用」

「……やっぱり気が合いそうだ」

　ニヤリと意味ありげな笑えみを残し、男のヘルメットが色を取り戻した。黒く染まった男の頭が、ミカドから離はなれる。直後、男がいた場所をシリーンの矛が切り裂さいた。

「確信したぞ。やはりお前さえ殺せば、この無む駄だな足搔あがきもすぐに終わりそうだ」

　シリーンや騎士たちによる攻撃を避けながら、リッチマンが言った。

　ミカドは仲間の騎士たちと連れん繫けいを取り、相手に必殺の一撃を叩き込む機会を窺うかがう。

「こちらの台詞せりふだ。お前たちクローン体を倒たおさずに、この場を離れるつもりはない」

　今、目の前にいる男は、危険だ。

　王都で戦ったシジェンコ同様、並の騎士では太刀たち打うちできないだろう。妨ぼう害がい電波の効かない彼らが自由に暴れたら、五千の兵隊すらあっという間に壊かい滅めつしかねない。

「お前たちさえ倒せば、私たちにも勝機はある」

　ミカドは爵獣ループを走らせ、リッチマンの背後に回り込んだ。

　男の背中に槍突撃を仕し掛かけようとするも、中断する。男が攻こう撃げき体勢に入ったからだ。

「──勝機がある？　はははははっ！」

　リッチマンが両腕を振り上げ、地面に電撃を叩きつけた。

　間かん一いつ髪ぱつ、ミカドを含ふくむ全騎兵が回かい避ひを成功させた。後方に離れたミカドたちに代わって、戦闘用ドローンが数機、青白い放電現象に包まれて粉々になった。

「あの骨こつ董とう品のようなジャミング発生装置が、貴様の言う勝機なのか？　そうだとしたら、楽観的すぎるだろう！　今の状況が見えないのか？」

　リッチマンが嘲ちよう笑しようするのも、当然のことだった。

　開戦直後は拮きつ抗こうを保っていた辺境第三騎士団だが、それも長くは続かなかった。

　ミカド率いる騎兵隊は突撃を阻まれてしまった。飛行型ドローンを射ち落とす勢いが急に落ちたところを見ると、ダンオーブらも何者かの妨害に遭あっているのだろう。何よりも坂の上にある四本の柱のそばに、見覚えのある動きをする刺し客かくの影かげが見えた。

　拮抗状態は、完全に打ち破られていた。

　原因は明らかだ。

　たった一人で千の兵士にすら勝まさるであろうクローン体の存在と──彼我の純じゆん粋すいな兵数の差である。無限に増えるドローンが、確実にリオランドの兵士たちを倒しつつあった。

「エチカからお前たち地球人について学んだ結果、得た結論は一つだ。──付け焼き刃ばの知識などでは、やはりお前たちに勝つことはできないと」

　ミカドは再びリッチマンに立ち向かいながら、言った。

「結局、私たちが勝利するための手段は儀法しかないのだ。……今は、まだ」

　人と獣との魂たましいの交わりで紡つむがれた歴史は、長い。

　この世界における両者の繫つながりが、儀法という奇き跡せきを生み出した。

　地球人には、決して理解できないだろう。

　同様に地球という星で培つちかわれた科学というものも、この星に住む人々には理解するには時間がかかるに違ちがいない。今すぐに追いつくことなど不可能である。

「今の私たちが扱あつかえる科学技術など、せいぜい真似まね事ごとにすぎない。だからこそ、この先を戦い続けるには、我々は……自らが使う儀法を進化させるしかないのだろう」

「賢けん明めいだな！　──〝この先〟が、あればの話だが！」

　科学に対たい抗こうするには、科学を追究するのでは追いつかない。

　あくまで〝科学〟対〝儀法〟という構図を維い持じするしか方法がないのだ。

　それがミカドがエチカの教えから学んだ教訓だった。

「リッチマン＝ＯＦ５！」

　激しい戦いを繰くり返すミカドたちの下もとへ、姿を隠かくしていた少女が現れた。

　リッチマンが声のしたほうを振ふり向いた。

「おお、プリンセス・エチカ。良いのですか、私に近づいて。私の電撃は、かすっただけで貴女あなたのニューロモスチップを破壊してしまいますぞ」

「離れていろ、エチカ！　お前を守る余よ裕ゆうはない！」

　とっさにミカドが声を張り上げるも、エチカは聞く耳をもたなかった。

「どうして、こんなことをするの！　こんなに大勢、殺してまで……ツリーが長く保もたないことは予想できるけど、平和保持が目的のＥＩ軍がこんなことするなんて……」

「まだ、そんなことを言っているのですか……所しよ詮せんは、ただのガキだな」

　リッチマンが肩かたを落とした。ヘルメットの中で嘆たん息そくしているのだろう。

「我々がＥＩ軍だからこそ、その使命を全まつとうしようとしているのですよ、姫ひめ」

「……え？」

「我々は、地球平和保持軍。つまり──地球人の平和を守るために戦う兵士だ」

　エチカは、すぐにリッチマンの言葉を理解できなかったようだ。

「どういう、意味──」

「ツリーが崩ほう壊かいし、地球の痕こん跡せきが消えるのを座して待つつもりもない。この星がダイラタント金属の大鉱脈だと分かった時点で、我々はこの星で生存権を主張すると決めた」

　リッチマンが腕を持ち上げた。青白い電撃を放つ指をミカドに向ける。

「我々、地球人は自己防衛のために、ここに独立国家の建国を宣言する」

　リオランド王国、しかも王都の目の前で、地球人がはっきりと告げた。

「手始めにリオランド王国を滅ほろぼし、他国への見せしめとさせてもらうぞ。その上でツリーの周囲を〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーで囲めば、何者も地球人に手を出すことはできまい」

「──」

　同どう胞ほうたる地球人の意図を知り、エチカが言葉を失った。

　争いを止めるために人生を捧ささげた少女が、何を思ったか──顔を歪ゆがめ、歯を食いしばり、と次々と変わる表情からは分からない。最終的に悲しげな顔で男を見て、伝える。

「それは……侵しん略りやく、だよ……リッチマン」

「何の問題もない。ＥＩ軍は地球人どうしの争いは調停する義務があるが、異星人と戦う分には一いつ切さいの規定がないのだから」

「子供は、そっちだ……いくらダイラタント金属があろうと、それを加工するエネルギーがない……今回の〝Ｂｒｉｚｚ〟だって、かなりツリーのエネルギーを使ったはず」

「エネルギーなど──どうにでもなる。石油でも掘ほりましょうか？」

「……ひぐっ」

　両手で両眼を覆った少女が、嗚お咽えつを漏もらした。

「どうして、そこまでして──ここでも、争うの……」

　リッチマンたちが下した判断が、よほど受け入れがたかったのだろう。同じ地球人だからこそ、深い悲しみと絶望が少女を俯うつむかせる。

　しかしミカドは、少女が打ちひしがれることを許さない。

「顔を上げろ、エチカ。戦場で下を向くな」

　彼は自らの胸に手を当て、リッチマンをまっすぐに睨にらみつける。

「お前の、その言葉は──私の魂を揺ゆらさなかった」

　地球人が己おのれの生きる権利を主張することまでは、理解出来る。

　もちろんリオランド王国の騎き士しとして、その主張を看過することは決してない。だが突とつ然ぜん、異なる星に舞まい降りることになってしまった彼らの境きよう遇ぐうには同情できる。

　その一方で、ミカドには彼の言葉に覚かく悟ごや必死さを感じ取ることができなかった。

「──何か、隠しているな？　本当の目的は、別にあるようだ」

〝魂なし〟と呼ばれる少年騎士の双そう眸ぼうが、リッチマンを射い貫ぬいた。

「えっ？」

　驚おどろいて泣き濡ぬれた顔を上げるエチカとは裏腹に──。

　リッチマンがピタリと動きを止めた。短い沈ちん黙もくの後、ぽつりと呟つぶやく。

「……お前は、やはりここで殺しておいたほうが良さそうだな」

「何度も言わせるな。殺されるのは貴様らのほうだ、地球人」

　ミカド率いる騎兵隊とリッチマンの戦いが、再開した。

　シリーンと複数の騎兵がリッチマンを取り囲んだ。前後左右から斬りかかる騎士たちに続いて、ミカドが槍突撃による不意打ちをかける。

　だがミカドたちの攻撃が、リッチマンに命中することはなかった。背中に目があるかのように全すべての攻撃を察知し、俊しゆん敏びんな動きで回避するリッチマン。

　リッチマンが跳ちよう躍やくすると、ミカドたちはいっせいに散開した。男が地面に両りよう腕うでを叩たたきつけて放った電撃が、ミカドたちに届くすれすれの距離で分散して消える。

「いつまでも、そうやって逃にげ回っているつもりか？　私はいっこうに構わんぞ！」

　リッチマンが哄こう笑しようする。

「お前たちは減り続ける！　私たちは増え続ける！　それだけだからな！」

　男の言うことは、事実に他ほかならなかった。

　今こうしている間も、戦場ではリオランド王国の兵士たちが倒れ続けているのだ。一方でドローンは次々と後続が参戦しつつある。

「お前たちの使う科学技術には、エネルギーというものが必要だと言ったな」

　このままでは、反撃するための兵力までも失いかねない──。

　さすがのミカドも、焦あせりを覚えた時だった。

「私たちが使う儀ぎ法ほうも同じだ。強力な儀法を使う際には、代だい償しようが必要となる。──それが何なのか、お前たちは知っているか？」

　四本の柱が立つ、坂の上。

　そこに現れた、一ひと際きわ大きな獣けものの影を見て言う。

「──〝運命〟だ」

　遅おくれて戦場に現れた巨きよ獣じゆうには、細い人ひと影かげを乗せた輿こしが備え付けられていた。
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　戦場を一目見ただけで、リオランド王国が劣れつ勢せいにあることが分かった。

　辺境第三騎士団の副団長ハァミアは、己の役割を弁わきまえている。自身は脚あしを動かすことができず、彼女が駆かる爵しやく獣じゆうムッサも、その巨きよ軀くのせいで鈍どん足そくだ。

　実際、こうして戦場に辿たどり着くのが遅れてしまった。

　彼女がやって来るまでに、どれだけのリオランド兵が倒たおれていったことか──。

　騎士団長のミカドは、彼女を責めないだろう。

　ミカドはハァミアができることと、できないことを誰だれよりも理解している。彼にとっては彼女が遅れてやって来ることも想定の範はん囲い内だ。

　そしていかに遅ち参さんしようとも──彼女が必ず彼の期待に応こたえるということも。

「ムッサ……私の左ひだり眼めを、あげる──」

　リオランド兵の怒ど号ごうと悲鳴、ドローンの破は壊かい音が響ひびく戦場の空を見上げる。

「この目がこの先、見るはずの全ての運命をあげる──」

　ハァミアに、迷いは一切なかった。

　リオランド王国の騎士たる者、母国に身を捧げることは誉ほまれである。

　彼女が今、騎士たりうる理由である騎士団長に尽つくすことは──喜びである。

「おい、そこのデカイの！　てめぇ、何かしようとしてやがんな！」

「お前の相手は俺だって言っただろうが！」

　四本の柱を狙ねらっていた敵、おそらくシジェンコという女がハァミアに向かって跳躍しようとした。だがアレイシスの儀法によって、彼の盾たてに引き寄せられて妨ぼう害がいされる。

「〝だから、一つだけ約束して──〟」

　ハァミアは戦場の上空に向かって、長い錫しやく杖じようをかざした。

　彼女の左眼に、儀法文字で描えがかれた小さな釘くぎが突つき刺ささった。衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆんのけぞるが、空に向けた錫杖を下ろしはしない。

「〝音よりも速いものから、リオランド王国を護まもると〟」

　ハァミアが掲かかげた錫杖の先、平原の上空に異変が生じた。

　炎ほのおのように揺らめく、漆しつ黒こくの空間が発生したのだ。

　汎はん用ようラース種のような獣なら、数体は一度に吞のみ込めそうな大きさである。形はかろうじて球形を保っているが、その揺らめく深しん淵えんの奥には闇やみしかない。

　大儀法──〝調停者の約束〟。

　魂たましいが導く運命と引き換かえに、たった一つだけの〝現象〟を禁じる儀法である。

　禁則を破った物体をこの世界から追放するこの儀法に、敵味方の区別はない。さらに影えい響きよう下に置く範囲の広さに比例して、代償は大きくなる。

　戦場全体を範囲内に収めた大儀法は、捧げる運命の大きさも計り知れなかった。

　すでに多くの運命を失っているハァミアが、この先いつまで戦えるか──。

　たとえ今日、その未来が途と絶だえたとしても、彼女には一いち抹まつの後こう悔かいすらない。

「──なんだ、こりゃあ！」

　シジェンコがアレイシスとの戦いも忘れ、戦場を振り返った。

　飛行型ドローンや二種類の歩行型ドローンの光線や弾だん丸がんが、放たれると同時に空に向かって進路を変え、上空に浮うかぶ黒い炎に吞み込まれていった。

　ドローンは異常の正体を理解できないのだろう。どうやっても標的であるリオランド兵を撃うち抜ぬくことができないにも拘かかわらず、無む駄だな攻こう撃げきを繰り返している。

　騎士団長ミカドから、彼女はすでに王城で指示を受けていた。

　──敵は、音の速さを超こえる攻撃を使う。それを封ふうじ込めるのだ。

　ミカド以外の人間から聞いたら、ハァミアは耳を疑っていただろう。リオランド王国、いや、この世界ハローズにおいて、それほどの速度を持つ攻撃手段はごく限られている。

　だが他ならぬ騎士団長が言うのであれば、それは紛まぎれもない事実なのだろう。彼女は大きな代償を支し払はらうことを厭いとわないし、実際にそれは功を奏したようだ。

　一方で、リオランド王国側には音速を超える攻撃は少ない。もしかしたら、その速度に到とう達たつしうるダンオーブにも、矢速を抑おさえるよう指示が下っている。

　無策であれば一方的に蹂じゆう躙りんされるであろう戦力差も──敵の攻撃のみを防ぐことができるのであれば、戦局は一転するだろう。

「参りましょう、ムッサ……！」

　ハァミアは左眼から血を流しつつ、輿に摑つかまった。

　爵獣ムッサが、右の前まえ脚あしで輿の横にかけてあった巨大な棍こん棒ぼうを摑んだ。三本の脚で器用に坂道を駆け出す爵獣の上で、激しく輿が揺さぶられる。

　だがハァミアは仮にも騎士の端はしくれだ。決して爵獣から振ふり落とされることはない。

「団長のもとへ！」

　完全に攻撃を封じ込まれたドローンの集団を、爵獣ムッサの棍棒が打ち砕くだいた。
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　まるで地上から空に向かって、逆流する雨が舞い上がるかのようだった。

　歩行型ドローンが搭とう載さいした兵器は、加速させた荷か電でん粒りゆう子しを放つ指向性エネルギー投射兵器か、電磁力を利用して弾丸を撃ち出す電磁投射砲ほうだ。エチカからの受け売りだが、それらの攻撃は音速を超えるという。

　ドローンたちが放つ光線や銃じゆう弾だんが、ことごとく空に浮かぶ炎に吸い込まれていく。

　地球人たちは、圧あつ倒とう的な殺傷能力を持つドローンによる虐ぎやく殺さつを疑わなかっただろう。

　だがその攻撃を封じることさえできれば、状じよう況きようは変わる。

「間に合ったか……ハァミア」

　坂道を駆け下りる爵獣ムッサとハァミアを見て、ミカドは小さく息を吐はいた。

　ミカドたち辺境第三騎き士し団の切り札は、急造の妨害電波などではない。

　この世界で培つちかわれた儀法という力にも、地球の科学技術に対たい抗こうしうるものはあるのだ。

　リオランド王国の兵士たちが、いっせいに攻勢に転じていた。

　近接武器を持たないドローン軍団を、兵士たちの剣けんと槍やりが無力化させていく。

　戦況が、一変していた。

　リオランド王国の兵士たちが、押し寄せるドローンの群れを押し返しつつあった。

「──ミカド！」

　兵士たちが気勢をあげる中、エチカが叫さけんだ。

「リッチマンが、いない！」

　ミカドやシリーン、周囲にいる騎士たちの全員がハッとした。

　電撃攻撃によって陥かん没ぼつした地面だらけの戦場から、その原因たる男が姿を消していた。

　ハァミアの登場もあったが、ミカドに油断したつもりはなかった。ドローンの背後などに隠かくれるなどして、死角に入ったところで姿を消したのだろう。

「シジェンコが王都で使っていた装置を、ヤツも使ったのか……！　全員、周囲を警けい戒かいしろ！　姿を消した状態では高速で動くことはできないはずだ！　まだ近くにいるぞ！」

「さっきまでのプラズマ攻撃も使えないはず！　あの兵器が使う不活性ガスの噴ふん流りゆうも音速を超える！　使った時点でハァミアさんの儀法に吸い込まれちゃうはずだから！」

　エチカが言った。先ほどまでの強力な範囲攻撃による、不意打ちはなさそうだ。

「……」

　ミカドはリッチマンが姿を消した理由を考える。

　あの男は、自分たちの勝利を信じて疑っていなかった。その勝利をさらに確固たるものとするために、騎士団長であるミカドを倒すために立ちはだかったのだ。

　しかし今や、状況は変わった。

　リッチマンにとっての誤算となった原因は、考えるまでもない。

　ミカドの前から姿を消した理由は──その標的を、別の人間に変えたからに違ちがいない。

「──ハァミア！　こちらへ来るな！」

　ミカドは戦場の後方を振り返り、声を張り上げた。

　ハァミアと彼女の爵獣は、棍棒でドローンを殴なぐり飛ばしながらミカドの下もとへ駆けつけようとしていた。その周りは敵味方で埋うめ尽くされ、混戦の最中にある。

　ミカドははじめて表情を動かした。険しい顔つきで、戦場を見回す。

　ハァミアは完全に乱戦地帯に入り込んでしまった。今から後退させても、かえって兵士らの流れに逆らって身動きがとれなくなるだろう。

「シリーン、戻もどるぞ！　ハァミアを守る！」

　間に合え──と、心の中で祈いのりながら、爵獣ループを駆るミカド。

　ハァミアの登場で、戦場の流れは完全に逆転した。

　ならば敵が、その原因を生み出したハァミアを狙うのは当然といえた。ミカドが敵の立場であってもそうするし、歴戦の戦士に違いないリッチマンも同じだろう。

　彼が、そう考えたことこそが──最大の過あやまちだった。

　ミカド自身、気がついていたはずだった。

　リッチマンらの真の目的は、リオランド王国の滅めつ亡ぼうや地球人による建国などではない。

　その真実に、他ほかならぬミカドだけが気づいていたというのに──。

　それなのに、彼が判断を間違えたのは──。

　地球人の狙いが、この決戦に勝利することではなく。

　もっと先の、はるか未来まで見み据すえていたからだったのかもしれない。
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　ハァミアが思うに、彼女が敬愛する騎士団長は少々、心しん配ぱい性しようなところがある。

　決して隙すきを見せない用心深さと深しん慮りよ遠えん謀ぼうは、彼の長所と言えた。だが彼がシリーンを引き連れてこちらへ向かってくるのを見て、叫ぶ。

「団長！　こちらは平気です！　私のほうから、そちらへ向かいます！」

　ミカドは、ハァミアを守ろうとしているのだろう。

　優勢を保つために彼がとった行動は、何もおかしいところはなかった。

　だがハァミアは、身を弁わきまえている。自分の大だい儀ぎ法ほうが逆転の要かなめであることも、巨きよ大だいな爵しやく獣じゆうが敵に狙ねらわれやすいことも充じゆう分ぶんに理解していた。

「自分の身は、自分で守れます……！」

　激しく動く輿こしに摑まるハァミアの下で、爵獣ムッサが次々とドローンを破は壊かいした。

　彼女は決して油断しないし、警戒も怠おこたらない。

　騎士団で最も縁えんの長い少年騎士が、彼女に向かって一目散に駆かけ寄ってくる光景はとても光栄で──戦場において場違いな喜びすら感じるが、今はそれどころではない。

　ハァミアはミカドに救われて以来、彼とともに騎士として戦ってきたのだ。

　自らの脚あしを動かすことができず、海よりも深い信しん頼らいを置いているものの鈍どん足そくだけはどうしようもない爵獣。それだけの不利を抱かかえながらも、戦場を生き抜いてきた。

　今や戦場を見通す力は、騎士団員の中で一番であると自負している。

　そんな彼女に残された右みぎ眼めが見たのは──。

「──」

　戦場で戦う兵士たちが、見えない何かによって押しのけられる光景だった。

　戦いの最中で興奮した兵士たちが、その何かに注意を向けている様子はない。振り返っても何も存在しないため、味方とぶつかっただけと思い込んでいるようだ。

　しかしハァミアの右眼は、兵士たちを突つき飛ばしながら突き進む何かの気配と、地面に残された大きな足あし跡あとをはっきりと捉とらえていた。

　その進路が向かう先にいるのは、ハァミア──ではない。

　こちらに向かって駆け寄ろうとする、ミカドである。

　団長──。

　ハァミアの思考が目まぐるしく駆け巡めぐった。

　ミカドに向かって警告する──今から敵の方角を示しても、間に合わない──シリーンは目に見える敵からミカドを守ることに精せい一いつ杯ぱいで、気づいていない──。

「──お願い、ムッサ」

　己おのれの下した決断に、後悔はなかった。

　彼女の友であり、魂たましいの伴はん侶りよでもある爵獣ムッサは逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　だがハァミアが魂から下した覚かく悟ごを、ムッサは受け入れてくれた。

　巨きよ軀くの獣けものが、大きく身体からだを跳はね上げる。

「……団長。敵でさえ、分かっているのです──」

　ハァミアはあえて輿に摑まらなかった。彼女の細い身体が宙そら高く舞まい上がる。

「貴方あなたが、リオランド王国にとってかけがえのない存在であると──」

　空中に放ほうり出されたハァミアを、ムッサが空中で鷲わしづかみにした。

　そのまま己と魂を交かわした女性を、力任せに投げ飛ばす。

　たった一戦、戦局を変える程度のことしかできない私などよりも、よっぽど──。

　戦う兵士やドローンの頭上を、ゴミ屑くずのように回転しながら飛ぶ、ハァミア。

　ハァミアよりもミカドを狙った敵に対して、恨うらみはない。

　むしろ誇ほこらしいとすら言えた。

　王都にひしめく暗あん愚ぐどもには侮あなどられているが、我らが騎士団の団長は、誰だれよりも強い。はじめて戦った敵でさえ、そう認めたからこそ彼を狙ったのだ。

　そう、我らが騎士団長は──。

　ハァミアのたった一人の人間の友人でもある、少年騎士は──。

　リオランド王国において、最高の騎士なのだ。

「ミカドは、死なせない──」

　激しく揺ゆれる視界の中、ハァミアの右眼が、忽こつ然ぜんと姿を現す金属鎧よろいを捉えた。

　勢いよく金属鎧の前に飛び込んだハァミアは、珍めずらしくも驚おどろきの表情を浮うかべるミカドと一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせて──。

　その背中から、ミカドを狙う刃やいばによって貫つらぬかれた。
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　魂が極限まで研とぎ澄すまされると、時の流れが緩かん慢まんになるようだ。

　先ほどまで離はなれた場所にいたハァミアが、今、ミカドの眼前で微笑ほほえんでいた。

　その右腹から生えているのは、血に濡ぬれた赤い刃である。

　ハァミアを貫いたのは、突とつ如じよとして姿を現したリッチマン＝ＯＦ５だった。両りよう腕うでに纏まとった電でん撃げきではなく、短剣のような刃は物もので攻こう撃げきを仕し掛かけたのだ。

　地球人の戦士が狙ったのは──ミカドだった。

　ハァミアではない。

　ミカドは、リッチマンの標的を見誤ったのだ。

　そのことにいち早く気づいたのがハァミアであり、結果として、皮肉にも彼女自身が凶きよう刃じんに貫かれることとなった。ミカドが最も恐おそれていた通りに。

　取り返しのつかない失敗に、思わず硬こう直ちよくするミカドを──。

「──」

　ハァミアが、赦ゆるした。

　大儀法の代だい償しようを払はらったのだろう。左眼から血の涙なみだを流す女性が、弛し緩かんした時の流れの中で微び笑しようしながら、小さく頷うなずいた。ミカドの身代わりになって受けた刃を、それでも絶対に彼に届かないように両手で摑つかみ、身体を傾かたむけていく。

　ハァミア──。

「ソーラ──」

　ミカドの魂が、彼の双そう眸ぼうを吊つり上げさせた。

　爵獣ループが彼の高まる魂に呼応し、一瞬、金色の輝かがやきを迸ほとばしらせた。金色の波動がミカドの全身を駆け巡り、右腕から宝ほう槍そうプラサスへと伝わる。

　ミカドの全身全ぜん霊れいの力と魂を込めた一撃が、微笑むハァミアの顔面を狙った。

「オー・リオランドッッッ！」

　ミカドにとって、誰よりも信頼の置ける部下であり──。

〝魂なし〟と蔑さげすまれた彼にとって、はじめての友人でもある女性の微笑が──。

　消えた。

　まぶたを閉とざし、カクリと傾いた女性の耳をミカドの槍やりがかすめる。

　宝槍プラサスの先せん端たんが命中したのは、ハァミアの背後にいた人物の頭。

　リッチマン＝ＯＦ５の黒いヘルメットだった。

「──ッッッ！」

　ダイラタント金属で作られたヘルメットに槍が触ふれた瞬間、その先端から金色の光が零こぼれた。時の流れの根源たる魂の奔ほん流りゆうが溢あふれ出し、硬直した時間の中で再び集束し──。

　弾はじけた。刹せつ那なの閃せん光こうを放ち、男のヘルメットを粉々に打ち砕くだく。

「がぁああああぁああっっ！」

　リッチマンの巨体が後方に吹ふき飛ばされた。地面の上を跳ね、離れた場所に倒たおれる。

　身を貫かれたハァミアもまた、地上に放り出された。左眼から流れる血とは比ひ較かくにならない量の鮮せん血けつが、仰あお向むけになって動かない女性の周りに拡ひろがっていく。

「シリーン！　ハァミアの傷の応急処置を！」

　ミカドの命令を受け、シリーンが動いた。手脚の獣化を解き、自らの矛ほこで切った手首から流れる血をハァミアの傷口にかける。シリーンは己の再生能力を他者に分け与あたえることができるが、その効果は微び々びたるものである。

「ハァミアさん！」

　エチカもまたハァミアの下に駆けつけた。〝ギデオン〟が放出した透とう明めいな仮面のようなもので、ハァミアの口元を覆おおう。

「〝ギデオン〟じゃ呼吸の補助装置くらいしか作れない！　このままじゃ……！」

「分かっている！　出血が止まったら、シズモスの下もとへ連れて行かせる！」

　治ち癒ゆを可能とする儀法は、シズモスが専門だ。彼女は破門された神官だが、儀法の扱あつかいにかけては全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。

「我が騎き士し団に、ハァミアはまだ必要だ」

　顔を蒼そう白はくにさせてピクリとも動かない女性を見下ろし、ミカドはぽつりと呟つぶやく。

「……オレを置いていくな、ハァミア」

　その魂が解放されるには、まだ早い。

　ミカドと同様に、彼女もまたリオランド王国に忠誠を誓ちかった爵獣騎士である。

　誓った時点で、己の魂は己のものではなくなる。それが騎士というものだ。

　騎士である以上、使命半ばで倒れることは許されない。

　リオランド王国が、まだ在るかぎり。

「……くっ……はははっ──」

　か細い笑い声は、ミカドの槍によって倒れたはずの男が上げたものだった。

　男にまだ息があることは、分かっていた。ミカドは爵獣ループに地面を蹴けらせ、旋せん回かいするようにして助走をつける。

「狙いは外したが……結果は、同じだ──任務、完かん了りようだな……」

　右眼を完全に失い、頭の一部を欠損させた男が頭を持ち上げた。上空を見る。

　男の視線の先で、ハァミアが生み出した黒い炎ほのおが収縮して消えつつあった。

　大だい儀ぎ法ほう〝調停者の約束〟が、使い手の集中を失ったことで効果を失ったのだ。

　同時に、戦場から聞こえる兵士たちの声の質が変わった。

　直前まで黒い炎に吸い込まれていた光線や銃じゆう弾だんが、再び兵士に命中しだしたのだ。妨ぼう害がい電波の影えい響きようはまだあるものの、ドローンによる反撃が確実に兵士を減らしていく。

「滅ほろびるがいい……リオランド王国……！」

　侵しん略りやく者しやの笑えみを浮かべるリッチマンに向かって、ミカドは槍を構えた。

「滅びの運命にあるのは、貴様たちのほうだ。──地球人！」

　充分な加速をつけたミカドの槍突とつ撃げきが、今度こそ男の眉み間けんを捉えた。

　ミカドと爵しやく獣じゆうループの体重を乗せた一撃が、リッチマンの頭部を打ち砕いた。真っ赤な鮮血とともに頭部を失った死体が、地面を何回転もしながら転がり、動かなくなる。

　男の死体が、金属鎧ともども溶とけて消えていく。

〝祝福〟プログラムが作動したのだろう。戦場の鉄則として確実にトドメを刺さしたまでは良いが、所しよ詮せんはクローン体である。本体であるリッチマン自身は無事なのだろう。

「団長！　我が軍の兵士たちが……！」

　残された騎兵たちが、ミカドのそばに駆かけ寄った。

　強敵であるリッチマンを倒したとはいえ、喜ぶことはできなかった。

　切り札ともいうべきハァミアを無力化されたことを考えれば、むしろ辺境第三騎士団が置かれた状じよう況きようは悪化したといえる。妨害電波による弱体化があって、なおドローン軍団による反撃はじわじわと兵士たちを押し返しつつあった。

　当初は拮きつ抗こうした状況で始まった決戦が、兵数の差によって不利に傾き。

　ハァミアの遅ち参さんによって、形勢逆転するかと思えたものの。

　凶刃によってハァミアを倒されたことで、敵の侵攻を止める手立てがなくなった。

「撤てつ退たい……しますか？」

　騎兵の一人が絞しぼり出した言葉に、ミカドは首を横に振ふる。

「撤退しても、意味がない。ドローンに背後から撃うたれ、全ぜん滅めつするだけだ」

　今ここにいる兵士たちが全滅した後に何が起こるかは、火を見るより明らかだ。

「そうして王都に流れ込んだ敵が、王都を蹂じゆう躙りんし──我が国は滅びるのだろう」

　もはや辺境第三騎士団に、切り札はない。

　切り札と呼ぶことを許される手段は、もう何一つ残されていない。

　ミカドに、決断の時が迫せまっていた。

「──エチカ、今すぐに戦場から離れろ。〝魂の双ふた仔ご〟で許される限界まで」

　彼の言葉に、ハァミアに寄り添そっていたエチカが振り返った。

「やだ……！　わたしも最後まで、ここで──」

「そういう意味ではない。儀法の影響を受けない場所まで避ひ難なんしろと言っているのだ」

　ミカドは戦場の空を見上げた。

　彼の戦友にして魂たましいの分身たる爵獣ループもまた、その大きな頭を上げた。

「儀法を使ったら、止まることはできない。すぐに動くから、そのつもりでいろ」

「……儀法を、使う？　誰が？」

　訝いぶかしげな顔をするエチカを無視し、ミカドは懐ふところから紙切れを取り出した。

　ルゥの儀法を込めた紙が形を変え、儀法文字で象かたどられた鳥に変身した。

「全騎士団員に、団長命令を下す」

　空を仰あおぐ爵獣ループの眼めから、金色の輝きが溢れだした。

　同時に、ミカドの双眸からも金色の輝きが溢れ出す。

「己おのれの魂を、強く保て。──決して、死ぬなよ」

　溢れる輝きが、彼の瞳ひとみそのものを金色に染めた。風に煽あおられたようになびく髪かみと、戦場の空を見上げる少年の全身が、夜空に瞬またたく星々のような煌きらめきを纏う。

　今のミカドの姿は、リューリリリィ姫ひめが〝予言〟をもたらす時と酷こく似じしたもの。

　あらゆる魂を視みることができるほどまでに、自らの魂を高めた者の姿だった。

「……！」

　ミカドの変身を見て、エチカも何かを察知したのだろう。〝ギデオン〟に飛び乗り、あっという間に彼のそばから離はなれていく。

『使うんですね、団長……！　うぅうっ……！』

『リオランド王国の兵士たちに、栄光あれ……！』

　儀法鳥を通して、騎士団員たちの悲しみを押し殺す声が伝わった。

　彼らが悲ひ嘆たんするのは、あまりに当然のことだった。

　ミカドが今から実行するのは、切り札ではない。

　切り札と呼ぶことさえ、許されるべきではない。

　この世界で最も忌いむべき、呪のろわれた手段に他ほかならなかった。

「赦ゆるせ、リオランドの兵たちよ──」

　慈じ悲ひを乞こうミカドの眼に映るのは、戦場の空を覆い尽つくす紫むらさき色いろの雲──。

　戦場で散った、数千の兵士たちの魂だった。
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>>　Section 2






「戦場から、新たな報告が届きました！」

　謁えつ見けんの間に、一人の騎士が飛び込んだ。

　ソリス王を始め、リオランド王国の主要な上級貴族たちは、謁見の間から立ち去ろうとしなかった。

　彼、デデガンオッロ・マーシア公爵も同様だ。国王が頑がんとして避難することを拒きよ否ひしたのだ。全すべてに勝まさる使命である王の守護のため、彼もまた謁見の間に留とどまらざるを得ない。

「戦況は、どうなっている？」

　王に代わって、オッロが騎士に問いかけた。

　辺境第三騎士団が敵軍との交戦に入ったと聞いたのが、つい先ほどのことだ。

　戦場には常に偵てい察さつ兵が常じよう駐ちゆうし、儀法によって最新の情報を王城へ伝えるようにしている。開戦直後は互ご角かくともいえる戦いぶりを見せていると聞き、謁見の間が沸わいたものだ。

　王を含ふくめ、この場にいる全員が朗報を待ち望んでいた。

　しかし騎士が伝えた内容は、彼らの希望を打ち崩くずすものだった。

「辺境第三騎士団による大儀法により、一時は敵兵を押し返すも──大儀法の使い手が〝雫しずく人びと〟の一人に倒たおされ、またも戦局が覆くつがえされた模様……！」

　静まり返った謁見の間に、騎士の悲痛な声が響ひびく。

「我が軍はすでに半数を失い、防衛線が崩ほう壊かいするのも時間の問題かと……！」

　ソリス王が、静かにまぶたを閉じた。

　謁見の間が静せい寂じやくに包まれる。

　貴族たちの何人かが、力なくその場に膝ひざをついた。こっそりとその場から逃にげ去っていく者すらいた。──前者はともかく、後者に関しては、オッロはその顔を忘れないように胸に留めておく。

「──王よ、今すぐに避難を」

　誰だれもが声を発せずにいる中、タルルカ議長が玉座の前に進み出た。

　ソリス国王は沈ちん黙もくし、じっとしたまま動かない。

「リオランド王国の血を絶やすことだけは、避さけなければなりません。──公爵！　我らが王と王族を、王都から脱だつ出しゆつさせるのだ！」

　焦じれたようにオッロを促うながす、タルルカ議長。

　しかし王と同様に──オッロもまた、その場から動こうとはしなかった。

「公爵……？」

　国王どころか、オッロまでも微び動どうだにしないことに動どう揺ようが拡ひろがった。

「……！」

　オッロの頰ほおを、一筋の涙なみだが伝ったことで貴族たちの困こん惑わくは頂点に達した。

　彼は己の瞳から零こぼれる涙を、止めることができなかった。

「公爵……滅びゆく我が国を憂うれうか？」

　ソリス王が目を開き、隣となりに立つオッロを見た。

「いいえ、そうではありません」

　彼は首を横に振り、国王の前に跪ひざまずいた。

「申し訳ございません、我が王……今ここで、ある秘密を明かすことをお許しください」

　何かが、おかしい──。

　オッロは涙を流しながら、現在、リオランド王国が置かれた状況に疑問を抱いだく。

「秘密？」

「──亡なき、プラシリキア王おう妃ひのことでございます」

　謁見の間に居合わせた貴族たちが、ざわめいた。

　前国母、プラシリキア王妃は聡そう明めいな人物だった。政治や外交のみならず、国防に関してもその知ち謀ぼうと魅み力りよくによって王国を支えていた。完かん璧ぺきなまでに、だ。

　だが彼女は病によって他界し、目をかけていたキャバレッティ男だん爵しやくという無骨な切り札も、変死という形でこの世を去った。

　そう、あの二人は、もういないはずだった。

「プラシリキア王妃は、とある儀ぎ法ほうを密ひそかに研究させていました。私がそのことを知ったのは最近であったことと……まさか王国で最も清き魂を持つと言われた王妃が、あのような儀法を研究させていたなどと信じることができず──今まで黙だまっておりました」

　プラシリキア王妃が去った直後、〝天てん穹きゆうの雫〟が出現した。

　その時、窮きゆう地ちに晒さらされたリオランド王国を救うのは、一体誰となるか──。

　自然の流れならば、疑うべくもない。

　たとえ一時は王都を破は壊かいされたとしても──新たな国母となったリューリリリィとともに〝母の迎むかえ〟から帰き還かんした王都第一騎き士し団が、王都の奪だつ還かんを成功させたことだろう。

「プラシリキアが、儀法を？　何を言っているのだ、公爵？」

「それは儀法ではありますが、同時に呪のろいでもあるのです。口にすることすら憚はばかられるような、禁きん忌きの呪い……プラシリキア様は、一人の少年にそれを託たくされた」

　しかし今、王都には敵に立ち向かうことができるオッロ以外の人物が存在し──。

　その人物こそが、キャバレッティ男爵。

　変死を遂とげたキャバレッティ家の新たな当主、ミカド・キャバレッティだという。

　しかも彼は、清せい廉れんにあったプラシリキアが唯ゆい一いつ、犯おかした禁忌を身に宿しているのだ。

「その少年こそが、かの辺境第三騎士団長、ミカド・キャバレッティです」

　何かが、歪ゆがんでいる。

　自然な流れであるべき魂の行方ゆくえ、運命というものに何者かの意思が影えい響きようしている。

　プラシリキア王妃──あの用心深い前国母の遺志が、今も王国に残っている。

　あの女性は、もういないはずなのに。

「お喜びください、我らが王よ」

　とめどなく涙を流しながら、オッロは言った。

「我がリオランド王国の勝利です」
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　──〝赦ゆるされざる勝利〟。

　今は亡きプラシリキアは、ミカドと爵しやく獣じゆうループに与あたえた儀法にそう名付けた。

「この戦場は任せるぞ、シリーン」

　ミカドは空を仰あおぎ見たまま、シリーンに命令した。

　ミカドは〝魂なし〟であり、儀法は使えない──。

　誰しもに囁ささやかれるその評判は、紛まぎれもない事実だった。彼は元来、獣けものと魂たましいを通わすことができるような素質がなく、爵獣ループもそれは同じだった。

　人の中にあって異質、獣の中にあって孤こ独どく、それがミカドとループだった。

　そんな両者を引き会わせ、とある儀法を授さずけたのがプラシリキア王妃だった。

　使うことが可能かどうか、ではない。

　絶対に使うことがあってはならないという意味で──禁じられるべき儀法をだ。

「拝命します！」

　応急処置を終えたハァミアを部下の騎士に預け、シリーンが爵獣に飛び乗った。両りよう手て脚あしを獣化させ、大おお振ぶりの矛ほこを構える。

　ミカドとループが授かった儀法は、〝母なる獣〟との交信で得たものはない。

　プラシリキアが極ごく秘ひに研究して造られた、人造の儀法である。

　前国母は王国に完璧な安あん寧ねいをもたらそうとするあまり、人が決して足を踏ふみ入れてはいけない領域にある術を編みだし──。

　ミカドとループに託した。

　リオランド王国を護まもる、真に最後の砦とりでとなるために。

「往ゆくぞ、ループ。我が王国に仇あだなす敵は、はるか遠くにいる──」

　ミカドが見上げる先で、数千もの戦死者の魂が流れを作った。

　爵獣ループが大きく開いた口に、急速に吸い込まれていく。

　──ミカド、そしてループ。貴方あなたたちには魂がないわけじゃないの。

　極貧街で拾った子供と、群れの中で孤こ立りつしていたという獣。

　孤独に野垂れ死ぬはずだった両者を引き会わせ、プラシリキアは言った。

　──魂の器うつわが大きいだけ。大きすぎて……自分の魂の在り処かを見失ってしまうほどに。

　彼らに語りかけた時、プラシリキアは泣いていた。

　──本当なら魂が薄うすまっていき、死にゆく運命。でも、だからといって私は……。

　プラシリキアが心の底から悲しみ、己おのれの罪悪に苛さいなまれていることが分かった。

　だから幼いミカドはその女性の涙を拭ぬぐい、言ったのだ。

　──なんでも、やる。貴女あなたが、もう泣かずに済むなら。

　彼が自ら口にした、はじめての誓ちかいだった。

　生まれてはじめて彼の魂を認めてくれた女性に対する言葉に──偽いつわりはない。

「──リオランド王国の敵を、残らず殲せん滅めつせよ！」

　ミカドは、叫さけんだ。

　数千もの魂を吸い込んだ爵獣ループが、その顎あごを勢いよく閉とざした。

　ループの顎の隙すき間まから、嚙かみ砕くだかれた魂たちが噴ふき出した。その一いつ対ついの双そう眸ぼうと牙きばを生やした顎から、膨ぼう大だいな量の魂が弾はじけ飛ぶ。

「ソーラ・オー──」

『ソーラ・オー──』

　儀法鳥を通じて、辺境第三騎士団の声が重なった。

「リオランド！」

『リオランド！』

　爵獣ループから迸ほとばしる魂の奔ほん流りゆうが、ミカドの全身へと駆かけ巡めぐり──。

　ミカドとループが、太陽のごとき金色の輝かがやきに包まれた。

　ミカドの中に、三千を超こえる死者たちの魂が流れ込む。

　道半ばで倒れた者たちの未練、怨おん念ねん、あるいは残された者たちを想おもう悲しみ、命を失う恐きよう怖ふ、苦痛から解放される安あん堵ど。

　常人であれば、一いつ瞬しゆんにして発はつ狂きようし、己の魂を砕かれてしまうだろう。だがミカドとループは自らの魂の器によって彼らの魂を受け止め、その断だん末まつ魔まを力へと変えていく。

　ループが高々と咆ほう哮こうを上げた。

　ミカドとループから、金色の稲いな妻ずまが放たれた。

　稲妻は地上を奔はしる閃せん光こうとなり、戦場にいる全兵士たちに伝でん染せんした。爵獣ループが吸い込み、ミカドが昇しよう華かさせた魂の雷かみなりに打たれた兵士たちが金色の魂に包まれる。

「──ァァァアアアアアアアアッッッッッ！」

　金色の輝きに包まれたシリーンが、獣の咆哮を上げた。彼女が振ふり下ろした矛が数体のドローンを紙細工のように木こっ端ぱ微み塵じんに砕く。彼女が駆る爵獣もまた大きな頭を振り回し、飴あめ玉だまを嚙み砕くかのようにドローンを粉ふん砕さいしていく。

　シリーンだけではない。

　戦場にいる生き残りの兵士たちが、獣のように咆ほえた。金色の輝きを纏まとった脚でいっせいに前進し、輝く武器で次々とダイラタント金属製のドローンを倒していく。

　圧あつ倒とう的な破壊力を得た兵士たちは、誰もが憤ふん怒ぬの表情を浮うかべていた。

　今、彼らを動かしているのは戦場で散った兵士たちの無念の魂である。

　魂は、循じゆん環かんする。

　死した人や獣の魂は運命の流れに戻もどり、再び別の形となってこの世界に舞まい戻る。

　そうして世界の理ことわりは成り立っているのだ。

　だがミカドとループの儀法は──その理を、完全に断たち切る。

　器となる肉体を失った魂を取り込み、純じゆん粋すいな力へと変へん換かんさせて消費するのである。

　取り込んだ死者の魂が多いほど、力は強力になる。

　消費された魂は運命の循環を失い、ただの無と化す。

　魂の価値を何より重んじて生きる世界の理を、完全否定する禁忌の大儀法──。

　それが、〝赦されざる勝利〟。

　ミカドの恩人、プラシリキアが絶対に使われることがないことを祈いのりつつ──。

　リオランド王国が真に窮地に晒された時にのみ使うことを許された、呪われるべき儀法だった。

「アアアアアアアアァアァアアアアアッッッ！」

　敵を打ち砕くためだけの存在と化したシリーン、そして兵士たちを阻はばむことができる敵は、もはや戦場に存在しなかった。

　ミカドは金色の魂を迸らせながら、戦場全体を見み渡わたした。

　どちらが攻こう勢せいにあるのかも分からなくなるような絶ぜつ叫きようが響ひびく中、彼は来きたるべき報告が騎士団員たちから届くのをじっと待っていた。
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　弓騎兵を率いるルゥとダンオーブもまた、金色の魂に包まれていた。

　ミカド団長による大儀法、〝赦されざる勝利〟が発動したのだ。

「オァァァアアアアアッッッ！」

　普ふ段だんは冷静なダンオーブが、完全に儀法が沸わき起こす激情に身を委ゆだねていた。目にも留まらぬ速度で弓を連射し、飛行型ドローンを撃げき墜ついしていく。

　一方、ルゥもまた金色の魂がもたらす力を自分のものとしていた。

　小こ柄がらな身体からだを覆おおう衣い装しようの内側から這はい出した儀法文字が、彼の顔面、そして手脚の先までも侵しん食しよくしていく。

「ウゥウウゥゥウウ──」

　獣の呻うめき声を漏もらすルゥの背中に、儀法文字で象かたどられた翼つばさが生えた。

　全身を黒一色に染め、儀法文字の権ごん化げと化したルゥが騎獣の上から飛び立った。味方の兵士の間をすり抜ぬけ、敵ドローンに目もくれずに地面の上を飛ひ翔しようする。

　ルゥの狙ねらいは、たった一体。

　女性の形をしたそれは、異変を察して撤てつ退たいする気配を見せた。爆ばく風ふうを撒まき散らす脚きやく力りよくで地面を蹴けりながら、飛翔するルゥから逃にげ出そうとする。

　後退しながらも、女は上半身を振り向かせて攻こう撃げきを仕し掛かける。

　赤い光線が、ルゥを射い貫ぬいた。

　しかし黒い亡ぼう霊れいと化した彼は、止まらない。衣装に穴を空けた状態で、大きな三角帽ぼう子しと裾すその長い服をなびかせ、空中を泳ぐようにして女に迫せまる。

　女は逃げ続け、攻撃を続ける。

　ルゥは逃がさない。いくら攻撃を受けても、次し第だいに距きよ離りを詰つめていく。

「っぁああああああッッ！」

　人ではないくせに、女が咆えた。眼前に迫ったルゥを撃うち続けるも──。

　ついにルゥの両手が女の首に到とう達たつした。

　彼が女の頭に抱だきつき、ゆっくりと一回転する。

　金属がひしゃげる音を響かせ、一周できるようには造られていなかったらしい女の首がねじ切れた。頭部を失った女の身体が、勢いよく地面を転がっていく。

「──地球人、排はい除じよ完かん了りよう」

　騎き士し団長への報告を終え、ルゥは女の頭を投げ捨てた。
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　坂の上で四本の柱を守る兵士たちは、苦戦していた。

　ミカド団長の儀ぎ法ほうによる効果は、間ま違ちがいなく兵士たちを強化していた。断末魔のような叫びを上げながら、金色に輝く武器を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回す。

　だが敵──シジェンコの動きは、その速度を上回っていた。

『また得体の知れねぇ魔ま法ほうか？　一体、何しやがった……！』

　触ふれれば斬きられることくらいは、直感しているようだ。兵士たちの間を跳はね回りながらも、シジェンコの口調からは余よ裕ゆうが消え去っていた。

『この光が飛んできたのは、あっちか──あそこにいるのは……！』

　金色に輝く稲妻の発生源を振り返り、シジェンコが毒づく。

『あの、棒っきれ野や郎ろうじゃねぇか！　リッチマンの旦だん那な、下手へたうったのかよ！　こうなりゃ、オレが代わりに──』

　言いかけて、シジェンコが兵士たちの中でピタリと動きを止めた。

　戦場全体に生じた異変に気づいたのだ。

　ドローンたちが放った熱線や銃じゆう弾だんが、その進路を変えて一点に集まりつつあった。

　ハァミアの大儀法が蘇よみがえったわけではない。何千、何万という光線が放物線を描えがきながら向かう先は、黒い炎ほのおではなく──。

「──ォォオオオオオッッ！」

　咆えるアレイシスが構えた直方盾たてだった。

　金色の魂たましいに包まれたアレイシスの盾が、戦場を飛び交かう光弾を引きつけ、輝きを高まらせていく。凝ぎよう縮しゆくされた力の波動が、四本の柱をビリビリと震ふるわせた。

『……さすがに分かるぜ。こいつはやべぇってことくらいな』

　ドローンの光線が行き着く先を見守っていたシジェンコが、地面を蹴った。

　兵士たちの間を跳ね、あっという間に包ほう囲い網もうを突とつ破ぱする。

　その勢いのまま坂道を駆け下り、離はなれていくが──。

「オオオッッ！」

　アレイシスが自らの盾を押し出すと同時に、かき集めた敵の攻撃が弾け飛んだ。

　無数の光線と銃弾が、逃とう走そうするシジェンコを襲おそった。

　前後左右、逃げ場のない光弾の雨が同時にシジェンコを覆い尽つくし──。

「──地球人、排除完了」

　その黒い人ひと影かげがバラバラに飛び散るのを見届け、アレイシスは呟つぶやいた。
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　儀法鳥を通して報告が届くと同時に、ミカドは爵しやく獣じゆうループを走らせていた。

　金色の魂を纏った爵獣ループの脚力が、駆かけるごとに土と石を舞い上がらせた。立ちはだかる歩行型ドローンを体当たりでなぎ倒たおし、あるいは踏ふみ潰つぶしていく。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　進路を塞ふさぐ数機のドローンを、ミカドの槍やり突とつ撃げきが木っ端微塵に打ち砕くだいた。

　ミカドの金に染まった瞳ひとみと宝ほう槍そうプラサスの輝かがやきが、残光となって後方に流れていく。

　リオランド王国の兵士とドローンの戦いは、一方的な破は壊かいの場と化していた。先ほどまで苦境に晒さらされていた兵士たちの反撃は止とどまる所を知らない。

〝赦ゆるされざる勝利〟が、圧倒的な戦せん闘とう能力を兵士たちに与あたえた結果だ。

　決して、祝福ではない。呪のろいという呼び方こそが正しいだろう。

　ミカドとループが使った儀法の代だい償しようは、他ほかの大儀法と同じように〝運命〟である。

　ただし代償を支し払はらうのは、ミカドやループではない。

　死して魂が肉体から解放された者たち──この戦場で戦死した兵士や獣けものたちだ。

　儀法によって純粋な力に変換された彼らは、もう二度と魂の循環に戻ることがない。死した後に転生するはずだった運命を、永遠に失うのだ。

　永えい劫ごうの無に帰す彼らの断だん末まつ魔まは──この世界にある全すべての物質を道連れにする。

　地球人が生み出したダイラタント金属でさえ、その例外ではない。

　今やリオランド王国の兵士たちは、破壊できないもののない無敵の戦士と化した。

　数千の生け贄にえを運命の輪から永遠に追放するという、大罪と引き換かえに。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　呪われし儀法、〝赦されざる勝利〟の効果は永遠には続かない。

　自らを黄金に輝く槍と化したミカドは、戦場を一直線に突つき走る。

「──ミカド！」

　エチカが合流した。〝ギデオン〟を操あやつり、ミカドの横に併へい走そうする。

「エチカ。私の儀法は──」

　ミカドの身体から、金色の光が弾はじけ飛んだ。突き飛ばされたように肩かたに衝しよう撃げきが走り、体勢を崩くずしかける。頰ほおからも金の亀き裂れつが生じ、鮮せん血けつが溢あふれ出す。

　ミカド一人の魂の器うつわに収まりきらない力が、今も彼を内側から激しく叩たたいていた。数え切れないほどの断末魔が、彼の魂だけでなく肉体を打ち破ろうとする。

「──長く保もたない。この戦いを、終わらせるぞ」

　ミカドと〝魂の双ふた仔ご〟によって繫つながったエチカも、肩と頰から血を噴ふき出した。

　しかし少女は怯ひるまなかった。金色の輝きについて詳くわしく聞こうともしない。

「オッケー！　プログラムはもう完成させてある！」

　ヘルメットの内側を鮮血で濡ぬらしながらも、片手を持ち上げて親指を立てる。

「終わらせよう、ミカド！」

「道を、切り開く。私から離れるなよ」

　平原に押し寄せるドローンの流れに、全力で逆走するミカドとエチカ。

　戦場に送り込まれた地球人のクローン体は、打ち破った。

　しかし次々と現れるドローンの勢いを止めるには、それだけでは不可能だ。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　ドローン軍団の群れを、ミカドの槍が切り裂さいていく。

　戦場となっていた平原の果てが、近づきつつあった。リオランド王国の兵士たちとの戦いで行進を阻はばまれていた敵の密集地帯を、一気に突破する。

「──ここからはジャミングが届かない！　わたしがドローンの攻撃を引きつける！」

　エチカがミカドの前に躍おどり出た。

「行けるのか？」

「あはは！」

　少女が噴き出した。ミカドを一度だけ振ふり返り、悲しげに言う。

「……慣れっこだよ」

　エチカが駆る〝ギデオン〟が、弾かれたように加速した。

　儀法によって強化された爵獣ループの脚きやく力りよくも凄すさまじいが、〝ギデオン〟の潜せん在ざい能力はそれ以上だったようだ。あっという前にミカドとの距離を開いていく。

「もう二度と──ドローン相手に、走ることはないと思ってたのになあ……」

　前方を走る少女の呟きがミカドの耳に飛び込んだ。

　ミカドは、今まで見たことがない──想像すらしたことのない光景を見た。

　エチカが駆る〝ギデオン〟が、完全にドローンを翻ほん弄ろうしていた。最高速度を維い持じしながら直角に近い急きゆう旋せん回かいをし、側転をし、宙返りをして、障害物を跳とび越こえる。

　地上と空から降り注ぐ光線の雨の中を、踊おどるように突き進むエチカ。

　時には前に進みながらも後転して攻撃をかわす様は、獣に乗って走るリオランド王国の騎士では不可能な動きだ。後方を走るミカドの身代わりとなって敵の攻撃をかわしながらも、荒こう野やに変わった地形の障害物を紙かみ一ひと重えで乗り越えていく。

　これが本来の、エチカの走り方。

　地球という異なる星では、世界一に君臨したレーサーという人種の実力。

「ソーラ──」

　とはいえ、元の勘かんを取り戻もどすには至らなかったようだ。

　少女が回かい避ひした先に、一機の歩行型ドローンが待ち構えていた。

「──オー・リオランド！」

　ミカドの槍が、エチカと激げき突とつしそうだったドローンを打ち砕いた。

「サンキュー！」

　また親指を立てるエチカが、横回転しながら再び加速した。

　光線と銃弾が降り注ぐ荒野を直進する二人の勢いは、止まらなかった。

　エチカがドローンの攻こう撃げきをかいくぐり、ミカドは最高速度を維持しながら、少女の死角にある敵を打ち砕く。

　縦横無尽に荒野を駆け巡めぐる少女の走り方は、ミカドにとって未知の走行技術だった。

　しかし彼にはエチカの動きが予測できたし──彼女から見たミカドも同じなのだろう。

「……あはは！」

　自由に走り回る少女が、場違いに明るい笑えみを浮うかべていた。

　レーサー時代を思い出したのか、それとも──。

「……ふっ」

　ミカドが無意識に口元を緩ゆるめるほど、昂たかぶる魂に共鳴したのか。

　リオランド王国の存亡を懸かけ、走っている最中だ。

　赦されざる儀法を使うという大罪を犯おかした直後でもある。

　それでも内に魂が昂ぶるのは、走ることが最大の歓よろこびである二人の宿命だろうか。

　はたまた──生まれてはじめて、対等の距きよ離りで並び走る相手を得たからかもしれない。

「──見えた！」

　至上の時間は、幸運にも長くは続かなかった。

　前方に、大きく陥かん没ぼつした地形が見えた。

　それはどのような書物に書かれた地じ獄ごくよりも、戦せん慄りつが走る光景だった。

　周囲の地形を巻き込んで窪くぼんだ大地に、巨きよ大だいな塔とうがせり立っていた。三角形の形で尖とがった頂点と、その中腹で斜ななめに横棒が突き刺ささった特とく徴ちよう的な形をしている。

　エチカから聞いた戦略級大型ビーコン、〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーだ。

　タワーの上空からは、今も流星群のように奇き妙みような箱が落下し続けていた。何もない空間で作製されたそれらは、地上に落下すると同時に内部からドローンを放出する。

「なんという、邪じや悪あくな光景だ……」

　地球人ではないミカドにとって、はじめて目まの当たりにする光景だ。

　だが地下にある資源を吸い取り、侵しん略りやくのための尖せん兵ぺいを生み出し続ける塔。その歪いびつな形と、空から無限に敵が降り注ぐ光景は、彼に吐はき気すら催もよおさせた。

「やっぱり、番人がいる！　──トゥーリオ＝ＯＦ２！」

　タワーの前に一つの人影と、二機の巨大なドローンが立ちはだかっていた。

　人影は、頭部が棒のような形をした奇妙な姿だ。二機のドローンは歩行型ドローンを大型化させ、脚あしを六つに増やしたような形態をしている。

　ミカドは前ぜん傾けい姿勢を取った。槍を構え、爵獣ループを加速させる。

「──待って、ミカド！　狙ねらわれてる！」

　警告するエチカを追い越す、ミカド。

「魂なき者たちに、私たちが負けることはない。そうだろう、ループ？」

　金色に輝く目を見開くミカドに、爵獣ループが大きな咆ほう哮こうで応こたえた。

　棒人間──トゥーリオが構えた武器を発射した。

　音速を超こえて放たれた砲ほう弾だんはミカドと爵獣ループに命中し、その身体からだをバラバラに爆散させる──そして残された残ざん骸がいすらも、大型ドローンの光線によって灼やき尽くされる。

　そうなる運命だったはずの時の流れに、ミカドとループが逆らった。

　ゆらり、と黄金に輝くミカドの身体が横にずれた。

　時の流れを歪ゆがめ、緩かん慢まんになった空間を、ループが駆けた。横に跳ちよう躍やくしてトゥーリオが撃うった弾たまをかわし、大型ドローンが撃ち抜ぬく運命にあった地点をかいくぐる。

　接近するミカドから、トゥーリオがいち早く飛び退のいた。脚部から圧縮したガスを噴き出し、空に向かって待たい避ひするが──。

　棒人間が逃とう走そうを成功させる運命までもが、ねじ曲がった。

　時の流れが巻き戻り、両者の距離が獣数頭分だけ縮まる。

　ミカドの槍突撃攻撃が、ガスを噴ふん出しゆつする直前のトゥーリオに到とう達たつした。

「我が王国から立ち去れ──邪悪な地球人どもよ」

　宝槍プラサスの先せん端たんが、トゥーリオの左胸に吸い込まれた。ダイラタント金属の鎧よろいを突き破り、一いつ瞬しゆんだけ伝わった肉の感かん触しよくを抉えぐり、背の装そう甲こうを貫かん通つうする。

『ぐアッ──』

　タワーの番人を一ひと突つきに下したミカドの背後から、エチカが飛び上がった。

　勢いをつけてミカドとトゥーリオ、そして二機の大型ドローンを跳び越え、一気にタワー目がけて前回転する。

〝ギデオン〟の機体から、二本の触しよく手しゆ──補助用アームが飛び出した。

「こんなモノ……二度と使わないで！」

　エチカが勢いよくアームを〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーに突き刺した。

　直後、ミカドの眼前で繰くり広げられたのは──あまりに一瞬の出来事だった。

　エチカにアームを突き刺された瞬間、〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーが変身を遂とげたのだ。

　アームが刺された場所から、波は紋もんが拡ひろがるようにしてその色が移り変わった。赤黒い色から、真っ青な光を放つ姿へ豹ひよう変へんすると同時に──。

　視界にあるドローンが、内側から弾け飛ぶように霧む散さんした。

　数百、数千、リオランド王国へ向かう集団も、全てが目に見えない大きさにまで分解し、風に流れて消え去った。

　タワーの前にいた二機の大型ドローンも同様だ。

　トゥーリオという地球人も、ミカドの槍やりに串くし刺ざしになった状態で溶とけていく。

「──わたしのウイルスは、〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーをドローンに自じ壊かい命令を伝える信号塔に変える……！」

　エチカの乗る〝ギデオン〟が、地上に着地した。

　視界にあるドローンが消え去った結果、荒野に残されたのは青一色に染め変えられた〝Ｂｒｉｚｚ〟タワーとミカドたちだけだった。

　ドローンの自壊命令は、平原の戦場にも届いただろう。

　数千もの数に及およぶドローンの爆ばく発はつは、全すべて同時に行われた。後には破は片へんすらも残らず、極小にまで分解されたダイラタント金属の名残なごりすらない。

「……ひとまずは、終わったね」

　エチカがヘルメットを脱ぬいだ。長い髪かみが、荒野に吹ふく風に流される。

　敵は一人残らず、そして一機残らず、リオランド王国の領土から消え去った。

　地球人による奇き襲しゆうによって始まった、侵略戦争の終しゆう焉えん。

　リオランド王国の勝利である。

　母国を守るというミカドの使命は、この瞬間において果たされたといえよう。

「──ループ、まだ走れるな？」

　しかしミカドは。自らの爵しやく獣じゆうから降りなかった。

「ミカド？」

　エチカが首を傾かしげた。ミカドは彼女を振り返り、言う。

「お前も、私といっしょに来るんだ」

　ミカドの全身からは、今も金色の魂たましいが溢あふれ出していた。儀ぎ法ほうの余波で破けた皮ひ膚ふからは、血が流れ続けている。

　爵獣ループがよろめきながらも、彼の意思に応えた。地面を蹴ける。

「私の騎き士しとしての義務は果たした。次は──我が誓ちかいを守らなければならない」

　呟つぶやき、ミカドはこれまでにも増して全速力で、ある場所を目指した。




　　　　＊




　ミカドとエチカは、誰だれもいない荒野を疾しつ走そうしていた。

　ミカドと爵獣ループが纏まとう金色の輝かがやきは、すでに下火となっていた。それでもループは激しく喘あえぎながら、通常の何倍もの速度で走り続ける。

「はあ、はあ……急いでくれ、ループ！　まだ間に合うはずだ！」

　ミカドもまた〝赦ゆるされざる勝利〟を維持することで、精せい一いつ杯ぱいだった。すでに全身の皮膚が裂さけ、革かわ鎧よろいが鮮せん血けつで真っ赤に染まっている。

「ミカド！　ループくんがもう限界だよ！　わたしの後ろに乗って！」

　隣となりを走るエチカが言った。

「私とループが揃そろわないと、意味がないのだ！」

　ミカドの言葉に、ループが苦しげな咆哮で応えた。

「……それじゃあ、少しでも風の抵てい抗こうを減らす！」

　エチカが乗る〝ギデオン〟が、ミカドたちの前を走った。少なからず空気抵抗が減少し、ループの走る速度がさらに増す。

　エチカの後ろにピタリとくっつき、一列隊形になった二人と一頭が荒こう野やを奔はしる。

　実際には短い時間だったはずだ。しかし極度の疲ひ労ろうと、死者の魂からの責め苦が、ミカドとループの肉体と魂を削けずり取っていく。

　苦しげに喘ぐループが、ついにガクガクと震ふるえだした頃ころだった。

「──いた！　本当に、いたよ……！」

　前を走るエチカが、叫さけんだ。

　ミカドは鞍くらの上で背を伸のばし、少女の肩かた越ごしに前方を見た。

「ＤＤだ！」

　ミカドたちの進路上、荒野のはるか先を二本の脚で走る人ひと影かげがあった。両脚に装備した機械で走行を補助しているのか、並の獣けものよりもその速度は速い。

　ＤＤ。──ミカドも謁えつ見けんの間で見た、地球人の少年である。

「背負ってるのは……エネルギー・チャージャーだ！　ミカドの言った通りだよ！」

　人間離ばなれした速度で駆かけるＤＤが、箱のようなものを背負っていた。

　ここに至る途と中ちゆうで、その機械の性能はエチカから聞いていた。

　二千種類を超える素材、無機物や有機物だけでなく、不定のエネルギーまでも吸収して液状化することができる装置である。液体は再び溶かすことで純エネルギーに戻すことができるが、地球では効率が悪く、ほとんど使用されることはなかったという。

「どうして分かったの、ミカド？　ＤＤがここにいるって……！」

「お前とリッチマンの会話だ。〝天てん穹きゆうの雫しずく〟──『ツリーＢＸ』の崩ほう壊かいを防ぐには、ダイラタント金属とエネルギーが必要だと言っただろう……！」

　ＤＤを後ろから追走するミカドの視界に、荒野に架かけられた長い白線が現れた。

〝一つの回かい廊ろう〟である。

　古いにしえの爵獣騎士が造りだしたという、リオランド王国の古都と現王都を結ぶ空中回廊。

　その壮そう大だいな建築物は、あくまで象しよう徴ちよう的な存在にすぎない。普ふ段だんならば誰にも顧かえりみられることなく、通りかかった旅商人が風雨に晒さらされるその姿を見上げるくらいだろう。

　だが今日にかぎっては、リオランド王国にとって重要な意味合いを持っていた。

「我がリオランド王国で最も大きなエネルギーを持つ存在は──考えるまでもない」

　まだ遠くにある、〝一つの回廊〟。

　そのさらに遠方に、回廊のそばを進む白い巨きよ影えいが見えた。

「国境の襲しゆう撃げきは、囮おとり……」

　ミカドの視力では、巨影の姿形はまだはっきりとは見えない。

「リッチマンたちの王都侵しん攻こうも、囮……！」

　だが目に見えずとも、巨影に寄り添そい回廊を歩く少女の姿がはっきりと頭に浮うかんだ。

　リューリリリィ・アド・リオランド姫ひめ。

〝母の迎むかえ〟という儀式により、新たな国母となる運命の少女がそこに居る。

「奴やつらの本当の狙いは、我が国の礎いしずえたる〝母なる獣〟だ……！」

　ミカドの推測が正しかったことを、眼前を走るＤＤの姿が証明していた。

「ツリーの寿じゆ命みようを増やすためのエネルギーを、〝母なる獣〟から抽ちゆう出しゆつする気……？」

　エチカが唇くちびるを嚙かんだ。同どう胞ほうが行った侵しん略りやく、虐ぎやく殺さつが、本当の狙いを隠かくすための囮にすぎなかったことを知り、やりきれないのだろう。

　ＤＤの接近に、儀式に随ずい行こうする王都騎士団の一部が気づいた。

　騎獣を走らせ、ＤＤを迎え撃とうとするも──距きよ離りが縮まる前にＤＤが構えた武器、アサルトライフルというらしい兵器から放たれた光こう弾だんによって撃ち抜かれていく。

「ああ……！　あれじゃ、ＤＤの奇襲は防げない……！」

「エチカ！　──頼たのむ」

　エチカは、ミカドの部下ではない。

　だから彼は己おのれの魂に従い、彼女の平和を望む魂に請せい願がんする。

「ヤツは、私が討うつ。私が近づけるよう気を引いてくれ」

　エチカがミカドを振ふり向いた。

「ＤＤは、サイキック──超ちよう能のう力りよくを使う。強敵だよ、気をつけて」

　親指を立て、少女が急加速した。背後からＤＤに接近していく。

「……もうひと頑がん張ばりだ、ループ。リオランド王国を護まもるのだ」

　ミカドは爵獣ループの背を撫なでた。顔を上げ、ＤＤを睨にらむ。

「今日、この時のために、オレたちは……騎士と爵獣になったのだ」

　ループが咆ほえた。震える軀からだで力を振り絞しぼり、力強く大地を蹴る。

　エチカがＤＤと接せつ触しよくした。

　地球人が撃うつアサルトライフルの光弾を、エチカの運転技術が翻ほん弄ろうした。予測のつかない動きをする〝ギデオン〟を捉とらえきれず、ことごとく狙ねらいが逸それる。

　二本のアームを伸ばして動きを止めにかかったエチカが──唐とう突とつに、後方に弾はじき飛ばされた。ミカドの目には、ＤＤがエチカに向かって手を伸ばしたようにしか見えなかった。

　地面に激げき突とつする寸前で、エチカがかろうじて体勢を立て直す。

　しかしその隙すきを突ついて撃ち放たれた光弾が、少女の頭を弾いた。

　後ろに大きくのけぞる、エチカ──。

「──よくやった、エチカ」

　ミカドと爵獣ループが、ＤＤに追いついた。

　少年の背後から槍突とつ撃げきを繰り出すミカドのまぶたの上に、火傷やけどの痕あとが刻まれていた。

　エチカが紙かみ一ひと重えで回かい避ひした光弾の痕である。のけぞった少女が再び身を起こすと、そのまぶたの上にも同じ傷が刻まれていた。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　ＤＤがハッとして振り向くも、身を守るのが精一杯だった。

　ＤＤの喉のどを狙った槍が、とっさに盾たてにしたアサルトライフルを貫つらぬいた。黄金の輝きを纏った槍の先せん端たんがライフルを粉々に砕くだくも、ＤＤの身体からだには届かない。

「……！」

　体勢を崩くずしながらも、ＤＤは走るのを止めなかった。四筒つつの瓶びんを並べたような機械を背負った少年が、両手に青白く光る小刀を構える。

「おおおおおおおッッ！」

　ミカドは金色に染まった瞳ひとみを見開き、気き迫はくの声とともに槍やり攻こう撃げきを繰くり出す。

　ＤＤが彼の攻撃をかわし、小刀で狙いを逸らし、走り続ける。

　ほんの一いつ瞬しゆんの隙を突いて反撃に転じたＤＤの小刀を、ミカドもまた回避し続けた。身体を傾かたむけ、爵獣ループが身を捻よじり、人獣一体となってＤＤに併へい走そうする。

　激しく斬きり合いながらも、〝一つの回廊〟に近づいていく両者。

　ついにミカドの槍が、ＤＤの小刀を一本、打ち砕いた。

「──」

　接近戦は不利と見るや、ＤＤが身を引いた。何も持たない掌てのひらを、勢いよく突き出す。

　見えない力が、ミカドの頭を襲おそい──。

　彼は目や耳から大量の鮮血を噴ふき出し、ループの上から弾き飛ばされる──。

　そうなるべき運命を、ミカドとループの金色に輝く瞳が捉えた。

　大きく開いた爵獣ループの顎あごが、不可視の力ごと死の運命を嚙み砕く。

　激しい衝しよう撃げきの波が、ミカドの周囲に吹き荒あれた。弾け飛ぶ土や石のカーテンを突き破り、無事な姿のミカドがＤＤに追いすがる。

「！」

　ミカドの槍が、ＤＤが持つもう一本の小刀を打ち砕いた。

「お前の、その力は──むしろ我々の魂に近いようだな」

　ミカドがさらに繰り出した必殺の一撃は、しかし空を貫いた。

　ＤＤが彼との交戦を放ほう棄きしたのだ。前ぜん傾けい姿勢になってミカドを引き離はなしにかかる。

「逃にがさない……ＤＤ！」

　エチカが立ちはだかった。同胞の少年に向かってアームを伸ばす。

　ミカドと爵しやく獣じゆうループ、エチカ、ＤＤが一ひと塊かたまりとなって〝一つの回廊〟に接近する。

　その速度に、防衛網もうの一角を壊かい滅めつさせられた王都騎士団は追いつくことができない。

　激しい攻防を繰り広げながらも、ミカドは見み逃のがさなかった。

　ついに〝母なる獣〟の間近に迫せまった時──。

　エチカとＤＤという二人の地球人が、一瞬、その姿に見とれたのを。

「──美しいだろう。これが、この星で最も気高き獣である」

　地球人に〝母なる獣〟を自じ慢まんするという目的を達し、ミカドは満足した。

〝母なる獣〟ザントウィール──。

　その姿は爵獣ループをはじめとする四つ脚あしの獣よりも、鳥型に近かった。人の数十倍にも及およぶ巨きよ軀くを覆おおう羽う毛もうは、しかし実際は羽ではない。その一本一本が彼の住み処かである湖の澄すみ切った水そのもので出来ており、光を反射して鏡のように白く輝いていた。

　地上を歩きながらも、その頭部はゆうに〝一つの回廊〟の高さを超こえていた。真円に近い二つの巨大な眼めに対し、その間に生えた嘴くちばしは小さく、鋭するどい。

〝母なる獣〟の頭部と並ぶようにして、回廊を歩く少女の姿も見えた。

　リューリリリィだ。

　地ち下か牢ろうに現れた時と同じ衣い装しようを纏まとい、夕日を受けて歩くその姿は──。

　まるで神話に登場する女め神がみのごとき美しさと、眩まばゆい魂たましいを放っていた。

　彼女と同じ、神のような魂を持たざれば。

　あるいは〝魂なし〟のような、鈍にぶき魂を持つ者でなければ。

　エチカとＤＤのように、その姿に眼を奪うばわれずにはいられなかっただろう。

　無防備になったＤＤの背中に向かって、ミカドは渾こん身しんの槍突撃を繰り出した。

「その御お姿すがたを目まの当たりにしたことを、誇ほこりに思うが良い……！」

　黄金に輝かがやく槍が、地球人の少年に突き刺ささった。背負った機械ごとダイラタント金属製の軽鎧よろいを貫き、クローン体の脊せき髄ずいを破は壊かいし、その胸から先端を突き出す。

　リオランド王国の礎たる〝母なる獣〟、そして新国母リューリリリィ、ともに無事だ。

　ミカドの槍が騎士としての使命を果たし、母国を護り抜ぬいた瞬間だった。

　──そのはずだった。

「その御姿を目の当たりにしたことを、誇りに思うが良い……！」

　気がつくと。

　ミカドは先ほど口にしたはずの言葉を、もう一度繰り返していた。

「──……！」

　異変に気づいたのは、ミカドの〝魂なし〟としての体質と、〝赦ゆるされざる勝利〟という儀ぎ法ほうの効果がまだ持続していたせいだろう。

　常人なら、時間の流れが──運命が巻き戻もどったことにすら、気づかないだろう。

　ただ巻き戻っただけではない。

　ミカドの位置が──先ほどよりも、ＤＤからわずかに遠ざかっていた。

　彼が繰り出した槍は、ＤＤに届かなかった。その背中にある機械に先端が触ふれたものの、筒のいくつかに亀き裂れつを走らせただけだ。

「……！」

〝母なる獣けもの〟とリューリリリィに見とれていたＤＤが、ハッと我に返った。

　ミカドの攻撃が、逆にＤＤの後押しとなった。

　前方に突き飛ばされた勢いすら利用し、地球人の少年が〝母なる獣〟に飛び乗った。両りよう腕うでと両脚を使って、あっという間に巨軀を駆かけ上がっていき──。

　背負っていた四筒の機械を、その頭部に突き刺す。

「────ッッッ！」

　世界が、反転した。

〝魂なし〟のミカドでさえ、そう錯さつ覚かくしたのは、あまりにも激しい魂の奔ほん流りゆうが周囲を襲ったからだろう。人の耳では聞き取ることのできない音が、大地を震ふるわせる。

　それは〝母なる獣〟の断だん末まつ魔まの叫さけびだった。

　世界が白と黒に暗転し、上下逆さまに逆転し、空と大地が振しん動どうによって割れていく。

〝母なる獣〟の強大な魂に共鳴したミカドたちに、そう見せているのか。

　それとも運命を司つかさどる魂の絶ぜつ叫きようが、一瞬とはいえ世界そのものをそうさせたのか──。

　断末魔の残ざん響きようが消えると、世界の在り方も元に戻った。

〝母なる獣〟の巨軀がゆっくりと傾き、〝一つの回かい廊ろう〟にもたれかかった。

　動かなくなった巨獣の頭の上で、ＤＤが緑色の液体で満たされた機械に触れる。

「任務、完──」

　しかし少年が触れた瞬間、筒が爆ばく発はつするように割れた。

　割れたのは四本のうち、三本。

　先ほどミカドの槍攻撃で亀裂が生じていた筒の数である。

　噴き出した液体は一瞬のうちに気化し、虚こ空くうへと消えていってしまう。

「……！　任務、完かん了りよう！」

　予想外の結果に動どう揺ようするも、ＤＤは忠実に使命をこなした。一本のみ筒を残した機械を操作する。機械の表面に空いた穴から、圧縮された気流が噴き出した。

「ソーラ──」

　ＤＤが機械の操作に集中している隙を、ミカドは見逃さなかった。

　金色に輝く宝ほう槍そうプラサスを大きく振りかぶり、爵獣ループの力も借りて投げ飛ばす。

「オー・リオランド！」

　光の矢と化したミカドの槍が、今度こそＤＤの左胸を貫いた。

　同時に、エネルギーを詰つめ込んだ筒を搭とう載さいした機械が飛び上がった。弾だん丸がんのごとき速度で飛ひ翔しようする機械が、あっという間に遠方の空へと消えていく。──それが〝天てん穹きゆうの雫しずく〟、『ツリーＢＸ』に向かって放たれたことは疑うべくもない。

　槍に貫かれたＤＤの身体が、動かなくなった巨獣の頭の上で溶とけていく。

　一歩遅おそく駆けつけた王都騎き士し団たちは、明らかに混乱していた。〝母なる獣〟の断末魔の影えい響きようで騎獣から転落した者も少なくない。

「……この子、死んじゃったの？」

　エチカも頭を振ふりながら、ミカドのそばにやってきた。〝ギデオン〟から降りる。

「わたしたち、地球人のせいで……」

「いいや、そうはならない。──ループ」

　ミカドの声に応じて、爵獣ループが大きく口を開いた。

　彼と彼の爵獣には、〝一つの回廊〟の空を覆う紫むらさき色いろの魂が見えていた。

　ＤＤが使用した機械から解放された、〝母なる獣〟の魂である。四分の三に減ったとはいえ空を覆い尽つくさんばかりに拡ひろがった魂を、ループがゆっくりと吞のみ込んでいく。

「プラシリキア様が最も恐おそれていたのは、国の礎いしずえである〝母なる獣〟の死だった」

　ミカドを覆う金色の輝きが、完全に消えた。

「私とループは、魂の器うつわだ。──〝赦されざる勝利〟という儀法は、本来の目的を達する途と中ちゆうで生まれてしまった副産物にすぎない」

　儀法による効果を失うと同時に、ミカドの眼に〝母なる獣〟の魂が映らなくなった。

「〝母なる獣〟は、死なない。その肉体を失おうとも、次なる〝母なる獣〟にその魂を継つがせて、リオランド王国を護まもるように──プラシリキア様が備えたのだ」

　そう、前国母プラシリキアは、それほどまでに王国を愛したのだ。

　呪のろわれるべき禁きん忌きの儀法を、何も知らない少年と獣に宿してまで。

〝母なる獣〟に、死してなお王国を護るように定めてまで。

「プラシリキア様は、誰だれよりもリオランド王国を愛していた。王国滅めつ亡ぼうの運命を回避するために、あらゆる対たい抗こう策を残されたのだ。その結果、ご自身がどのような恨うらみや呪いを受けようとも、甘んじて受け入れる覚かく悟ごをお持ちだった」

　ミカドは何も見えなくなった空から、視線を落とした。

〝一つの回廊〟にもたれかかり、動かなくなった巨獣の骸むくろを見上げ──。

　否いな、動かなくなった巨獣を、優やさしく撫なでる一人の少女を見つめる。

「それなのにどうして、たった一つだけ──」

　ミカドが想おもい慕したうべき、リューリリリィには傷一つない。

　リューリリリィ姫ひめは、リオランド王国の希望だ。

　彼女を護ることができたのはミカド自身にとって、最大の歓よろこびだ。騎士として最大の誉ほまれでもある。

　しかし彼の眼まな差ざしは、エチカが怯ひるんで後あと退ずさりするほど鋭く──。

「どうして……！」

　彼が震えるほどに強く握にぎりしめた拳こぶしには、まだ感かん触しよくがはっきりと残っていた。

　一度はＤＤという少年を、確実に貫つらぬいたはずの──その感触が。




　　　　＊




　リッチマン＝ＯＦ５の思念体は、『ツリーＢＸ』にある彼自身の肉体に向かって引き戻されつつあった。

　彼のクローン体は、戦場で完全に機能を停止した。

　だがリッチマンの本体と、その精神は全くのノーダメージだ。

　思考テレポーテーションという画期的な発想によって実現した〝祝福〟プログラムは、まさに兵士にとっての理想像を生み出したといえる。

　何度、倒たおされても蘇よみがえることができる兵士。

　ドローンよりも複雑な作戦行動が可能な戦士を、何度でも戦場に送り込めるのだ。

　思わぬ反はん撃げきに遭あったが、次こそは必ずこの手で──。

　傷ついたのは、リッチマンのプライドだけだ。

　形の概がい念ねんも時間の流れもない空間を引き戻されながら、彼は思考していた。

『ツリーＢＸ』に回収されたら、すぐに彼がいなくなった後の戦せん況きようを確かく認にんする。

　場合によっては、可能なかぎり早く再出撃する必要があるかもしれない。

　そう考えた時だった。

　見えない紐ひもに引っ張られるリッチマンと──一人の少女がすれ違ちがった。

　また、この幻げん覚かくか──。

　冠かんむりをかぶり、顔にヴェールをかけた、例の小こ柄がらな少女だ。純白の衣装を纏った少女が、愉たのしげに笑う口元だけが見えた。

　すれ違う瞬しゆん間かん、少女が腕を持ち上げた。トントン、と人差し指で己おのれの右眼を指す。

　なんだ？　右眼が、どう──。

　あっという間に遠ざかっていく少女を見送る、彼の視界に異変が生じた。

　視界の右半分が、急に真っ赤に染まったのだ。

　彼は動揺するも、その思考が『ツリーＢＸ』に帰き還かんし──。

「──うぉおおおおおぉぉおおおッッ！」

　リフトに摑つかまってスキャニングプールから這はい出すなり、リッチマンは絶叫した。

『ツリーＢＸ』、ルーム０８２の床ゆかを赤い鮮せん血けつが濡ぬらした。

　リッチマンの右眼が、何かに抉えぐられたように完全に潰つぶれていた。クローン体ではない、ずっと軌き道どうエレベータ内部で守られていたはずの本体が、である。

　六等分されたプールは、すでにリッチマンの鮮血で赤く変色していた。

『お帰りなさい、リッチマン＝ＯＦ５。直ちに治ち療りようを施ほどこします。それとも先に熱いコーヒーを飲んで、いったん落ち着きますか？』

　人工知能〝ギデオン〟の音声も、リッチマンの耳には入らなかった。

「なぜだ……！　〝祝福〟プログラムを使っておきながら、傷を負うなど……！」

　血が溢あふれる、リッチマンの右眼。

　それは戦場で、あの少年騎士によって貫かれた箇か所しよである。

　──ソーラ・オー・リオランド！

　確かに、あの槍やりによる攻こう撃げきは強力だった。ダイラタント金属で作られたヘルメットをものともしない──いや、それよりもリッチマンが感じたのは、ひたすらに熱い衝しよう撃げき。

　まるで少年の魂たましいそのものをぶつけられたような、激しい一撃だった。

　それとも。

　思考テレポーテーションを稼か働どうさせる度たびに、通りかかる──精神だけが飛翔する奇き妙みような世界で通りかかるというのもおかしいが、とにかく何度も遭そう遇ぐうする少女。

　あの小柄な少女が、リッチマンに何かをしたのだろうか？

「何者だ、あの少年と……少女は……！」

　血を流す右眼を押さえながら、リッチマンは怒いかりの咆ほう哮こうを上げた。

「この星には一体、何が居るというのだ……！」

　激痛に奥歯を嚙かみながら、彼は考えた。

　圧あつ倒とう的に優位にあるはずの地球の科学技術を狂くるわせる、何かがあるのだとしたら。

　もし今回の戦争に、地球人の勝利という結末以外のハプニングがあったとしたら。

　彼らがすでに実行に移った計画──。

〝トランスプラネット・シナリオ〟を見直す必要があるかもしれない、と。








Epilogue










>>　memoirs 95






　啼なくな、我が魂よ。

　お前は〝魂なし〟。

　何を嘆なげくこともなく、誰を憐あわれむこともなく、運命を惜おしむこともない。

　そういう存在モノなのだから、涙なみだすることはない。涙したことなどない。

　啼けば、それは慟どう哭こくとなろう。

　慟哭は──餞はなむけとなってしまうだろう。

　それだけは赦ゆるされない。

　そう自分に言い聞かせるミカドを見て、その麗れい人じんは優しく微笑ほほえんだ。

「ミカド……貴方あなたは、優しいのですね。出会った時から、ずっとそう……」

　なぜ、余計なものを一いつ切さいもたない貴人というのは、かくも美しいのか──。

　国母、プラシリキア王おう妃ひの美び貌ぼうは、病床にあっても全く色いろ褪あせなかった。

　長い銀ぎん髪ぱつは、煌きらめく聖水のように潤うるおいある輝かがやきを放っていた。透すき通る白い肌はだと、微び笑しようを湛たたえた唇くちびるは、最低限の化け粧しようしか施していない。肩かたを出した簡素な衣服も、彼女が纏まとうと唯ゆい一いつ無二のドレスに変わる。

「思えば、私たちは貴方の優しさにつけこんでばかりでしたね……」

　リオランド王国の第一王妃として、十四歳の時に国王に嫁とついだ彼女は、まだ二十代の後半だったはずだ。

　しかし若き王妃の寝しん室しつは、最低限の家具と花か瓶びんが一つしかなかった。

　富と名声、智ち慧えと清らかな魂、そして美。

　その全すべてを持つ女性は、しかしそれらを欲よく望ぼうへと染めることが一切なかった。

「……ごめんなさい、ミカド」

　王妃の寝室に、ミカドのような下級貴族がたった一人で面会を許される──。

　そのような状況が示すことは、たった一つだった。

　魂の奇病。

　その病はリオランド王国の長い歴史上にも前例がなく、治療法が見つからなかった。ありとあらゆる儀ぎ法ほうによる回復や、呪いを排はい除じよするための儀式も何の効果もなかった。

　原因が一切分からないまま、ただ魂がすり減っていくのだ。

　まるで──何か、他ほかのものに吸い取られていくかのように。

　リオランド王国で最も高潔な魂は、今やミカドごときにも一目で分かるほどに──。

　その最後の灯ともし火びを、消しつつあった。

「でも、もう少しだけ……貴方に甘えさせてください」

　ベッドに横たわったプラシリキアが、無言で立ち尽つくすミカドの手をとった。

　彼が忠誠を誓ちかった、この世界ハローズで最も美しい女性は。

　その白い頰ほおに、一筋の涙をこぼしていた。

　およしください、プラシリキア様──。

　彼は声に出せずに、心の内で叫さけぶ。

　餞を贈おくるべきなのは、貴女あなたではありません──。

　ひとたび声を出そうものなら、心中とは裏腹の呪いの言葉が飛び出しそうだった。

　貴女の涙は、私の魂への餞となってしまいます──。

　この世界で最も死ぬべきではない女性を殺す、運命というものを彼は呪う。

　ほんの一ひと握にぎりしかない魂を呪いで染め、彼女がいない世界を滅ほろぼしてしまうのもいい。

　そうして、ひっそりと消えてしまうのが良いだろう。

「ミカド……備えるのです……」

　いいえ、死ぬべきなのです。

　貴女によって騎き士しとなった私にとって、貴女とともに死ぬことが最大の忠誠なのです。

「リオランド王国の危機に、備えて、ミカド……」

　いいえ、備える意味などありません。

　どう備えようとも、それは貴女という唯一の光を失った別の国なのです。

「いつか、貴方に与あたえた儀法でも、立ち向かうことができない敵が現れるかもしれません……私の魂が、そう告げています」

　いいえ、リオランド王国は滅んだのです。

　貴女がいなくなることで、この世界そのものが永えい訣けつの時を迎むかえるのです。

「だから──リューリリリィを愛してあげて。あの子を救って」

　いいえ、私は貴女をこそお慕いしていたのです。

　許されぬ想おもいだということは分かっています。

　だからこそ私は、忠誠心という鎧よろいを纏って戦場で戦い続けたのです。

　今、私の頰を撫なでる貴女の手に、魂を委ゆだねてしまうことが恐おそろしかったからです。

「そして、リューリリリィに愛されるの。あの子といっしょに王国を護まもって……」

　そんな私に、貴女は新たな使命を与えようというのですか。

　そんなにも、残ざん酷こくな使命を。

「今の、あの子は王国を玩がん具ぐにして遊んでいるだけ。王国はあの子の戯たわむれによって破は滅めつすることすらあり得るかも……でも、そうならない運命もあるはず」

　それは、母たる貴女の魂が見せた幻げん想そうではありませんか？

　決して間違うことのなかった貴女の、唯一の過あやまちとはなりませんか？

「あの子と、愛し合うのよ……」

　貴女とともに、この世界から消えることは許されないのですか？

　貴女はどうして、そこまでしてリオランド王国と──私に、貴女の後を追うことをお許しくださらないのですか？

「あの子に愛されることで、貴方を通してこの王国を護ってくれるように……」

　分かりました。

　私は、貴女の騎士です。

　貴女が私にそう望むのであれば、私はそれになりましょう。

「二人で、リオランド王国を護って……」

　リューリリリィ・アド・リオランドという〝予言姫ひめ〟と、愛し合い。

　リオランド王国を護る、一人の騎士になってみせましょう。

「拝命──します……！」

　それはミカド・キャバレッティという騎士が、忠誠を誓った女性に対して最後の敬礼をした日の出来事であり──。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　生まれてはじめて。

　そして、おそらくは生しよう涯がいで最後の、涙というものを流した瞬しゆん間かんだった。





>>　To a new chapter






　リオランド王国の王城、謁えつ見けんの間は厳おごそかな音楽で満たされていた。

　壁かべ際ぎわに並べた旗立て台には、国旗と軍旗が交こう互ごに掲かかげられた。居並ぶ貴族たちは皆みな、礼服に身を包み、姿勢を正している。

　王立学院の学生で構成された楽団が奏かなでる曲が、穏おだやかな間奏曲に変わった。混声で高い声を流す合唱団には、制服姿のリザマーロ・キャバレッティの姿があった。

　謁見の間の中央におわすは、当然ながら玉座に座るリオランド国王だ。

　ソリス・アド・リオランド王である。

　そして国王の隣となりに並べられた椅い子すは、今や新たな主あるじを迎えていた。

　リューリリリィ・アド・リオランド。

　ソリス国王の実の娘むすめにして、新たな国母として正式に認にん定ていされた十四歳の姫君である。

　国母の座に座ったリューリリリィは、見るからに上じよう機き嫌げんだった。

　国家の危機を乗り越こえ、無事に〝母の迎え〟という儀式も完かん了りようした。

　リオランド王国が平和を取り戻もどしたことを歓よろこんでいるのだろう。

　居並ぶ貴族たちは、そう信じて疑わない。

　知らなくて、良いことだ。

　略りやく冠かんを頭に戴いただいたリューリリリィが今、浮うかべている笑えみが──その日に選んだドレスが格別に気に入った時のそれと何も変わらないということは。

「リオランド王国に忠誠を誓う同どう胞ほうたちよ、まずは黙もく禱とうを」

　玉座のそばに立つマーシア公こう爵しやくが、高らかに宣言した。

「母なるリオランド王国を守るために散っていった、多くの兵たちの魂に」

　楽団が葬そう送そう曲を奏でた。合唱団が口と目を閉とざす。

　ソリス国王も両のまぶたを閉ざした。貴族たちも王にならって目を閉じ、敬礼する。

　彼らは、知らない。

　今、謁見の間にいる者たちが悼いたむ魂のほとんどが、もうこの世には存在しないことを。

　新たな器うつわを得るべき循じゆん環かんの輪から外れ、完全なる無となったのだ。魂そのものを消失させた彼らは、恐るべき所業をなした少年のことを呪のろい殺すことも、もうできない。

　長い、長い黙禱の末に、マーシア公爵がよく響ひびく声で言った。

「〝天てん穹きゆうの雫しずく〟の脅きよう威いは、まだ変わらず存在します。しかし今、王都に迫せまる敵を打ち払はらうことができたのは、他ならぬ彼ら英えい霊れいの活かつ躍やくのおかげといえましょう」

　公爵の口上が、黙禱を終える合図となった。

　謁見の間にいる全員が、ゆっくりと目を開いていく。

「リオランド王国は今、その長き歴史の中でも最大の窮きゆう地ちを迎えたといっても良いでしょう。しかし我々は同時に、一丸となって敵に立ち向かうための新たな希望も得ました」

　楽団が演奏を切り替かえた。華はなやかに管楽器を吹ふき鳴らす。

「新たな国母、リューリリリィ姫に永遠の忠誠を！」

　マーシア公爵をはじめ、全ての貴族たちが腰こしを折って頭こうべを垂らした。

　リューリリリィが弾はじけるような笑みを浮かべた。

　年若き国母の甘く香かおるような魂たましいが、楽団の演奏に乗って謁見の間を満たした。まるで床ゆか一面に千色の花々が咲さき誇ほこったかのごとく、貴族たちの表情が緩ゆるんでいく。

〝母なる獣けもの〟の肉体は、地球人の襲しゆう撃げきによって滅んだ。

　その事実を知る者は、まだ少ない。

　王都第一騎士団が事実を隠いん蔽ぺいしたのだ。〝一つの回かい廊ろう〟の老ろう朽きゆう化かによって王都に到とう達たつすることはなかったものの、〝母の迎え〟の儀式は無事に完了した。──国民にはそう知らされ、代わりに後日、リューリリリィ姫が王都でパレードを行うことが決定した。

〝母なる獣〟の魂を収容した爵しやく獣じゆうループは、王立儀法研究所に引き取られた。

　今後、次なる〝母なる獣〟が厳選され、その魂を移すのだ。

　かくしてリオランド王国に新たな国母が誕生し、王都は平へい穏おんを取り戻したのである。

「ついては、この度たびの戦いにおいて多大な貢こう献けんをなした騎士団に、新国母リューリリリィ姫から勲くん章しようの授じゆ与よがあります」

　マーシア公爵が声を高めた。笑顔で大おお仰ぎように手を挙げる。

「辺境第三騎士団と、〝雫人〟の姫君！　玉座の前へ！」

　呼び込む声によって、入り口のそばで待機していた集団が進み出た。

　先頭を歩くのは若き騎士団長、ミカド・キャバレッティ男爵。

　ミカドの隣を歩くのは地球人の少女、エチカ・ユーソラ姫。

　二人の後方に付き従うは、辺境第三騎士団の騎士達だ。

　フィギュ、ルゥ、シリーン、アレイシス、ダンオーブ、バムン、シズモス。

　本来ならば王城どころか、王都に足を踏ふみ入れることすら躊躇ためらわれるほど敵の多い者たちばかりである。──副団長のハァミアは一命を取り留めたものの、まだ予断を許さない状態であるため、この勲功褒ほう賞しようの席を辞している。

　リューリリリィ姫とマーシア公爵。

　二人の光り輝かがやく魂に満たされた謁見の間に、重苦しい戦場の臭においが漂ただよった。

　たとえ王の御ご前ぜんに立ち、恩賞を賜たまわる光栄の瞬間であろうと。

　ミカド率いる辺境第三騎士団が纏まとう、殺さつ伐ばつとした殺気は拭ぬぐいようがなかった。

「辺境第三騎士団。貴公らの戦いぶりは、我らが国王も大変お喜びになっておられます」

　玉座の前で膝ひざをつき、ミカドは騎士団を代表して口を開く。

「身に余る光栄にございます」

「そしてエチカ・ユーソラ姫。貴女の協力に、多大な感謝を。故郷を同じくする者たちと戦うのは辛つらかったでしょうが、貴女は正義をなしてくれた」

「……光栄にございます」

　一いつ拍ぱくの間を置き、エチカがミカドにならった。彼女自身、思うところがあるのだろう。

　五千いた兵団のうち、戦死者は三千強。

　騎獣は騎士団員の爵獣を除いて、全ぜん滅めつ。

　それが勝利と引き換かえに、辺境第三騎士団が受けた被ひ害がいの全すべてだった。

　ミカドがリッチマンを倒たおした時点で、すでに多くの戦死者が出ていた。

　だが彼の儀ぎ法ほう〝赦ゆるされざる勝利〟による突とつ撃げきで、さらに多くの戦死者が出た。儀法が解かれた後、死者の魂による断だん末まつ魔まの反動で、魂を壊こわされて絶命した者たちもいる。爵獣以外の騎獣が一頭残らず死に絶えたのも、そのせいである。

　王国を護ることはできたが、辺境第三騎士団は事実上の壊かい滅めつ状態となった。

　その功績によって、辺境第三騎士団は解散こそ撤てつ回かいされたものの──。

　兵団の解体、そして再編制という措そ置ちを余儀なくされることとなったのである。

「リューリリリィ姫、騎士団を代表してキャバレッティ男爵に勲章を」

　側近の騎士が差し出した箱から、リューリリリィが勲章を鷲わしづかみにした。跳はねるような足取りでミカドに駆かけ寄る。

　ミカドは上体を起こし、栄えい誉よを受け入れる。

　リューリリリィが彼の胸に針で勲章をつけようとするも、なかなかうまくいかなかった。針が何度も胸を刺さすたびに、隣にいるエチカが「いたっ、いだだっ」と声を上げた。

「ははは、国母様。ゆっくりで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　マーシア公爵の笑い声に、周囲の貴族たちもつられて笑った。

　場が和なごみ、笑い声が飛び交かう中──ミカドは、小声で囁ささやく。

「──王国から〝母なる獣けもの〟がいなくなったら、面おも白しろそう……とでも思ったのですか？」

　ミカドの魂が今、抱いだく感情。

〝魂なし〟である彼でも魂が揺ゆらぐことがあるとすれば、それは怒いかりによってではなかった。歓びや憎にくしみといった激情でもない。

「地球人の道具……〝ギデオン〟を弄もてあそんだ時に、貴女あなたの遊びは始まっていたのですか？」

「──え？」

　エチカが表情を凍こおりつかせた。

　ミカドの囁きは、そばにいるエチカとリューリリリィにしか聞こえない。

「宝物庫に自由に出入りし、未知の科学技術を一目で習得する──いえ、一気に彼ら地球人を超こえるような知識を得てしまうような人物は、貴女をおいて他ほかに存在しない」

　人間。

　果たして、そう呼んで良いものだろうか？

　今まさに紫むらさき色いろに輝く双そう眸ぼうで、彼の顔をじっと見つめ返す存在モノを。

「この星にも、そして地球にも──貴女を超える存在など、在るはずがない」

　リューリリリィ・アド・リオランドには二つの人格が宿っている。

　普ふ段だん、無む邪じや気きに振ふる舞まっているだけの人格。

　そして救国の〝予言〟をもたらす、もう一つの人格。

　一いつ般ぱん国民ならばともかく、王城で暮らす貴族たちならば誰だれもが知っていることである。

　その二つの人格に隠かくれ、実はもう一つ──。

　三人目の人格が隠れていることを知る者は、もはやミカドしかいないのかもしれない。

　真実を知る二人、プラシリキアとミカドの義父ちちは、すでにもうこの世にいない。

「貴女のような存在が、なぜこのリオランド王国に産まれ落ちてしまったのか……」

　リューリリリィの三人目の人格は、リオランド王国という国を救わない。

　滅ほろぼしもしない。

　ただ、遊ぶだけだ。

　その誰よりも自由を謳おう歌かする魂によって、人の運命を弄ぶ。

　リオランド王国という一国の運命すら、玩がん具ぐのように揺り動かして遊ぶ。

　それだけの存在にすぎず──それだけのことができる存在が、ミカドに顔を寄せた。

「──アイ・ラヴ・ユー」

[image: ]

　リューリリリィの囁きは、エチカにも聞こえたようだ。その顔から血の気が引く。

「え、英語……？　そんな──」

　ミカドは顔を歪ゆがめた。怒りや憎しみによってではない。

　深く、胸を切り裂さくような悲しみによって、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「プラシリキア様は、たった一人の娘である貴女を愛しておられた……」

　偉い大だいな王おう妃ひ、プラシリキアはリオランド王国を襲おそうあらゆる危機を想定していた。

　かの大恩人は、ミカドに多くの使命を与あたえた。

　彼女は亡なくなる寸前まで、彼に対して謝っていたが──謝罪などしてほしくなかった。

　ミカドに与えられた使命は、その全てが祝福だった。

　たった一つを、除いて。

「私も、貴女を愛します。リューリリリィ様──」

　国王や貴族たちが集まる謁えつ見けんの間で、ミカドは愛を囁いた。

「たとえ、プラシリキア様や我が義父を殺したのが──貴女だったとしても」

　断言はできない。

　だがミカドの頭からは、その可能性がどうしても捨てきれなかった。

　それ故ゆえに、プラシリキアから与えられた使命の中で一つだけ疑いを隠し切れないのだ。

　災さい厄やくとも言うべき、リオランド王国に巣くう魂の化け身しん。

　三人目のリューリリリィという存在を、プラシリキアが遺のこしていったのは間ま違ちがいなのではないのかと──。

「私と愛し合うことで、永遠にリオランド王国を護まもりましょう」

　己おのれの魂を引き裂く思いで、ミカドは笑え顔がおを作った。

　リューリリリィも口元を歪ませた。耳元までその笑みがつり上がったように見えたのは、ミカドの幻げん覚かくに違いない。

　いつの間にか、ミカドの胸に勲章がつけられていた。

　元の無邪気な表情に戻もどった少女が、ミカドから離はなれていく。

「……力をつけなければならない」

　ミカドは、エチカと後ろにいる部下たちに聞こえるように呟つぶやいた。

「この、王都で」

　地球人による侵しん攻こうは、今回のみに止とどまらないだろう。

　リオランド王国を護り通すためには、国境を護る騎き士し団に収まっているわけにはいかない。知識を蓄たくわえ、味方となる騎士を増やし、何よりも──。

　リューリリリィ姫ひめと、この王都で愛を育はぐくまなければならない。

　彼女は災厄に他ならないが──救国の希望でもあることも、間違いないのだ。

　いつか王国が本当に地球人に打ち勝つことができなくなった、その時にこそ。

　彼女の愛が、試ためされる時が来るのかも知れない。

「今回の働きを受け、辺境第三騎士団を王都予備隊の一つに昇しよう格かくする」

　ソリス国王自らが、宣言した。

　ミカドと彼の部下たちは、同時に拳こぶしを握にぎりしめた。

　しかし王の言には、続きがあった。

「──はずだったが、マーシア公こう爵しやくの提言により、少々予定を変えることにした」

「！」

　ミカドはマーシア公爵を見た。

　筆頭貴族にして、リューリリリィの正式な婚こん約やく者しやでもある青年は、にこりと笑って彼を見つめ返した。まるで、己の好意を受け取ってくれといわんばかりに。

「この度たびの戦いで、我が王国は多くの爵しやく獣じゆう騎士を失った。今や新たな国母の下もとでの戦力増強が急務となる。そなたには〝雫しずく人びと〟と戦った経験を活いかし、適性のある騎士の指導、選出を任せたい」

　私を、前線から遠ざけるつもりか──。

　今回の戦争でミカドが手て柄がらを挙げた一方で、評価を落とした騎士団もある。

　それが王都第一騎士団であり、団長のデデガンオッロ・マーシアである。

　王都の守護に関しては、〝母の迎むかえ〟の警備にかかりきりだったため、どうしようもなかったことだ。

　しかし、その〝母の迎え〟においてさえ、〝母なる獣〟を護ることができなかった。

　その失態は世間にこそ知られていないものの、王城にいる全貴族の知るところである。

「ミカド・キャバレッティ男爵。そなたを王立学院の特別指導員に任命する」

　王立学院に所属する関係者は、そのほとんどが上級貴族である。

　陞しよう爵しやく──爵位の上じよう昇しようが約束された出世といえるだろう。

　あくまで辺境第三騎士団ではなく、ミカド個人として見るならば、だが。

「新たな爵獣騎士を探し出すのだ。引き受けてくれるな、キャバレッティ男爵？」

　私を、前線から遠ざけるつもりか──。

　騎士団の力をつけようと決意した矢先に、早くも先手を打たれた形である。

　目め障ざわりな下級貴族に、これ以上の手柄を与えるべきではない──そう考えているのが、マーシア公爵一人だけとは思えなかった。

「──拝命します」

　王都での戦いは、もう始まっている。

　今もリオランド王国侵攻を企くわだてる地球人に対し、後おくれをとるわけにはいかない。

　たとえ、立ちはだかる敵が護るべきリオランド王国、その内に巣くう悪意や謀ぼう略りやくであったとしても、ミカドは──。

　辺境第三騎士団長ミカド・キャバレッティ男爵は、躊躇ためらいなく敬礼するのだった。

「ソーラ・オー・リオランド！」

　魂たましいから放たれた彼の声が、謁見の間に響ひびいた。
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　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。




『リオランド　[image: ]星紡ぎの姫と聖なる獣』をお贈おくりします。

　リオランド王国ｖｓ地球軍の緒しよ戦せん、いかがでしたか。

　超ちよう自然的な力と科学技術の激突は、今シリーズで描えがきたいものの一つです。

　いずれの勢力もまだまだ進化の余地があります。爆ばく弾だんとなり得うる要素も。

　望む未来を手に入れるのは、果たしてどちらなのでしょうか。




　人が扱あつかいきれない力というものに畏い怖ふを覚えます。

　たとえば、自然。

　身近なところで言えば、日光が木を育て、その木を使って人が家を建てる。計り知れない自然のエネルギーの循じゆん環かんを、せめて一部だけでも利用できるようにするのが人の営みであって、それが発展したものが科学技術なんでしょう。

　でも自然の強大な力は、人が作ったものを容易に破は壊かいします。

　人間にとって恩おん恵けいと災害、相反する側面を持つのが自然という力です。

　もしそれくらい強力な力が──人の形をしていたら？

　ほんの一ひと欠片かけらでも人間らしい感情が作用して、恩恵と災害を気まぐれに起こしたら？

　それは自作自演であり、マッチポンプにもなり得る、ただの災さい厄やくです。

　今作中に、そんな人物が潜ひそんでいます。

　儀ぎ法ほうでも科学でもない、実は第三の力の体現者。

　その強大な力を利用し、安あん寧ねいの住すみ処かを建てるか、あるいは破壊されるのか。

　リオランド王国と地球軍の運命の行き先は、まだ誰だれにも分かりません。




　今作を手がけるにあたって、多くの方々にお世話になっております。

　素す敵てきなイラストを手がけてくださっている、れい亜あ先生。

　担当さんを含ふくむ編集部の皆みな様さまや、関係者の皆様。

　そして何より、この本を手に取っていただいた読者の皆様。

　本当にありがとうございます。多くの方々のご期待に沿うべく、これからも全力を尽つくしてまいります。


岩井　恭平
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